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プロローグ




　人生なにが起きるかわからないとはよく言ったもので、宮みや城しろ菜な摘つみは今まさに身をもって経験しているところだった。

　油の匂いに包まれた工場の事務所。もとは父親が経営していたこの小さな町工場『宮城鉄てっ工こう』は、父亡き後に菜摘の叔父である宮城和かず利としが後を継いでもう十年になる。

「親父、どういうことだ？　金はどうするんだ？」

　働く気のいっさいない和利に代わって、実質工場を切り盛りしているのは彼の息子の宮城賢けん哉や、菜摘にとっては兄のように慕っているいとこだ。

　その彼が今父親に向かって、ものすごい剣けん幕まくで怒号をあげている。

「ないものはどうしようもない。いや～絶対あの馬がくると思ったんだ」

　従業員の給与となる金に手をつけて、意気揚々と競馬で全財産を使い込んだ。

　責められているにもかかわらず、和利は反省の色などいっさい見せない。それどころかだ。

「大丈夫だ、菜摘が見合いをして結婚すれば、金はいくらでもどうとでもなる。この工場の借金なんて一瞬で返せるさ」

「ちょっと待って、叔父さん。いったいなんの話なの？」

　それまでのやり取りを黙って見ていた菜摘だったが、さすがに声をあげた。

「親父、なにを言いだすんだ」

　失望で大きなため息をつき、賢哉は頭をかきむしった。しかし和利は満面の笑みを浮かべ、自分の頭をチョンチョンと指さしながら言う。

「俺だってバカじゃないんだ。ちゃんと金が入ってくるアテがあるから使ったんだ。まぁ……競馬の予想ははずれたがな」

　がははと大きく口を開けて笑うその姿に、菜摘は言葉を失う。

（アテって、どこにそんな伝つ手てがあるの？　ただでさえぎりぎりなのに）

　菜摘は大学卒業後、派遣社員として働きながら、宮城鉄工で事務仕事を手伝っていた。帳簿は常にぎりぎり。銀行からの借入も、もうこれ以上は望めそうにない。

「見合いって言ったって、相手がいなきゃどうにもならないだろ」

　賢哉があきれた様子で、さらに大きなため息をつく。

　菜摘もそれに同意だ。いったいどこに、よくも悪くも〝普通〟の自分と見合いしたがる人がいるのだろうかと。

　身長は百五十八センチと日本人の平均身長とほぼ同じ。髪はもう何年も鎖骨あたりまでのストレートで、特別手入れをしているわけでもない。地毛が栗色がかっているせいか、学生時代は教師から指導された経験もある。唯一褒められるのは大きな二重の目だが、それだけでほかの欠点をカバーするほどではない。

　裕福ではなかったので、特別おしゃれに時間をかけずに二十七歳まで過ごしてきた。着飾る時間やお金があるなら、少しでも勉強に使いたかったのだ。

　そんななんの特徴もない自身と結婚し、その上借金だらけのこの工場の面倒をみてくれる人なんて、存在するはずがない。

「それがいるんだよ。もうすぐ来る」

「い、今から？」

　さすがの菜摘も声をあげた。当事者である自分になんの相談もなく見合い相手をつれてくるなど、言語道断だ。

「こういう話は早い方がいい」

「そんな！　いきなり言われたって困る。どこの誰だかわからない相手と見合いだなんて」

　菜摘が年季の入った事務椅子から立ち上がった瞬間、ひとりの男の声がした。

「その心配はいらない。知らない相手じゃないからな」

　開いていた扉から入ってきた人物を見て、菜摘は言葉を失う。

　いや、正確には意識のすべてをその男に持っていかれて彼以外のなにも目に入らないし、聞こえなくなった。

　指先が震える。見間違いか他人の空似だと思いたかった。けれどこの顔を忘れるわけが……忘れられるわけなどなかった。

「久しぶりだな、菜摘」

「き、清きよ貴たか」

　かすれた声で呼ぶと、彼は口角だけ上げ、冷淡な笑みを浮かべた。

「ちゃんと俺を覚えていたんだな」

（忘れられるわけないじゃない）

　決して心の声を口にできない。過去の菜摘の選択を否定することになる。

「な、なんでここに？」

　理由はわかっているのに、聞かずにはいられなかった。

「もちろん、君と見合いをするために来たんだ」

　はっきりと言いきった彼は、菜摘が七年前自ら別れを切り出した相手、加か美み清貴だった。

　二十九歳になった今、変わらず目を引く容姿に思わず釘づけになる。当時あまり見なかったスーツを身に着けているせいか、大人の色気が増したように感じる。

　相変わらず華やかなオーラをまとった彼をまぶしく思う。

　たとえ倒産寸前のボロボロの工場の中にいたとしても……だ。

　そしてその綺き麗れいな唇が、菜摘に強い衝撃を与える。

「君は、俺と結婚するんだ」










第一章　はじまりは七年前




　菜摘は小さい頃に母親を、十七歳で父親を亡くし、父の弟である叔父の和利夫妻に引き取られて暮らしていた。とくにいとこで四歳年上の賢哉は、家族を亡くした彼女にとてもよくしてくれた。

　ただやはり、親戚家族の中で暮らすというのは大変だった。いつも周囲に気を配り、父が残して和利が継いだ宮城鉄工の仕事を手伝い、家事もこなす日々。

　唯一の救いは、父親が菜摘の学費を残しておいてくれたおかげで、裕福ではなかったが希望する大学に通い、有意義な学生生活を送れていたことだ。留学生や帰国子女の多い私立大学で、授業はほぼ英語で行われ、菜摘は国際関係学を専攻している。

　二十歳になった彼女は、間もなくアメリカへ語学留学をする予定になっており、教育資金をちゃんと残しておいてくれた父に感謝しつつ準備を進めていた。

　留学先のアメリカには、幸いなことに恋人の加美清貴と一緒に旅立つ。

「菜摘、準備はちゃんと進んでいるのか？」

　七月の半ば。久しぶりに大学に来た清貴が、隣の椅子を引いて座った。

　大学の図書館に併設されているカフェテリアで、菜摘はカップに入っている紅茶に口をつけたままうなずいた。

　清貴は今年の春大学を卒業しているので、菜摘が彼と校内で会うのは久しぶりだ。

　去年までは同じゼミに所属していたため頻繁に顔を合わせ、このカフェテリアでもよく一緒に過ごした。彼は今、経営の勉強とＭＢＡ取得のための留学に向けて準備をしている。

　清貴がカフェテリアに入ってきた瞬間、周囲の視線が彼に向けられた。久しぶりに現れた彼に周りが注目するのも無理はない。

　百八十センチを超える長身、日本人離れしたすらりと長い手足。バランスの取れた体たい躯くにほどよくついた筋肉が男らしさを感じさせる。

　少し長めの前髪から覗のぞく形のいい目。笑うと目尻にわずかにしわができて、より魅力を増した。薄めの男らしい唇から奏でられる心地よい声さえも周囲を魅了する。

　落ち着いたその様子は、大学を卒業したばかりの二十二歳には見えなかった。ブルーのストライプのシャツに細身のデニム、デッキシューズというどこにでもある服装にもかかわらず、まとう雰囲気が大人っぽく紳士的だからかもしれない。

　見かけだけでも完璧なのに、それに加え世界に名をとどろかせる『加美電機株式会社』の御曹司となれば、周囲の興味を引くのも無理はなかった。

　そして在学中に発表した論文が注目を浴び、教授たちからの信頼も厚かった。また知り合いに頼まれて何度か雑誌のモデルをしたのも、彼が注目を浴びるようになった理由のひとつかもしれない。

　隣にいる菜摘は慣れるのに相当の時間を要した。付き合って二年経った今でも、やはり居心地がいいとは言えない。

「うん、大丈夫。パスポートもビザの取得もできた。あとは荷造りくらいかな」

「そうか。なにか手伝おうか？」

「ん？　向こうで勉強教えてほしいかも……」

　上目遣いで甘えるように言うと、清貴は笑みを浮かべた。

「それはこっちでもやってるだろ」

「でも、私は語学学校だからまだいいけど、清貴は大学の授業が大変でしょう？　だからたまに私に少しだけ時間をくれたらそれでいいの」

　菜摘は清貴の留学に合わせて、彼がアメリカで行く予定の大学に併設されている語学学校に通う予定だ。たまたま大学が提携している語学学校がそこだったのは、ふたりにとってうれしい偶然だった。

「楽しみだな。まさか菜摘と一緒に留学するなんて思わなかったな」

「そうだね。そもそも私が清貴と付き合うなんて思ってもいなかったよ」




◇　　◇　　◇




　ふたりの出会いは、菜摘が入学してひと月経った五月、大学の図書館だった。

　菜摘は自宅にいれば工場の仕事が気になってしまうため、どうしても集中したいときは図書館を利用する。週の半分くらいは授業のない時間にやって来て、課題やレポートをこなしていた。

　かたや清貴が図書館に来るのは、女性たちからの緊急避難が目的だった。

　清貴は学内でもものすごく目立つ存在で、その状況を彼が快く受け入れているわけではない。日々人の目にさらされる学校生活は過ごしやすいとは言えなかった。

　遠巻きに見られているだけならまだ我慢ができたが、四六時中ついて回られたら、さすがに注目を浴びるのが日常茶飯事の清貴でも疲れてしまう。

　そんなとき、学内でも比較的人の少ない図書館は彼にとってオアシスだった。

　ふたりが出会ったのも、清貴が追いかけてくる数名の女子学生から逃げて図書館に来たときだった。

（と、届かない……）

　身長が百五十八センチの菜摘が一番上の棚に手を伸ばしたところで、レポートに必要な目あての本には到底届きそうにない。あきらめて脚立を持ってこようと、かかとを床につけたとき。

『これでいいの？』

『えっ？』

　背後からやって来た男性が、菜摘が欲しかった本を取った。

『どうぞ』

『はい、あの、ありがとうございます』

（私が必死になっても取れなかったのに、ずいぶんあっさりと……）

『あ、これ！　この本、私も読みたくて、貸出中ってなってて――』

　菜摘は彼の顔を見ないままに、その男性が差し出した手と反対の手で持っている本を指さした。それは担当の教授ができれば読んでおいた方がいいと言ったものだが、専門書で高価なため図書館で探していた。

『この本、読みたいの？』

『あ、ごめんなさい。大きな声出して』

　慌てて口もとを押さえて、周囲に迷惑がかかっていないかキョロキョロ見回す。幸い人があまりいなかったようでほっとした。

『あ、もしかくまってくれたらこれ、君に貸すよ』

『え？　かくまうって？』

　いったいなにを言っているのかわからず、きょとんとした菜摘の耳に、図書館ではあまり聞かないヒールの音が数名分聞こえてきた。

　棚の間から顔を出して覗く。数人の女子学生がキョロキョロしながらこちらに向かって歩いてきているのが見えた。菜摘は直観的に、彼が彼女たちから逃げているのだとわかった。

『こっちに』

　薄暗い通路の奥、突きあたりのところに脚立を動かして、その陰に彼を隠した。

　そして通路からできるだけ視界に入らないようその前に立ち、本を探しているふりをする。

　複数の靴の音が近づいてきて、菜摘自身が追われているわけではないのに緊張する。

　しかし何気ないふうを装って興味のない本を探し、手に取り中身を確認する。

　女子学生のひとりが、菜摘の方へちらっと視線を向けた。見ないようにしていたが、靴音がゆっくりになり、近くにいるのだと理解する。

　心拍数がどんどん上がっていき、緊張がピークに達したとき『いた？』『ううん』という会話が聞こえてきて、そこにいた女子学生たちが去っていった。

　途端に体の力が抜ける。

『はぁ……よかった』

　ほっとした菜摘は、大きく息を吐くと手を棚にかけて頭を下げた。徐々に何度か呼吸をすると気持ちが落ち着いてくる。

『ありがとう、助かったよ』

　様子を見ていた清貴が、脚立の向こうから顔を出す。

『いきなりでドキドキしましたが、うまくいってよかったです。ところで、なんで追われてるんですか？』

　勢いでかくまったけれど、もしかしたらこの人があの女性たちに追われるような悪いことをしていたのかもしれない。今さらそういう考えが頭に浮かんで警戒する。

『んー、俺がかっこいいから？』

『はぁ？』

　初対面の相手に使う言葉遣いじゃない。けれど菜摘の口から自然に漏れた言葉には、彼女の気持ちが表れている。

（なに言ってるの……って、たしかにかっこいいけど）

　菜摘はこのとき初めて彼の顔をまともに見た。整った顔立ちに洗練された身のこなし、見上げなければ目が合わないほど背が高く、身に着けているものもシンプルだが高級だとひと目でわかるものだ。たしかに自分でかっこいいというだけはある。

『あの、もちろん冗談だから。真に受けるなよ』

　ぽかんと見とれていた菜摘を見た彼が、口もとに拳を持っていきなんとか笑いをこらえている。

『あ、すみません。なんか見とれちゃって』

『まあ、それもよくある。あ、自慢じゃなくて事実だから』

『それも冗談ですか？』

『いや、どっちだろうね』

（絶対、事実だ。さらっとこんな発言するんだもの）

　やり取りに耐えられなくなったのか、清貴は『ははは』と声をあげて笑った。

　ちょうど通りかかった司書に『静かに』と怒られた。ふたりして頭を下げて、お互い顔を見合わせてまた笑ってしまった。

　いたずらがばれた小学生みたいな雰囲気に、菜摘は初対面の相手とは思えないほど親しみを覚えた。

　ひとしきり笑い合った後、清貴が菜摘に本を差し出す。

『本当に助かったよ。あと、これ約束の本』

『あ、ありがとうございます。貸出の手続きしてきます』

　受け取って歩き出そうとした菜摘を、清貴が呼び止めた。

『待って。貸出手続きをする必要はない』

『え……でも、それだと違反じゃないですか』

　途端に顔を曇らせた菜摘に、清貴は苦笑する。

『いいんだ。それ俺の私物だから』

『え！　そうだったんですか？　私図書館のものだとすっかり勘違いしていて、ごめんなさい』

　自分の早とちりに顔を赤くしながら、清貴に本を差し出した。先ほど図書館のデータベースで確認したとき貸出中になっていたので、彼が借りたと思い込んでいたのだ。

『なんで謝る？　これは俺個人から君に貸す。返却期限は図書館と同じ二週間でどう？』

『いいんですか？』

『もちろんだ。最初からそのつもりだったし、本当に助かった』

　清貴はもう一度菜摘にその本をしっかりと握らせ、反対の手で自分のパンツのポケットからスマートフォンを取り出した。

『俺は、加美清貴。君の連絡先と、名前もいいかな？』

『あっ……はい。私は宮城菜摘です。連絡先は――』

　菜摘も急いでスマートフォンを手にし、考える暇もなくあれよあれよという間に互いの連絡先を交換する。

『じゃあ、お借りします』

『あぁ、返却したくなったら連絡して』

　互いに笑顔で別れたその日、菜摘は同じ学部に通う友人に清貴について尋ね、その返答に驚いた。彼の存在を知らない菜摘の方がおかしいとまで言われて、そのときになって初めて、菜摘は自分が有名人をかくまったと知ったのだ。

　だが彼と知り合って本を借り、連絡先を交換したとは言わないでいた。友人に隠し事をしているようで罪悪感を持ったが、彼はきっと話してほしくないと思っているだろうから。

　それから十日ほど経ち、本を読み終わった。すぐに返却した方がいいと思ったが、いざ連絡をしようと思うとどういうやり取りをしたらいいのか迷う。

（ただ本を返すだけなのに、なに緊張しているの？）

　出会ったあの日は勢いもあって話をしたけれど、友人から清貴がいかに学内で人気者なのかを聞いたため、なんだかとても緊張した。

　さっさと返却すれば済む話だ。しかしそうしてしまえば二度と彼と関わらないと思うと、なぜだかなかなか行動に移せないでいた。

（ただ本を貸してくれただけなのに……なに考えてるんだろう）

　助けたお礼に本を借りただけで、それ以上でも以下でもないのはわかっている。それなのに、あの日ふたりで笑い合ったときの彼の笑顔が頭の中に浮かんでくる。

　借りたまま放置しておくわけにもいかず、連絡するにもどんなメッセージを送ればいいのか悩み、スマートフォンの画面とにらめっこしていると、清貴の方からメッセージが送られてきた。菜摘は図書館の隣のカフェで彼に会う約束をした。

　座って待っていると、突然周囲の空気が変わった。不思議に思って読んでいた本から顔を上げる。すぐに入口からこちらに向かってくる清貴が目に入った。周りの視線を浴びてもまったく気にする様子はない。

『ごめん、待たせた？』

『いいえ。私が早く来ただけなので』

　菜摘は清貴の背後を確認する。それを見た彼もうしろを振り向いた後、菜摘の顔を見て不思議がる。

『どうかしたのか？』

『いえ、この間みたいな人たちがいないかどうか確認したんです』

　あの日、いきなり現れた清貴を助けたのは彼が本当に困っていると思ったからだ。今日も同じように追いかけられていたら、この場をすぐに離れるつもりだった。

『心配してくれたのか？』

『はい、一応』

　清貴は『ははは』と声をあげて笑った。その姿を見て菜摘はきょとんとする。

『まさか、君が俺を守ってくれようとしていたなんて、ちょっとびっくりした』

『あの、差し出がましかったですか？』

　まさかそんなに笑われるとは思っていなかったので慌てた。

『いや、すごくうれしかった。ありがとう。そうだ、なにか飲む？』

『じゃあ、本を貸してもらったお礼に私が！』

　張りきってふたりでレジに並ぶ。注文を終えて財布を取り出したが、清貴がさっさと支払いを済ませた。

『え、私が――』

『いいから。女の子に払わせたなんて噂が立ったら困るだろ』

　そう言われると黙って受け入れるしかない。

（有名人は大変なんだな）

　いつも見られている立場だと、いっときも気が抜けないのではないか。そんなおせっかいな心配をしているうちに、できあがったコーヒーとカフェラテを清貴がトレイにのせて運んでくれる。

『なにからなにまで、ありがとうございます』

『いいえ、どうぞ』

　菜摘がもともと座っていた場所は人目につきやすいので、奥まった壁向きのカウンター席を選んだ。目の前にカフェラテを置かれて並んで座り、すぐにバッグから借りていた本を取り出した。

『あの、これ。ありがとうございました』

『役に立った？』

『はい！　とても助かりました。長い間お借りしててごめんなさい。二週間って言葉に甘えていました』

『いや、実は本はどうでもよかったんだ』

　清貴が髪をかき上げ、きまり悪そうに視線を逸らす。

『どうでもって……？』

　理解できなくて問いただすと、彼は視線だけ菜摘に向けた。

『十日間、君が一度も連絡をくれなかっただろ。我慢ができなくて俺から連絡した』

『えっ……ごめんなさい。二週間借りられると思ったから――』

『そうじゃなくて、早く会いたかったんだ』

　清貴の言葉の意味がわからずに、目をぱちくりさせる。

『いや、そんなに驚かなくても。迷惑だってわかってる』

『いえ、あの！』

　菜摘は誤解してほしくなくて、慌てて否定する。

『め、迷惑じゃない、です！　実は、なんて連絡すればいいのか迷っちゃって』

　正直に伝えたら、清貴の表情が緩んだ。

『それって俺を意識してるって理解していい？』

　なんと自意識過剰な言葉だろう。しかし清貴が言うと妙に納得だ。

『そう……でしょうか……』

　ごまかしたが、羞しゅう恥ちから赤くなった顔ではっきりと肯定しているようなものだ。

『よかった。俺もこういうの慣れてなくて』

（え、絶対嘘だ）

　清貴のような男性が、女性関係に疎いはずなどない。

『あ、疑ってるだろう。でも本当なんだ。自分からアプローチしたのは初めてだ』

『アプローチって、私に？』

『君以外に誰がいる？』

　苦笑を漏らすその姿さえ、菜摘の目にはかっこよく映る。

（ど、どうしよう。これ……私、どうしたらいい？）

　まだ二度目だが、会った回数なんてどうでもいいと思えるほど彼に惹かれている。そして彼もまた、菜摘を意識しているのは様子から伝わってくる。

　清貴みたいに皆からの注目を浴びるような男性が、女性にだらしなければすぐさま噂が広がるはずだ。しかし友人から聞いたところそう言った類の話は聞かなかった。一方的にモテすぎて困るという話はあったが。

『そういうことで、これからよろしく』

『あ、はい』

　なにがよろしくなのかさえわかっていなかった菜摘だったが、この出来事が間違いなくふたりの始まりだった。

　仲が深まるのにそう時間はかからず、その日の帰りに食事へ行き、翌日は大学の構内で会い、彼は菜摘のレポートを手伝ってくれた。

　そのときに清貴の英語に関する知識の豊富さに驚いた。語彙力や文章構成などについても的確にアドバイスしてもらい、これまで菜摘が仕上げたどのレポートよりも素晴らしいものができた。

　常に菜摘が理解しやすいように言葉を選び、疲れを見せたときには休憩するようにとカフェテリアに誘ってくれる。その間は勉強とは関係ないおしゃべりをして、どの話も楽しく、彼といると時間が一瞬で過ぎていく。

　こんなふうに誰かと一緒にいて楽しいと思えたことは、これまで一度もなかった。

　菜摘は今まで恋愛するチャンスがなく、またそういう相手にも出会わなかった。

　だからこれが初めての恋だ。

　そう自覚してからは、彼を思い出すだけで胸がときめくようになってしまう。

　菜摘の気持ちが清貴に向いた頃、数回目のデートに誘われた。そのデートではっきりと『好きだ。付き合ってほしい』と言われ、もちろん菜摘はＯＫした。

　それからふたりの交際は順調だった。小さなケンカももちろんあったけれど、それさえもふたりの仲を深めるスパイスになっていた。

　周囲の女性からの菜摘に対するやっかみがなかったわけではないが、それも最初だけで、ふたりが仲よくしている様子を見て、なにも言われなくなった。

　以降二年間、ふたりの心は常に寄り添い合っていた。




◇　　◇　　◇




「なんだかここに来るのも久しぶりだな」

「そうだね。卒業するまではよく使っていたもんね。ここ」

　大学のカフェテリアで今菜摘が座っている場所は、ふたりのいわば特等席だ。

「初めて会った日。あの本を持っていた自分を褒めたい。おかげでこうして菜摘と一緒にいられるんだからな」

　まぶしいほど綺き麗れいな笑みを浮かべる清貴を見て、菜摘は胸を高鳴らせた。付き合って二年。巷ではマンネリになってもおかしくないくらいの期間でも、菜摘にそういう気持ちは皆無だった。

　毎日どちらからともなく連絡を取り合い、会えない日でさえも互いを想い合っていた。この二年でひとつずつ増えていった記念日も忘れず、ふたりで過ごす時間を大切にしていた。

「これ借りていた本返すね、ありがとう。ねぇ、このしおりまだ使ってたの？」

「あぁ。ないと思っていたらそこにあったのか。探してたんだ」

　清貴に手渡したのは、ずいぶん使い込まれたしおりだった。それは菜摘が彼にプレゼントしたものだ。

「結構古くなったね。新しいのにしたら？」

　なんとなく、いつもきちんとしている清貴が持つには年季が入りすぎていて、少々みすぼらしく感じる。

「いや、俺は菜摘がくれたこれがいいんだ」

　彼はきっぱりとそう言うと、バッグにしまい込んだ。

　自分のプレゼントしたものが大切にされていて、くすぐったさを感じる。彼と付き合い始めてから、たくさんの新しい感情が菜摘の中に芽生えた。

　無意識に清貴を見つめる。

「菜摘、そんなふうにこっちを見られると、キスしたくなる」

「もう！　冗談ばっかり」

　菜摘が頬を膨らませ、軽く清貴を睨む。

「俺はいたって本気だけど、本当にキスしそうになるから、そろそろ行こうか」

「うん」

　立ち上がり紅茶のカップがのったトレイを手に取ろうとすると、清貴が先に持っていってしまう。こうやってなんでもかんでも彼にやってもらっていると、ダメになりそうで怖い。

　もう彼以上に好きになれる人はいないだろう。それくらい菜摘の中は彼でいっぱいだった。

　カフェテリアを出たふたりは、担当教授に留学前の挨拶をしに向かった。

　ふたりにとって恩師で、菜摘はとくに留学するにあたっての手続きで大変世話になった。

　これまでの感謝を伝えると、教授は長いひげを蓄えた顔をほころばせ「がんばって」と言ってくれた。

　ふたりで頭を下げてから研究室を出て、ディナーを予約している店に向かおうとしたとき、菜摘のもとにいとこの賢哉から電話がかかってきた。

　普段はメッセージのやり取りがほとんどなので緊急を要するのだろうと思い、清貴に断りを入れて電話に出る。

「賢哉くん、どうしたの？」

《菜摘、落ち着いて聞いてくれ》

　なんとなく嫌な予感がした菜摘は、スマートフォンをぎゅっと握り、「うん？」と先を促した。

《実は親父が……親父が菜摘の金に手を出したんだ》

「え、私のって」

《菜摘の教育資金をすべて使い込んだ。本当にすまない、俺どうやって謝ったらいいのかわからな――》

　菜摘の手からスマートフォンがすべり落ちて、足もとに転がる。

　賢哉の話を最後まで聞けなかったが、彼女がショックを受けるには十分すぎた。

（お金、私の？　……じゃあ、留学費用は？）

　ショックで指先が震え、落ちたスマートフォンを拾えずにその場に固まった。そんな彼女の様子がおかしいと、清貴はすぐに気がついた。

「菜摘、どうかしたのか？」

　彼女の代わりにスマートフォンを拾うと、すでに電話は切れていた。

「あの……私」

　ショックで声が震えている。なにから彼に言えばいいのか、本当に留学が不可能なのかもわからない。今の段階で彼に相談するのは尚早だと考え、菜摘はなんとか気持ちを持ち直して、すぐさま帰宅すると決めた。

「ごめん、ちょっと家でトラブルがあったみたいで。帰らなきゃ」

「大丈夫なのか？」

　清貴には家庭の事情はある程度伝えてある。だからこそ彼が心配しているのがわかった。

「わからない。帰って確認したらまた連絡するね。ご飯行けなくなってごめんなさい」

　できるだけ気丈に振る舞った。本当は泣きだしそうなのに。

「それは仕方ないだろ。送っていく」

　車の鍵をポケットから取り出した清貴に、菜摘は首を振る。

「賢哉くんに来てもらうから、平気」

　状況がきちんと把握できるまでは、清貴に話すつもりはない。これ以上動揺している姿を見せたくないので一緒にはいたくない。

「……そうか」

　一瞬顔をしかめたように見えたが、それを気にかける余裕が今の菜摘にはない。スマートフォンをバッグに片づけ、急いでその場を離れた。

　角を曲がるとき視界に清貴が映る。一瞬足を止めて彼の方を見ると、難しい顔のままこちらを見ていた。

　そのときバッグの中でまた着信があり、菜摘は相手が賢哉だと確認するとすぐさま電話に出て歩きながら応答した。




　帰宅後、菜摘は賢哉とともに工場の事務所に向かった。

　デスクの上にあるノートパソコンの画面を見て、菜摘はしばらく絶句した。

　画面に表示されているのは、銀行口座の入出金明細だ。そこにあったはずの、菜摘の父親が残した学費がすべて引き出されている。

「そんな……」

　肩を落とし涙をこらえるように顔を覆う菜摘の背中を、賢哉がさする。

「悪い、うちの親父が。どうやっても取り戻すから」

　賢哉は菜摘が留学をどれほど楽しみにしていたか知っている。父親が残してくれた財産を大切に思い、みんなが遊びやサークルを楽しんでいるときもしっかりと勉強をし、そのうえこの工場を手伝っていた。

　だからこそ菜摘と一緒になって、いやそれ以上に怒りをみなぎらせていた。

「帰ったぞー」

　事務所の向こうから声がする。どうやら和利が帰宅したようで、そのまま事務所ではなく裏にある自宅に向かおうとする。

「親父、待てよ。ちょっとこっちに来い」

　賢哉は強い口調で自らの父親を事務所に呼びつけた。

「なんだよ、もう風呂入って寝たいんだ」

　赤ら顔の和利は、今日もどこかで一杯ひっかけてきたらしい。息は酒くさく、到底まともに話ができるような状態ではないが、このままにしておくわけにはいかない。

　賢哉は和利を事務所の中に引っぱってきた。

「おい、親父。これどういうわけだよ」

「これって……あぁ、金の話か」

　和利は画面を確認して、菜摘の銀行口座の履歴だと理解したようだ。どうやら話くらいはなんとかなりそうだ。

「こんなところに置いていても、なんにもならんから俺が使った」

「なんにもって！　これは父が私に残してくれた学費なのにっ！」

　自分勝手な叔父で、叔母はそんな彼に愛想をつかして二年前に出ていってしまった。

　普段はそんな和利に対してでさえ声を荒らげず冷静に対処する菜摘だったが、今回は我慢ができなかった。

「どうやってお金を引き出したの？」

　和利のだらしなさは十分理解していたので、キャッシュカードや印鑑、通帳の管理はもちろんのこと銀行のログインパスワードは推測しづらいものにしている。その上定期的に変更もしていた。

（まさか……）

「私のパソコン、触ったの？」

　菜摘は出かける前に、事務所でノートパソコンを使い銀行の振込処理をしていた。

　出発の時間が迫り、急いでいたためそのままにして外出したのだ。たった一度気が緩んだ隙に狙われるなんて。

「不用心極まりないな。次からは気をつけるんだぞ」

　ニヤニヤとバカにしたように笑われて、菜摘は目に悔くやし涙を浮かべる。

「大事な、学費だったんだよ！」

　もっと注意すべきだった。自分に反省するべき点があるのは理解しているけれど、和利に怒りをぶつけずにはいられない。

「学費学費って、女が勉強してなんになるんだ。意味がないのに金を使うな」

「ギャンブルや酒の方が意味ないだろ！　留学の費用だけでもどうにかしろよ、親父」

　賢哉はなんとかして、菜摘を留学させたかった。両親がいなくなってから我慢をしてきた彼女が、唯一自分からやりたいと言ったからだ。

「いくら残ってる？　足りない分は俺の貯金を使っても――」

「ない」

「ないって……まさか、五百万もあったのに」

「全部なくなった。あぁ、お前の貯金を週末のレースに突っ込めばなんとかなるかもしれない」

「親父！　ふざけんな」

　賢哉が和利の胸倉を掴つかんだ。和利は苦しそうに顔をゆがめる。

「ないものはない」

「ひどい、あれはお父さんが残してくれたお金なのに」

　菜摘や賢哉がこんなに怒っているのに、和利はニヤリと気味の悪い笑みを浮かべる。

「加美の御曹司と付き合ってるんだろう？　適当に色仕掛けでもすれば留学費用なんてすぐに出してもらえる。お前から言えないなら俺から言ってやるよ。学費以上の額を引っぱってやるから、ほらすぐに連絡してみろ」

「な……清貴は関係ないじゃない！」

　なぜ和利が彼を知っているのだろうか。そう思う一方で、すぐに疑念が湧く。和利は昔から金の匂いにはすごく敏感だった。そして見つけた金づるに対する執念もすさまじかった。菜摘に交際相手がいると知った和利が、清貴を菜摘の知らない間に調べていたとしたら……。

　清貴の名前が出てきて、菜摘は恐怖さえ感じた。

「関係ないわけないだろう。一緒に留学する仲だ。心配しなくても、俺らにとっては大金でも、あちらさんにとってははした金だ。なにせ世界の加美電機だからな」

「叔父さん！　彼に迷惑をかけたら許さないから」

「おお、学がある女は怖いね」

　真剣に怒る菜摘をバカにするような言い方をしながら、和利は立ち上がった。

「金はない。留学したいなら彼氏に頼むんだな。ついでに、俺への金も融通してくれるとありがたいんだがな。あははは」

　今にも泣きだしそうな菜摘の横を、大声で笑いながら去っていく。

　息子である賢哉でさえ、自分の父親の横暴さにあきれて声も出ないようだった。

　和利が事務所から出た瞬間、菜摘の目から涙がこぼれる。しばらく事務所には彼女のすすり泣く声だけが響いていた。

（どうして……こんなことになるの？）

　留学のためにさまざまな試験を受け、やっと手に入れた権利だった。清貴と同じ位置には立てなくても、少しでも彼の見ている世界が見たいと、その一心で努力した。

　アルバイトも勉強もがんばってやっと留学できるようになったのに、それが一瞬にして泡のように消えてしまった。

「菜摘……すまない」

　どれくらい時間が経ったのか、賢哉が菜摘に深く頭を下げた。

「俺からもう一度話をしてみる。それと、ここに少ないけれど俺の貯金がある」

　賢哉はポケットから自分の通帳を取り出し差し出した。しかし菜摘は首を振るだけでそれを受け取らない。

「賢哉くんのお金は使えないよ」

　賢哉もまた、父親の身勝手に振り回されている人物のひとりだ。働かない父親に代わって、菜摘の父の残した宮城鉄工を守ってくれている。いわば彼も犠牲者といっていい。

「いや、それくらいしか俺にはできないから。それより加美さんだけど」

「うん」

　菜摘の力ない返事に賢哉も胸が痛む。

「親父のことだから、恥ずかしげもなく向こうの家に押しかけるかもしれない」

　賢哉は頭を抱えて大きく息を吐いた。これまでの和利の行動から考えてありえる。

「それは絶対にさせない。一度でも許すと、叔父さんこれから先ずっとお金の無心をし続けるかもしれない」

　菜摘の眉間に深いしわが刻まれる。これまでも、和利は何度も会社のお金に手をつけた。だからこそ父から譲り受けたものだけはしっかり守ろうと厳重に管理していたのに、結果はこうなってしまった。

　和利の病的ともいえる金への執念は、菜摘や賢哉の想像を超えている。もし清貴自身や彼の実家に対して、和利がなにかしたら……。それを想像して、菜摘は恐怖から身震いした。

（絶対に近づけちゃいけない。なにがあっても）

「すまない、あんな親父で。俺情けないし、悔しい」

　賢哉は目を赤くしながら怒り交じりの声を出す。

「賢哉くんは悪くないよ。でも……ひとつお願いを聞いてくれる？」

「あぁ、俺にできることならなんでもやるよ」

　賢哉の快諾に、菜摘は自分の考えを伝えた。

　それを聞いた彼は目を見開き、頭を左右に振る。

「それは……ダメだ。賛成できない」

「でも、この方法しかないの。お願い、賢哉くん」

　目に涙をためた菜摘の必死の願いに、最初はかたくなに拒否していた賢哉も最後はしぶしぶうなずいた。

　菜摘は賢哉の協力が得られるとわかり、滲んでいた涙を拭う。

（泣いている場合じゃない、しっかりしなきゃ）

　気持ちを強く持ち、自分を奮い立たせた。自らの大切なものを守るために。




　一週間ほど経ったある日。

　菜摘は大学近くのカフェで清貴と向かい合っていた。

「菜摘、元気だったのか？　最近連絡がほとんどなかったけど」

「えぇ、いろいろと思うところがあってね」

　はっきりとものを言わない菜摘。それどころか視線さえも合わそうとはしない。

　そんな彼女の様子に、清貴の中で会う前に感じていた違和感が確信に変わる。

「なにがあったんだ、俺に話してくれ」

　彼女の身になにかが起きていると察した清貴は、一緒に解決するつもりで説明を求めた。しかし菜摘はきつく唇を結んだままだ。

　そのとき入口の扉が開いてひとりの男性が現れた。菜摘が視線をそちらに向けて、表情を緩めて手を振る。

　清貴も菜摘の視線を追ってその人物を見た瞬間、彼の顔がこわばる。

「悪い、菜摘。遅れた」

「ううん、平気」

　やって来たのは賢哉だ。彼はあたり前のように菜摘の横に座る。

「菜摘、彼は？」

「話には何度も出てきてるよね、いとこの賢哉くん」

　菜摘はしらじらしく賢哉を紹介する。

「それは知ってる。以前ちらっと見かけたから。……そうじゃなくて、なぜ彼が今日この場にいるんだ？」

　いつもは冷静な清貴だが、先ほどの菜摘の態度と合わさって今日ばかりはイライラした様子が伝わってきた。

「話をするよりも実際に見てもらった方が早いと思って」

「どういう意味だ？」

　清貴の視線が険しくなる。菜摘はそこから目を逸らせて、彼の顔を見ないまま口を開く。

「清貴と別れたいの」

　はっきりと告げた。

　その瞬間清貴が息をのみ、次いで怒りをぶつけるかのようにテーブルの上に置いてあったペーパーナプキンをぎゅっと握りつぶした。

「どういうことだ？　理由を言って」

　努めて冷静でいようとしているのが伝わってくる。菜摘は震えそうになる声をなんとか抑えて、考えていたセリフを口にする。

「私、清貴には隠していたんだけど、実はずっと賢哉くんに片想いしていたの。これまではいとこだからって断られていたんだけど、留学前にどうしても気持ちを伝えたくて告白したら……受け入れてもらえたの」

「なにを……今さら言ってるんだ。彼はただのいとこで兄貴みたいなものだって言ってただろう。そんなそぶり一ミリもなかったじゃないか」

　以前清貴は、親戚とはいえ菜摘が年頃の男性と一緒に住んでいる事実に疑問を持っていた。そのときに菜摘は賢哉を兄のようなものだと言ったのだ。

「だってそう言わなきゃ、清貴とは付き合えなかったでしょ。私大学に入ったら絶対彼氏が欲しかったんだもの。でも賢哉くんは相手にしてくれなかったし」

　賢哉の方へ視線を向けると、彼は気まずそうに目を泳がせた。いつもならそんな賢哉の様子に気がつく清貴だろうが、今は菜摘に対して沸々と湧く怒りによって平常心を失っている。

「それは俺がお飾りの彼氏だったってことか？」

　清貴の初めて聞く怒りをはらんだ低い声に、菜摘は一瞬ひるみそうになる。しかし、なんとしても清貴と別れるつもりの菜摘は、うなずいた後告げた。

「ごめんね。だって、清貴の彼女っていう肩書が欲しかったんだもの。みんなものすごくうらやましがってくれるし」

　菜摘の言葉に清貴がきつく目をつむる。眉間に刻まれたしわが深く彼の苦悩を表していた。

　しかし菜摘は続ける。

「清貴の彼女でいるの、そろそろ飽きちゃった。話を合わせるのも大変だったし。賢哉くんと付き合えるなら留学もしなくていいやって」

「だから、俺は用なしになったのか？」

　怒りのこもった声に、感情が揺さぶられる。しかしここでたじろいだりしたら彼にすべて露呈してしまう。

「そんなふうに言わないで。清貴には感謝してるの。恋愛ごっこに付き合ってくれて」

「……結局、お前もほかの女と一緒だったんだな」

　彼はそれ以上なにも言わずに立ち上がり、テーブルの上にあった伝票に手を伸ばす。しかしそれを賢哉が阻止した。

「これは……こちらが」

　賢哉の言葉に、清貴はますます怒りを大きくする。

「そこまで憐れんでもらう必要はない。ひとりの女と別れた。ただそれだけですから」

　清貴は賢哉から伝票を奪い取り、会計を済ませカフェを出ていった。

　菜摘は彼が席を立ってから、ずっとテーブルの上にあるコーヒーカップを見ていた。

　けれど最後の最後、彼が扉を出ていく瞬間には我慢できずに顔を上げて彼の姿を追ってしまう。しかし彼は一度も振り向かず、店を出ていった。

　そのとき、我慢していた涙が菜摘の頬に伝う。

「菜摘、大丈夫か」

　気遣うような賢哉の声色に、ますます涙が止まらない。

「大丈夫じゃない……けど、大丈夫にならなきゃ」

　菜摘は流れてくる涙を手で拭う。そしてなんとか自分を保つために、無理やり笑おうとした。

　しかし兄妹同然で付き合ってきた賢哉は、それが菜摘のやせ我慢だと十分理解していた。

「もうあいつはここにいないんだから、泣いてもいいんだよ」

　賢哉は小さい頃のように菜摘の頭を優しくなでる。その手が昔のまま温かくて、それがまた菜摘の涙を誘った。

　しばらく賢哉に甘えて涙を流した後、大きく息を吐いた。そして賢哉の方へ体を向ける。

「賢哉くん。恋人のふりだなんて、無茶なお願い聞いてくれてありがとう」

「いや、もとはといえばうちの親父が悪いんだし。でも本当にあんな別れ方してよかったのか？　もっと別の方法があったんじゃ――」

　賢哉の言葉に、菜摘は首を左右に振る。

「ううん、これでいいの。これが一番いい方法なの」

　菜摘にとって清貴は一番大切な人だ。もしも事情を話せば、優しい彼だから同情して留学費用を出すと言いだす可能性が高い。しかしひとたび援助を受ければ、和利は菜摘が清貴と付き合っている間、彼や彼の実家である加美家に執着し金を無心し続けるに違いない。

（彼に迷惑をかけるくらいなら、ここで別れた方がいい）

　清貴が自分を嫌いになるように仕向けるには、この方法しかなかった。彼の中で菜摘が完全に悪い女になってしまえば、彼が自分を憎み離れていくと考えたからだ。

「菜摘がそういうなら、俺はこれ以上はなにも言わない。よくがんばったな」

「……うん」

　また涙があふれそうになって、慌ててハンカチで目もとを拭う。

「そろそろ行こうか」

　賢哉の声にうなずき、菜摘はカフェを出た。




　それから約一カ月後。本来なら菜摘は今日、清貴とアメリカに旅立つ予定だった。

　なにもする気が起きず家にいながら、テレビも観ず音楽も聴かず、かといって本を読むわけでもない。

　別れたあの日以来、膝を抱えてただひたすら清貴を思う日々を送っていた。

　そのときスマートフォンの画面が光り、メッセージの受信を知らせた。手に取ると、別れてから一度も連絡がなかった清貴からだった。

「……あっ」

　勢いでメッセージを読んでしまった。

【最後に一度だけでいい、顔が見たい】

　そのメッセージの後に、フライトの時刻と搭乗口を知らせる内容が追って届いた。

「そんな……」

　これまで一カ月、胸が切り刻まれるような思いをずっとしている。時間が経てば平気になるというけれど、今のところ痛みは増すばかりだ。出口の見えない失った恋の痛みに耐え続けていた菜摘に、このメッセージが与えた衝撃は大きい。

　気がついたときには、バッグを掴んで部屋を飛び出していた。

　最寄り駅から電車に乗って空港に向かう。この時間ならまだ清貴が乗る予定の飛行機のフライト時刻まで時間は十分ある。

　空港に行ってどうするつもりなのか、菜摘本人もわからない。けれど引き返そうという気持ちにはならなかった。頭の中は彼だけでいっぱいだった。

　空港に到着後、同じ目的地に向かって歩く人たちをかき分け、早足で清貴のいるターミナルを目指す。スマートフォンには清貴から送られてきたメッセージが表示されたまま。それを電車の中でずっと見つめていた。

　自分のこの行動が今後どういう影響を及ぼすのか、まったく考えずに、ただ清貴に会いたいという気持ちだけで動いていた。

　ずっと小走りをしていたせいで菜摘の息は上がっている。

　それでも足を止めず、彼がいるはずの搭乗口近くまで来ると、キョロキョロと周りを見渡して清貴の姿を探した。

「いた……」

　百メートルほど離れた先のソファに彼が座っていて、そばには見送りだろうか、彼の友人が何人かいて話をしているようだった。そんな中姿を現すのに少し躊躇して、柱の陰にとっさに身を隠した。

　彼の友人たちも、菜摘が一緒に留学しないという事実で、ふたりの間になにかあったのだとわかっているに違いない。おそらく印象はよくないだろう。

　しかしそんな些さ細さいなことで戸惑っていては、清貴はアメリカに行ってしまう。

　意を決して一歩踏み出した瞬間、手の中のスマートフォンが震えだす。ディスプレイに表示されているのは、宮城鉄工のメインバンクの名前だった。

　普段、基本的に銀行とのやり取りは社長である和利や賢哉がしている。銀行側には緊急連絡先として三人の電話番号を知らせていた。

　それなのに事務の手伝い程度の菜摘に連絡がきたので、直感的になにかあったのだと悟り、一気に現実に引き戻される。

「もしもし……」

　電話の内容は、今月分の返済が滞っており至急支払うようにという催促だった。何度も返済の遅延があれば、物件を差し押さえる可能性もあると伝えられた。

　電話を切った菜摘はぎゅっと目を閉じた。

（私ったらなにを考えていたの？）

　今の今まで頭の中には清貴のことしかなかった。そして彼が送ってきたメッセージに気持ちを持っていかれて、こんなところまで来てしまった。

　どんな思いで別れを切り出して、どれほど彼を傷つけたのか。それを忘れてこんな行動を取るなんて、自分の愚かさに情けなくなる。

　柱の陰から清貴を見る。間もなく飛行機に乗り込む時間なのか彼が立ち上がり周りを見回している様子を見て、菜摘は首を引っ込めた。

　柱の陰にもたれかかり、また目をぎゅっと閉じる。先ほど見た清貴の様子を瞼の裏に焼きつける。これが菜摘が見る、彼の最後の姿だ。

　きつく閉じた目尻から、涙がこぼれた。周囲には搭乗の最終案内のアナウンスが流れていた。










第二章　最悪のプロポーズ




「菜摘」

「え、はい」

　七年前の記憶の中から、清貴の声で戻された。

　目の前には間違いなく彼がいる。七年前の彼に比べると顔立ちがシャープになり鋭い印象だ。身に着けているものも学生時代とは違って、オーダーメイドのスーツに、腕には高級腕時計をつけている。

　昔も周囲を惹きつける圧倒的なオーラを持っていたが、それに加え威厳や男の色気などが交じり、そんじょそこらの男性では到底太刀打ちできない雰囲気を醸し出していた。

　こちらに歩いてくるだけなのに身のこなしも洗練されている。七年前のような菜摘に向ける甘い表情はないけれど、間違いなく彼だ。

「話を聞いていたのか？」

「え……」

　清貴は「はぁ」と大きなため息をついた。

「しっかりしてくれ。君は俺と結婚するって話をしているんだ」

「いやでも、そんな急に言われても」

　その言葉に清貴は、菜摘の隣にいる賢哉の方にちらっと視線を向けた。

「いつしたって急だろ。こんな状態での結婚話なんだから」

　たしかにそうだ。普通の見合いでも交際の延長でもない結婚話。どういうタイミングでも急な話となるのは違いない。

　だからといって到底受け入れられるわけではないけれど。

　突然で、どうしたらいいのかわからない菜摘は黙り込む。

　そんな彼女を見た賢哉が口を開いた。

「いきなり現れて結婚と言われて、彼女も驚いている。日を改めてくれませんか？」

　菜摘の様子を慮おもんぱかっての言葉だった。

「俺も暇じゃない。後日にしたところで状況は悪くなる一方だ」

　しかしその言葉を清貴は冷たくあしらう。彼の言う通りだ。従業員や取引先への支払いは間もなくで、時間がないのは確かだった。

　菜摘は顔を上げて清貴の表情をうかがう。そして改めて思った。本当に同じ人物なのかと。

　昔はケンカしていても、こちらを気遣うような雰囲気が感じられた。しかし今はどうだろう。人が変わったように冷たい表情を崩さない。

　変わってしまった彼を目の前にして、まともな判断ができるはずもない。

「ここでは邪魔が入る。俺と一緒に来い」

　いきなり手を握られて立ち上がる。そのとき感じた体温に昔の彼を思い出し、顔を見る。相変わらず表情は硬いが、彼に間違いないのだ。

「加美さん、それ以上は――」

「大丈夫だから」

　賢哉の声を菜摘が制止した。そして彼女は立ち上がって清貴の方へ向く。

「では、菜摘さんはお借りします」

　清貴が和利に断りを入れる。

「ええ、もう好きにしていただいて結構ですから」

　へらへらと笑う和利の態度に菜摘が怒りの感情を持つ。しかし彼に対して怒ったのは彼女だけではなかった。

「彼女はあなたの所有物ではありません。俺は便宜上断っただけで、今後は言葉に気をつけてください」

　冷たく言い放つ清貴の意外な言葉に、菜摘をはじめ賢哉も和利も驚いた。

「いや、あの……その」

　和利は清貴の機嫌を損ねたのではと、しどろもどろになっている。しかしそんなのはどうでもいいとでもいう様子で、清貴は平然と出口に向かう。

「では失礼」

　そう言い残し、ちらっとうしろを向いて菜摘がついてきているか確認するので、彼女は慌ててデスクの上に放り出していたバッグを掴み、清貴の後を追った。




　彼の車に乗せられて止まったのは、近くの高台にある公園だった。ここは昔ふたりがまだ付き合っている頃、よく訪れた場所だ。

（どうして……ここなの……）

　別れて以降一度も訪れなかった場所。それはたくさんの思い出が詰まったところだからだ。

　清貴が車で送ってくれるとき、もう少し一緒にいたいと言ってよくここで車を止めて時間を過ごした。初めてキスしたのもこの公園のベンチだった。

　当時は明日また会えるとわかっていても、別れ際はいつも寂しかった。

　そしてあの日空港で彼に二度と会わないと決めたときから、ここは菜摘にとっては足を踏み入れたくない場所だったのに、皮肉なものだ。

「こんなところで悪いな。店に入ってもいいが、落ち着いて話をするには車の方がいいだろう」

（こんなところ……か）

　菜摘にとっていくら思い入れがあったとしても、彼にとっては〝こんなところ〟なのだ。けれど菜摘が彼を過去に傷つけた事実を思えばそれは仕方がない。

「大丈夫、私もほかの人がいない方が話しやすいから」

　間違いなく人生における局面を迎えている。雑音のない場所の方がいい。

　清貴は菜摘の返事を聞き、車のパワーウィンドウを少し下げた。外からさわやかな空気が流れ込んできて、ほんの少し緊張がほどけた菜摘は自ら話を切り出した。

「結婚って、本気なの？」

「俺がくだらない冗談を、菜摘相手に言うと思うか？」

　菜摘が首を振ると、清貴は深く息を吐いた。

「宮城鉄工が持っている技術は世界的に貴重なものなんだ。現在は大量生産はできない状況だが、今うちが進めているプロジェクトの中で必要なものなんだ」

「うちの工場の技術が？」

　たしかに大手企業の下請けから注文を受けて仕事をしている。家庭に出回るような製品に使われる部品ではないが、安定した売上はあった。

「そうだ。工場自体の経営は至極まともだ。あの社長がいなければな」

「……それは」

　事実だから否定できない。いくら賢哉やほかの従業員ががんばっていても、和利がすべてダメにしているのが現状だ。

「だからうちが出資する形にして宮城鉄工を支援する。ただ大きなリスクを背負うのも事実。そのために菜摘と結婚し、妻の実家を助けるという体裁を整える」

　一瞬、納得しそうになったが、菜摘は腑に落ちずに聞く。

「でもそれならわざわざ結婚しなくてもいいんじゃない？　正直技術だけなら社員を引き抜けばいいでしょう？」

　清貴の頭脳と加美電機の財力があれば、ほかの方法はいくらでもあるはずだ。

「菜摘は、お父さんが残してくれた宮城鉄工がなくなってもいいのか？」

「それは……嫌だけど」

　今もよそで派遣社員として働いているのは、ほぼ毎日定時で帰れて宮城鉄工を手伝えるからだ。正社員に憧れがないわけではないが、今の状態の工場を放っておくわけにはいかない。

「でもそれは私の都合でしょう？　清貴自身にはなんのメリットもないじゃない」

　話を聞いてもやはり納得できない。菜摘が探るような視線を清貴に向ける。

「俺にメリットがないわけじゃない。菜摘には加美電機の跡取りを産んでもらう」

「な、なに言いだすのよ」

　慌てた菜摘は取り乱す。無理もない。結婚の話もまだ受け入れられていないのに、跡取りすなわち清貴との子をもうけるという話をされているのだ。

　先ほどから、菜摘の理解の範はん疇ちゅうを超えている話ばかりだ。必死に冷静になろうとするけれど、その都度戸惑うばかり。

「結婚するんだから、子どもを望むのはおかしい話じゃないだろう」

「それはそうだろうけど――」

「会社を継ぐには跡取りがいるのが条件だ」

　菜摘のセリフを遮る清貴の言葉に、息をのむ。これが彼の本当の目的だったのだ。

「我が家の家訓で、後継ぎをもうけた上で会社を継ぐ。祖父も父もそうやってきた。だから俺にも子どもが必要だ」

「それなら余計に、私じゃなくったってほかにいくらでもいるじゃない」

　それこそ菜摘でなくてはならない理由などない。清貴ほど高スペックなら、彼が望めばいくらでも妻になり跡取りを産んでくれる女性はいるはずだ。

「二年後に父が七十になる。最近引退をほのめかしているんだが、このままだといとこが後を継ぐ。父も俺もそれは避けたい」

　そのいとこがどういう人物かはわからないが、後継ぎの条件は満たしているようだ。

「そんな……」

「俺だって、そんなバカげた理由で後継者を決めるなんて間違っていると思う。ただ、今はそれを争う時間がない。俺にとっての結婚には、愛だの恋だのは必要ないんだ。欲しいのは跡取りと従順な妻。それだけだ」

「でも、だからってなんで私なの？」

　清貴側の理由はわかった。しかしそれで、なぜあんなひどい別れ方をした菜摘にこの話を持ってきたのかというのはまだわからない。

「もしかして、嫌がらせなの？」

　菜摘は後先考えずに思いを口にした。七年前彼のプライドを傷つけたのは確かだ。

　清貴はその言葉に冷笑を漏らす。

「嫌がらせ？　俺がまだあの程度のことを気にかけていると思っているのか？」

「そう……だよね」

　彼の冷ややかな笑いに、菜摘は自分が思い上がっていると指摘されたような気がして恥ずかしくなる。

　たしかに、彼に対して非礼を働いた。しかし彼にとってはすでに過去の話なのだ。いつまでも引きずっている自分とは違って。

「いや、でも君が償いたいというのであれば受け入れよう。あのとき君は俺を裏切ったのだから」

　返す言葉もなく黙り込む。その通りだ。彼の中での菜摘は、清貴ではなく賢哉を選んだのだから。

「さっきも言ったがあと二年しかないんだ。今から相手を探している暇はない。そもそも子どもができる行為をするにも相性があるだろう。その点、菜摘が相手なら〝そっち〟に関しては問題ない」

　清貴に過去の記憶を掘り起こされて思わず顔が赤くなる。彼と過ごした特別な時間、それは今でも菜摘にとって大切なものだ。

　こんな愛のない求婚をされている今でも。

　そんな菜摘の反応を見て、清貴は口角だけ上げて静かに笑う。なんだか気持ちを見透かされているような気がして、菜摘はむっとした。

「だからってこんな条件」

「のめない？」

　運転席から身を乗り出すようにして顔を覗き込まれた。その目に昔の彼の面影が重なる。

（もしかして、わざとやってる？）

　そう思ってしまうほど、菜摘は心をかき乱された。

　黙り込む彼女に脈を感じたのか、清貴は畳みかけるように話を続けた。

「この結婚は双方に利益がある。いや、俺たちだけじゃない、宮城鉄工の技術を生かせば今後、世界の技術が大きく進歩する」

「今までそんな話なかったのに」

「あの社長じゃ無理だろ。君のいとこは君のお父さんから受け継いだ技術をよりいいものにしている。それをこのまま埋もれさせていいのか？」

　父親の技術が賢哉によって引き継がれ、今このときも生きている。それが菜摘にとってどれほどうれしいか。

「そんなふうに言ってもらえて、お父さんきっと喜んでる」

　思わず顔いっぱいに笑みを浮かべた菜摘を見て、清貴が目を見開く。彼の驚いたような顔を不思議に思った。

「どうかした？」

　菜摘が尋ねたが、清貴はすぐに視線を逸らす。

「なんでもない。それで、受け入れる気になった？」

　まっすぐ前を見て聞いてきた清貴の言葉に、やはりすぐにはうなずけない。

　宮城鉄工を支援してもらえれば、父の技術が生かされ、賢哉や従業員も安定した生活を送れる。自分が清貴と結婚さえすれば、幸せになれる人がたくさんいるのだ。

　そう考えても、まだ決定的な言葉を口にできない。

「菜摘は断らないはずだ。なぁ、そうだろう？」

　清貴は菜摘の方を見て不ふ遜そんな笑みを浮かべる。

　こんな言い方をされて悔しくないはずなんてない。彼は完全に割りきった結婚を望んでいる。そこに愛はない。本来ならばそんな結婚を菜摘はしたくなかった。

　けれどこの七年間、彼を思い出すきっかけがあればすぐに頭の中は彼でいっぱいになった。そして追い出すのに時間がかかった。

　今日目の前に現れてから、戸惑いや嫌悪感とともに湧き出る、彼に再び会えてうれしいという気持ちが心の中に渦巻いている。

（だからこそ……困ってるのに）

　これがほかの人であれば、割りきって結婚できるかもしれない。しかし彼は一度愛した人だ。そして望まぬとも自ら別れを告げた相手。

　そんな相手と割りきった結婚生活を送る。その日常がどれほどのものか……。一方通行の思いに耐え続けられるのか。

　しかしそんな悩みも、清貴の目を見るとどこかにいってしまう。

（悔しい、悔しい。だけど……）

「菜摘」

　最後のひと押しとでもいうように、名前を呼ばれた。

　彼が自分を呼ぶその声は、少し低くてかすれていて……でも優しくて。

（あぁ、もう無理だ）

　菜摘はうなずくしかなかった。

「清貴……私」

「わかってる。君はなにも悪くない。俺が全部そうなるように仕向けた。だから君はそれを受け入れただけだ」

　最後はこうやって、菜摘の罪の意識を軽くしようとしている。そういう気遣いにより、余計に昔の彼を思い出して苦しくなるというのに。

「条件をのみます」

「君ならそう言うと思っていた」

　菜摘の返事に満足したのか、もうこれで話は終わりだというように清貴は車のエンジンをかけた。

　それがなんだか無性に菜摘を悲しくさせた。

　結婚の話だというのに、幸せやときめきなんてない寂しいものだ。そもそも事情が事情なので、そんなものを期待する方が間違っていると言われればそれまでなのだけれど。

　家に着くまでの間、お互いひと言も話をしなかった。

　ときどき清貴を気にして視線を向けてみるが、彼はまっすぐ前を向いて運転をしているだけだった。

（ＯＫしたけれど……これから大丈夫なのかな）

　ここから先に待っている結婚生活には不安しかない。

　重い空気が漂う車内で、菜摘はすでに後悔しそうだった。




＊　　＊　　＊




「ふぅ」

　大きく息を吐いた清貴は、ネクタイを緩めながら手に持っていたバッグをソファに放り投げた。続いてその上にネクタイ、ジャケットが重なる。

　本人は冷蔵庫に向かい、中からビールを取り出すとごくごくと喉を鳴らして飲んだ。

（菜摘、相当困っていたな）

　その顔を思い出して、満足すると思いきや、チクリと胸が痛むのだから不思議なものだ。

　過去にあんなひどい仕打ちをされたのに、いまだに彼女に対してこんな感情が残っているとは自分に驚いた。

　菜摘に嫌がらせなのかと問われた際、内心ぎくりとした。その思いがゼロではないからだ。うわべではなんとか笑ってごまかしたが、いまだに昔を引きずっていると彼女に思われたくない。なけなしの彼自身のプライドだった。

　ソファに座って二本目のプルタブを開ける。ペースが速いのは承知だが、今日くらいはなにも考えずに飲みたい気分だった。

　酒をあおりながら、これまでのふたりを振り返る。




　七年前、彼女が別の人を好きになり、お互い別々の道を歩くと決めた。向こうでがむしゃらに勉強をし、知識と人脈を手に入れた。

　言い寄ってくる女性がいなかったわけじゃない。でも誰にも本気になれずに、ここのところは女性に対する興味さえ薄れていた。菜摘を心から追い出すための七年だったと言っても過言ではない。

　そして帰国後、世話になった大学時代の恩師が来年には退職をして広ひろ島しまの実家に戻ると聞いた。最後に挨拶をと思い訪れた研究室で、たまたま菜摘の話になったのだ。

『あ、ほら君と仲よかったあの……宮城さん。彼女も先日来てくれたんだ』

『あ、そうなんですね』

　彼女の名前が出たと同時に、わずかに動きが止まった。しかし教授はそんな変化には気がつかずに話を進める。

『留学を取りやめてからも、授業は毎回出席してしっかりと勉強していたのに、就職は残念でしたね。こちらからいくつか紹介すると話をしたんですが彼女はそれを固辞して、実家の手伝いとの両立を図るために、いまだに派遣社員として働いているんだってね』

　あたかも仲のよかった清貴なら知っているだろうと、菜摘の個人情報をペラペラと話す。いい人だが、こういううっかりしたところが昔からあった。

『そうなんですね、てっきり結婚して幸せになっているのだと思っていました』

　あれから七年も経っているのだ。あのいとこと家庭を持っていてもおかしくない。

『いや、そういう話は聞かないな。彼女はまだ独身だよ』

『えっ……あ、いや。そうなんですね』

　まさかと思い動揺してしまった。その場を取り繕ったが、こんな話をしたせいで今彼女がどんな暮らしをしているのか知りたくなる。

　その足で、菜摘の実家でもある宮城鉄工へ車を走らせた。

　なぜこんなことをしているのか、自分でもよくわからなかった。

　実家に赴いたところで、彼女がいるとは限らない。しかし清貴は運よく工場の外で、彼女とスーツ姿の男が立ち話をしているのを目撃する。

　エンジンを止め、じっと彼女の様子をうかがう。

　彼女はなにやらずっと頭を下げているようだ。

（少し痩せたな、顔色も悪い気がする）

　ひと目見て抱いた気持ちが、怒りや嫌悪感でなく、彼女を心配するものだったことに自分でも驚く。あんなにひどく気持ちもプライドも傷つけられた相手なのに、自分にこんな感情を抱かせるなんて……。そこでやっと、まるで八つあたりのような小さな怒りが湧く。

　しかしその後すぐに、彼女の隣にひとりの男が立つのを見て、顔をゆがませた。それは彼女が自分を捨てて選んだはずの、いとこの賢哉だった。

　ふたり揃そろってスーツ姿の男性にぺこぺこと頭を下げている。その姿を見ていると、清貴の中にイライラが募った。

　やがて相手の男が去っていく。菜摘の背中を賢哉がポンと叩き、慰めているようだ。それに応える形で笑顔になった彼女を見てまたいら立つ。

（なんで俺がこんな気持ちになるんだ）

　七年も前に、最低の状況で振られた相手だ。それなのになぜこんなに気になるのか、清貴自身、自分の気持ちも行動も理解できない。

　菜摘と賢哉が工場の中に消えていった後、清貴はイライラした様子でエンジンをかけて車を発進させた。

　家に帰る間も、イライラともやもや、そして菜摘の陰りのある表情が頭の中に渦巻いて離れない。あの場に行かなければこんな思いをしなくても済んだのにと、後悔するほどだった。

　とくに、菜摘と賢哉が並んでいる姿を思い出すと怒りが込み上げた。

　なにをどうしても気持ちが整理できずに、気がつけば清貴は知り合いに菜摘の身辺についての調査を依頼していた。




　それから数日後、加美電機の副社長である清貴に与えられた個室で、業務を終えた彼は大きなデスクの引き出しから封筒を取り出し、目の前に置いた。

　二十二時。終業時刻は過ぎてかなりの時間が経つ。秘書さえも残っておらず、このフロアにいるのは彼だけだ。

　封筒の中には、菜摘の調査結果が入っている。プライベートな調査なので帰宅後に読めばいいのだが、我慢できずにその場で開く。

　書類に目を走らせて、彼は眉間のしわを寄せた。

『なんでまだ結婚していないんだ』

　思わず気持ちが口から漏れる。

　清貴を振り夢だった留学まであきらめて、あのとき菜摘は賢哉との交際を選んだはずだ。それにもかかわらず、なぜまだふたりは独身なのだ。

　いとこ同士であれば結婚は可能だ。それに先日見たふたりの様子から、仲が悪いわけでもなさそうだ。

　この調査からわかるのは、菜摘は未婚であるという事実だけ。

　それと気になるのは、宮城鉄工の経営状態だ。持っている技術は一流であり取引先も優良企業が多い。しかし財務状況はどんどん悪くなっている。

　理由は、社長による運営資金の私的流用。ここのところとくにひどいらしく、銀行への返済が滞っている。

（菜摘が頭を下げていたのは、行員か……）

　数字を確認するとたしかにひどい。持っている技術と会社の価値が見合っていない。このままではそう遠くない未来、宮城鉄工はつぶれるだろう。

　報告書を読み終わり、清貴の頭の中にあるひとつの考えが浮かぶ。

『いや、なにバカなことを』

　自分の発想にあきれて、自分自身でツッコミを入れる。

　脳内の冷静な自分は『バカなことを』と言うけれど、もうひとりの自分が心の中の欲望をかき立てる。

　どうかしているという自覚はある。しかし清貴は、自らの中に芽生えた欲望を抑えられなかった。

　そして彼はすぐに、菜摘の叔父である和利に連絡を入れたのだ。




「ふぅ」

　大きく息を吐いて、手にしていたビールをテーブルの上に置いた。そしてゆっくりと立ち上がり、本棚の中にある一冊の本を取り出す。それは菜摘と出会ったあのときに彼女に貸した本だった。そしてそこには彼女からもらったしおりを挟んでいる。

　未練がましいと思いつつも、アメリカにも持っていった。そして今も捨てられないでいる。布製のそれはずいぶんくたびれてしまって黄ばみ、ところどころほつれている。彼女の手製のしおりだ。

　指先でなぞれば、これをプレゼントしてくれたときの菜摘の顔が自然と思い浮かび、今でさえ淡いあのときの気持ちがよみがえってくる。

　忘れたくても忘れられない。だからこそ〝双方の利益のための結婚〟だなんて狂った提案を彼女にした。

　ひとりの女にみっともなくすがりつく自分。これが執着なのか恋なのかさえもうわからないでいた。

　菜摘は自分を捨ててほかの男を選んだ女なのに。あのとき賢哉に向けた嫉妬心は、いまだに清貴の中にくすぶっている。今回菜摘と賢哉が一緒にいるのをまた目撃して、再度燃え上がった。

（いったい俺はいつからこんなやつになったんだ）

　なにもかもスマートにこなしてきた。もちろんそれなりに努力もした。周りからは、できないことはないのでは……とまで言われたのも一度や二度じゃない。

　それなのに、菜摘に対してだけは、なにもかもうまくいかない。

　ただ言えるのは、菜摘が誰かのものでないなら、自分のものにしたかった。欲望に忠実に彼女を手にしたかった。

　たしかに両親からは結婚を急かされている。しかしこんな状況のまま、ほかの女性に目を向けるなんて到底できない。そうとなれば結婚相手は菜摘しか考えられない。

　彼女にとっても悪い話ではないはずだ。

　菜摘は父親の残した宮城鉄工を大切にしていた。後を継いでくれた和利や賢哉にものすごく感謝している。だからこそ和利が会社の金を使い込んでも、これまで許してきたのだろう。

　しかしこのままでは倒産まっしぐらだ。そこに手を差し伸べる会社は今のところないだろう。あの社長さえいなければ、宮城鉄工はもっと日の目を見るはず。彼女もそれを望むだろう。

　もっともらしい理由を並べて自分自身を納得させようとする。しかしそれらは結局すべて言い訳なのだ。

　技術を守るために資金提供をし、その見返りに結婚してさらには後継ぎを産んでほしいなんて、まさに狂気の沙さ汰ただ。

　しかし心の中にある菜摘への言葉にできない思いが、清貴を突き動かす。

（本当に俺は、ひどい男だな）

　そう思うけれど、菜摘に対する想いをどうやっても消せない。

　そんな自分にあきれ、苦く悶もんの表情を浮かべる。

「もう、賽は投げられたんだ」

　これから先どうなるのか、自分でさえわからない。しかし清貴自身の手で、走り出したこの結婚話を彼は止めるつもりはなかった。

「菜摘……」

　呟いた彼の手のひらには、大切そうにあのしおりがのせられていた。










第三章　ごめんなさいはバニラアイスで




　本日はお日柄もよく、なんて言葉から始まりそうな新緑のまぶしい五月。

　菜摘は持っているワンピースの中で一番まともなものを身に着けて、清貴の迎えを待っていた。これからふたりで区役所に婚姻届を出しに行く予定になっている。

　そばには賢哉の恋人である桃もも子こがいる。

「我ながら上手にできたわ」

「桃ちゃんありがとう。こんなに綺麗にしてくれて」

　菜摘が今日実家を出て結婚すると知った美容師の桃子が、ヘアメイクを買って出てくれた。

　髪は華やかなハーフアップにして、メイクもいつもよりもしっかりとほどこしている。菜摘の元来の肌の透明感を生かした清せい楚そなもので、さすがプロの技だと菜摘は感心した。

「このくらい、いいわよ。せっかくの記念日なんだし」

「そう……だね」

　賢哉を兄のように慕うと同時に、その恋人は菜摘にとって姉のような存在だ。清貴との過去の話も知っている。

　だからこそ、今日の菜摘の浮かない顔を見て心配していた。

「本当にいいの？　このまま結婚して。きっと断ったって賢哉も怒らないよ」

　桃子が、最後の最後にもう一度菜摘の意志を確認した。

「なに、急に。心配しないで。よく考えて決めたから」

　実際には清貴の言葉に揺さぶられ、その場で返事をしてしまった。しかしあれから何度も、やめた方がいい、恋心が残っている状態でこんな形だけの結婚をしたら傷つくと思い悩んだ。しかし頭ではわかっていても、次の瞬間には清貴の隣にいる選択をしていた。

　子どものことも不安だ。欲しいからと言ってすぐにできるわけではない。けれど、過去に彼との子どもを持つ将来を想像した経験のある菜摘にとって、もしかしたら幸せな未来が今度こそ手に入るかもしれないと期待する気持ちもあった。

　なにもかも間違っている。わかっているけど、それでもやっぱり彼の隣にいたい。

　別れてから誰とも付き合えなかった。好きな人さえできなかった。菜摘はわかっていた、恋愛も結婚もそして出産も、相手が清貴でないと無理なのだと。

　好きになってもらえなくてもいい、菜摘にとっては覚悟の結婚だった。

　にこりと笑ってみせ、桃子を安心させる。しかし付き合いの長い桃子には不安が隠しきれなかったようだ。

「困ったことがあったら、いつでも相談して。いい？」

「うん、ありがとう」

　もう一度笑った菜摘の頬に優しく手を添えた桃子は、悲しそうな顔で笑った。

「おい、いらっしゃったぞ」

　賢哉が階段の下から声をかけてきた。迎えに来ると言った時間までまだ二十分もあるのに、もう清貴が着いたようだ。

「すぐ行く」

　バッグを持って部屋の中を見渡す。引っ越しの荷物はすでに新居に送っている。部屋は大きな家具だけが残されている状態で、寂しく感じた。

「いってらっしゃい。泣いちゃうと嫌だから私はここで見送るね」

　桃子が笑顔で肩をポンと叩き、菜摘はうなずいて階段を下りた。

　工場の入口に、清貴の白い高級外車が停車している。彼は車の横に立ち、菜摘が出てくるのを待っていた。

　休日なのでシャツにカジュアルなジャケットを羽織っている。タイトなパンツに足もとはデッキシューズ。いつもよりもカジュアルダウンした服装だが、それでも彼の洗練されたイメージは損なわれておらず魅力的だ。

　足を止めて目を奪われていると、清貴がこちらを向いた。そこでスイッチが入ったかのように、菜摘は彼の方に向かって動きだした。

「おまたせしました」

「いや、俺の方が早かったから。準備はできているか？」

「うん」

　きっと心の準備はいつまで経ってもできないだろう。勢いに任せる方がいい。菜摘が手にしているボストンバッグを清貴が手に取り、周囲を見渡している。

「君の叔父さんは？」

「それが、今日はあいにく不在でして」

　育ててきた姪が嫁ぐ日だというのに、和利は今日も賭け事に夢中だった。

「挨拶をと思ったんだが」

「すみません。こんな大事な日に」

　和利の代わりに、賢哉が頭を下げた。

「いえ、謝罪は結構。宮城鉄工の件については今後はあなたと話をする予定です。また連絡します」

「はい、よろしくお願いします」

　賢哉には菜摘から、工場については清貴がどうにかしてくれると伝えてある。申し訳なさそうにしていたが、今の仕事に誇りを持っている彼は宮城鉄工を立て直せると知ってほっとしていた。

「行こうか、菜摘」

　車に促されるが、すぐに足を止めた。

「ちょっと待って」

　彼女はくるっと振り向き、兄と慕う賢哉に頭を下げた。

「今日までお世話になりました。宮城鉄工をよろしくお願いします」

「菜摘、体に気をつけて」

「ありがとう。賢哉くんも元気でね」

　菜摘は泣きそうになり、慌てて車の方へ歩き出した。

　清貴が助手席のドアを開けてくれて乗り込む。シートベルトをしているうちに、うしろの席にボストンバッグを積み込んだ彼が運転席に座った。

「挨拶は、もう大丈夫なのか？」

　エンジンをかけながらそう尋ねる。

「うん、今こん生じょうの別れっていうわけでもないしね。でも宮城菜摘とは今日でさよならだから」

　そう言った菜摘の言葉に、清貴はほんの少し口もとを緩めた。

「なに言ってるんだ。菜摘は菜摘だろう。結婚したからってなにも変わらない」

　彼の意外な言葉に目を見開き、しばし言葉も出ない。

　エンジンをかけた彼が、菜摘の顔を見る。

「どうかしたのか？」

「ううん……なんでもない」

（清貴らしいな）

　菜摘の知る彼は、よくも悪くもまっすぐな人だった。

　七年経って現れた彼は、以前とは違って見えた。しかしときどき昔の彼の片へん鱗りんが見え隠れする。

　加美菜摘となる自分。清貴の妻となる自分。

　それらに不安がないわけじゃない。いやむしろ不安だらけだ。

　しかし彼への今もなお忘れられない恋慕の情や、彼の昔と変わらない一面を見て、もしかするとうまくいくかもしれないという淡い希望を抱いてしまう。

　その都度『そんなに甘くない』と自分に言い聞かせる。




　ふたりはすぐに区役所に向かい、署名捺印入りの婚姻届を提出した。

　窓口で「おめでとうございます」と声をかけられる。

（あぁ、普通はそう言われるものなんだ……）

　変なところに感心していると、隣で清貴が「ありがとうございます」と冷静に告げてその場から歩き出した。

　慌てた菜摘は窓口の人に会釈だけをして、彼の後を追った。

　区役所の外に出た瞬間、太陽のまぶしさに目を細める。初夏の風が頬をなでる。門出の日としては悪くない。

　しかし淡々とした様子の清貴を見て、彼にとっては単なる手続きのひとつくらいにしか思っていないのだろうと菜摘は思った。期待してはいけないとわかっていても、やはり気持ちは暗くなる。

　そうすると知らず知らずのうちに足取りも重くなり、歩く速度が落ちていき、しまいには立ち止まる。

「菜摘、どうかしたのか？」

「あ、ごめん」

「問題ないなら早くしろ、この後も予定がある」

「うん」

　戸籍上妻になったのだし、もう少し優しくしてほしい。しかしその思いは自分のワガママだと言える。自分が清貴にやったことを思うと、図々しい願いだと理解できた。

（当分は傷つくんだろうな）

　菜摘は小さくため息をついて、気持ちをぐっと押し込めた。

　また歩き始めると清貴も同じく車に向かう。さっきよりも彼の歩くスピードが遅い気がしたが、それも自分の願望が都合よく解釈しているだけだと思い直し、菜摘は無心で足を動かした。

　車に乗り込んだふたりが向かった先は、都内の閑静な住宅街。コンクリート造りの大きな建物の前で停車し、彼に促されて降りる。清貴が扉の前に立つと同時に、中から開いた。

「加美様。お待ちしておりました」

「あぁ。少し早いがいいか？」

「はい、本日のお客様は加美様だけですので」

　その言葉に菜摘は驚いた。かなり広い室内。入口の床は大理石でできており、見上げると大きなシャンデリアが燦さん燦さんと輝いている。中に入ったのに飲食店ではないということくらいしかわからない。

「清貴、ここは？」

　尋ねたけれど、彼は聞こえなかったのかそのまま奥にあるソファに座ってスマートフォンを取り出した。

「悪いが少し仕事をする。適当に頼む」

「え……頼むって」

　戸惑う菜摘だったが、清貴はさっさと電話をかけ始めた。

「奥様はこちらへ」

　黒のワンピースに大胆な柄のスカーフをまとった女性が近くまで来て、声をかけてきた。

（お、奥様！）

　たしかに婚姻届を出したので間違いではないが、なんとなくしっくりこない。

　戸惑っている菜摘をよそに、女性はさっさと彼女を奥のカーテンの中に案内して名刺を差し出してきた。

「スタイリストの方ですか？」

「はい、本日はご主人様より奥様のお洋服を何点か選ぶよう伺っています。こちらに」

「え……でも」

　どうやらここはサロン形式のショップのようだ。しかし彼からはなにも聞いていない。菜摘はほんの少し抵抗したが、女性がわずかに困った表情をしたのに気がついて、ここで反論しても仕方ないと思い至る。電話が終わった後どういうつもりなのか清貴に聞こうと思い、とりあえず女性に従った。

　フィッティングルームと言っていいのかわからないくらい広い中、ラックにかけられている洋服はドレスやスーツ、それに少しカジュアルなワンピースなどもあり、大きなテーブルの上にはバッグやアクセサリー、反対側には靴も並べられていた。

　今まで利用した経験のないタイプの店に緊張した菜摘は、渡された洋服を黙って身に着ける。

　最初に渡されたのは、クリーム色のシフォンのワンピースだった。膝丈のフレアスカートの裾に白い小花の刺し繍しゅうがほどこしてある。上半身のトップスは深めのラウンドネックになっており、鎖骨を美しく見せている。

「このあたりのアクセサリーを一緒につけていただければ、とてもかわいらしいですよ。パールなんかだときっちりとした印象になります」

　これまであまりおしゃれをしてこなかった菜摘にとって、このようなところは場違いだと思う一方、やはり綺麗な洋服を身に着けると今までの自分とは違って見えて心が弾む。

「すごくお似合いです。こちらを向いてください」

　スタッフの女性が、タブレット端末を使って何枚か写真を撮る。

「こうやって画像で確認すると、鏡で見るより客観的に判断できますよ。うん、丈もいいですね。お上品です」

「変じゃないですか？」

「いいえ、まったく！　私、また自分の仕事に誇りを持てました。それくらいお似合いです」

　わざとおどけたような女性の言葉に、菜摘も顔をほころばせた。

　菜摘はスタッフと一緒に写真を確認しながら、用意された服を何着か身に着けた。

「最終的にはご主人様に確認しましょうか？」

「そうです……ね」

　果たして清貴が菜摘の服装に興味があるのか疑問だが、ここに来たのは彼の希望なのでなにを購入するか相談して決めなくてはならないだろう。

　菜摘がフィッティングルームから出ると、清貴は手にしていたスマートフォンから顔を上げた。

「着替えなかったのか？」

「試着はさせてもらったけど、どういう目的で洋服を買うのかわからないから相談しようと思って」

　女性スタッフがタブレット端末を操作して、清貴に先ほど撮った画像を見せている。

「どれもとてもお似合いでしたよ」

「そうか……じゃあ全部、自宅まで配送の手配を頼む」

　清貴の言葉に菜摘はぎょっとした。

「全部って、今日試着したの全部？」

「あぁ、小物も一式。これだけあれば当分困らないだろう」

　スタッフは「ありがとうございます」と満面の笑みで、彼からタブレット端末を返してもらっている。

「あんなにたくさん必要ない。服なら持ってるし」

「クローゼットを確認したが、スカスカだったぞ」

「み、見たの？」

　引っ越しの荷物はすでにふたりの新居となる清貴のマンションに送ってある。荷ほどきまで業者がやってくれるプランだったので、すべて任せたのだ。

「これからは、俺の妻なんだ。きちんとしてもらわないと困る。服装だってそれ相応のものを身に着けてほしい」

　冷たく言いきられて、菜摘の心の中でカッと怒りと羞恥心が湧いた。

「私の持っている洋服じゃダメなの？」

　今日から彼の妻になるのだから、持っている洋服の中でもお気に入りのものを身に着けた。ヘアメイクだって桃子の好意でかわいくしてもらった。それら全部を否定されたような気がして、思わず棘の交じった声を出す。

「どうした、いきなり」

　菜摘の様子に気がついた清貴が顔を覗き込もうとする。しかし彼女は避けるように背けた。

（昔の彼はこんなこと言わなかったのに）

　過去の彼は、菜摘の家の経済状況について見下すような言動は一度もなかった。

　考えが変わったのだろうか。

　しかしそこで気がついた。以前と違うのは自分の立場なのだと。

　あの頃は清貴の恋人だった。ちゃんと愛されていた。しかし今は違う。

　宮城鉄工への支援を条件に、彼との結婚を受け入れた。結婚という契約によって結ばれただけの関係だ。以前と同じような扱いを受けなくても当然なのだ。

　そう思うものの、傷ついた心を瞬時に立て直せない。

「私、先に帰るね」

「え、おい。菜摘」

　その場を去ろうとする菜摘の手を取り、彼が引き留めた。

　しかし菜摘はそれを振り払い、泣き顔を見られたくなくて店を飛び出した。

「菜摘！」

　自分を呼び止める声が聞こえたけれど、そのまま街の中を走り抜けた。

　息を切らせながら走っていた菜摘は、駅の近くの公園にベンチを見つけて座り込んだ。それと同時に涙が滲む。

「逃げ出しちゃった。バカみたい」

　この程度で傷つくなんて、覚悟が足りない。そうやって自分を叱ったが、それでも胸はじくじく痛む。

　バッグから取り出したハンカチで目もとを拭う。大きく呼吸を続けて、なんとか涙を収めた。

　ふと視線を向けると、母親らしい女性と三歳くらいの男の子が楽しそうにシャボン玉遊びをしている。母親がつくったシャボン玉をキャッキャと声をあげながら追いかけている姿を見て、その無邪気なかわいらしさに傷ついた心が癒いやされた。

　それと同時に、結婚のもうひとつの目的である、子どもについて考える。初日からこんな形で感情を爆発させてしまったのに、彼の子を産むなんてできるのだろうか。でもそれができないのであれば、この結婚は失敗に終わる。

（厄介な感情がどうにかなればいいのに）

　菜摘の中にある彼への一方的な思いがなければ、もっと楽だろう。好きだという気持ちがあるせいで、彼に過剰に期待をしてしまう。

（もっと割りきれれば楽だろうな）

　本来ならば最も愛すべき相手であっても、その感情を抱くと苦しくなる。なんていびつな結婚なのだろう。

　しかし受け入れたのは自分だ。彼といたいと願う過去の自分の気持ちがよみがえって、その感情に負けた。

　なにもかも中途半端。それなりに覚悟をしてきたつもりだったが、彼の前に立てば、感情が先に出てしまう。

（もっと冷静にならなきゃ、この結婚を受け入れたのは私だもの）

　だんだん考えがまとまってくる。そうすると自分の今日の行動が彼に恥をかかせたのではないかと思い、申し訳なくなってきた。

（きっと気まずい思いをしただろうな。顔なじみみたいだったし）

　今頃になって自分の浅はかな行動を後悔し始める。清貴のことになると冷静さを欠く自分を反省し、平常心を保てるようにしなくてはと気持ちを新たにする。

　そのためには恋心のコントロールをしないといけないのだが、毎日彼の顔を見て過ごす中、それができるのだろうか。

　割りきった結婚を望む彼にとって、迷惑な感情でしかない彼への想いをどうにか制御する。それしか今後うまくやっていくための方法はない。

　もう一度深い呼吸をした、菜摘は周囲を見渡す。ずいぶん時間が経ったのか、シャボン玉で遊んでいた親子連れはすでにおらず、あたりも暗くなりかけていた。

　出戻れば賢哉や桃子が心配する。それに清貴と話をするタイミングも逃すだろう。仲直りは早い方がいい。

　菜摘はゆっくりと立ち上がると覚悟を決めて、今日からふたりで暮らす新居に電車で向かった。




（とりあえず鍵はあるけど……）

　ガラス張りのエントランスを抜け、コンシェルジュに軽く会釈をしてエレベーターに乗った。新居は十五階。最初に来たときは、その豪華さに驚いた。

　大理石の床、明るいフロントには常にコンシェルジュが常駐しており、いたるところに絵画やオブジェが飾られている。

　まだ数回しか訪れていないので、その豪華さに今もなんとなく居心地が悪い。

　引っ越しを済ませたときすでに鍵はもらっていた。だから入ろうと思えばすぐ中に入れるのに、菜摘は玄関の扉の前で何度かドアノブに手をかけて、離してを繰り返していた。

　深呼吸をして、カードキーを差し込むと電子の解錠音が聞こえる。ドアノブを握り扉を開く決心をする。しかしそのとき部屋の中からバタバタと音が聞こえてきて、その後勢いよく扉が開いて顔をぶつけそうになり慌ててよけた。

「菜摘！　どこに行っていた？」

　中から顔を出したのは清貴だ。一緒に暮らすのだから彼がいてもなんら不思議ではないが、その焦った様子にこちらが面食らう。

　しかし先ほど公園でシミュレーションをしたように冷静に答えた。

「勝手にいなくなってごめんなさい。次からはちゃんとします」

　そっけない言い方になったが、今の菜摘にはこれが限界だった。

「とりあえず中に入って」

　清貴に促されて廊下の先のリビングに足を踏み入れる。二十畳以上ある広いリビングダイニング。その奥には最新設備が整ったキッチンがある。

「ここに」

「はい」

　清貴に言われソファに座ると、隣に座った彼がすぐに口を開く。

「電話にも出ないし、心配するだろう」

「心配？　怒ってるんじゃなくて？」

「なんで俺が怒る？」

　お互い顔を見て首をかしげ合う。

「だって……私、あなたに恥をかかせたから。顔なじみの店であんな態度を取ってしまって本当にごめんなさい」

　妻だと紹介されたのに、不機嫌になって飛び出すなんて、熱心にアドバイスしてくれた相手に失礼だった。

「それは問題ない。向こうもプロだ。申し訳ないと思うならこれからあの店に金をさんざん落とせばいい」

　清貴が淡々と言うので、そういうものなのかとうなずく。彼はさらに続ける。

「それに俺が誤解させたのが原因だろ。菜摘の服装に問題があるわけじゃない。ただ、これからは面倒な付き合いが多くなる。そんなときに服装ひとつであれこれ口を出してくる輩やからもいるんだ。ほかのやつから言われるよりも俺から言っておいた方がいいと思ったが、言葉が足りなかった。すまない」

「え、そうだったの？　じゃあ私が早とちりしたのが原因だったのね。言葉の意図も考えずに怒って、浅はかでした」

　菜摘は清貴に頭を下げた。

「なぁ、菜摘」

　彼の問いかけに頭を上げ、視線を向ける。

「訳ありの結婚だが、俺たちは夫婦になった。これからここでの生活も始まる。思うところはあるだろうが、お互い歩み寄る努力をしないか？」

「清貴……」

　彼は彼なりに、この割りきった結婚について考えてくれている。それなのに不満や不安ばかり胸に抱いている自分が情けなくなった。

「うん、できないことも多いけど、努力する」

　強い気持ちを持って彼の目を見て伝えた。清貴はそれに応えるようにうなずく。

「だったら、仲直りにこれを受け取ってくれ」

　清貴が渡してきたのは、さっきのショップの袋だった。中には菜摘が一番気に入ったクリーム色のワンピースが入っている。

「これ、いいの？」

「これくらいで機嫌が直るとは思ってないが、一番似合っていたから」

　ちゃんと画像を見て、彼が選んでくれたのだと思うと、手の中にあるワンピースが余計に特別なものに思えた。

「ありがとう、うれしい。私もこれが一番気に入っていたの」

　自然に浮かべた笑顔に、彼も笑みを返す。

「そうか」

　清貴の手が伸びてきて、菜摘は思わず目を見開いた。しかしその手は菜摘に触れる手前で止まり、そのまま彼は腕を下ろす。

　昔のように前髪をクシャッとなでられるかもしれないという予感がしたが、それは気のせいだったようだ。

「俺は仕事があるから、菜摘は適当にして。冷蔵庫の中も好きにしていいから」

「う、うん」

　そう言い残した清貴は彼の書斎兼寝室に消えていった。菜摘も自身に与えられている部屋に向かい、着替えを済ませる。

（結婚はしたけど、当分寝室は別なんだよね……）

　清貴に提案されたときは、ひとりで落ち着けると思い賛成したが、これは夫婦の形として正しいのだろうかと今さら思う。

　前向きになったり不安になったり気持ちが安定しない菜摘は、水でも飲もうとキッチンに向かう。

　そして何気なく冷凍庫を開けた瞬間に驚いた。

「なに、これ……嘘」

　そこにはぎっしりと、菜摘の好きなバニラアイスが並んでいる。昔もケンカの後、清貴が菜摘の機嫌を取るためによく買ってくれたものだ。

（覚えていてくれたんだ）

　胸の中に甘いときめきとともに、切なさが沸き上がってきて、思わず心臓のあたりに手を置いた。真面目で不器用な清貴の申し訳ないという気持ちが伝わってくる。

「こんなに食べたら太っちゃうじゃない」

　満面の笑みを浮かべながらひとつ手に取り、食器棚からスプーンも取り出す。

　ダイニングテーブルに座ってひとさじすくい、口に運んだ。

　クリームが口の中でとろけて、甘くて冷たい。

　バニラアイスを食べ終わる頃には、不安で仕方なかったこの結婚生活を少しは前向きにとらえられるようになっていた。










第四章　夫婦ミッション




　結婚してからひと月が経過し、その間に少しずつふたりのルールができてきた。

　朝食は菜摘が準備したものをふたりで食べる。夜は清貴は会食が多いので菜摘ひとりで食べる日が多いが、予定がないときは彼の分も一緒に作るようにしている。普通の家庭料理だが『おいしいよ』と食べてくれるとほっとした。

　予定はアプリで管理し、イレギュラーな場合はメッセージや電話で知らせ合う。

　寝室はずっと別なので、新婚夫婦というよりも同居という表現がぴったりのような気がする。恋人同士だったときとは違い距離があるが、基本的には気遣いが感じられて、菜摘はなに不自由なく暮らしていた。

　金曜日。

　そわそわしながら仕事を終えた菜摘は、定時を迎えるとすぐにパソコンの電源を切り帰宅の準備をする。残業はほとんどないが、今日はいつもよりもすばやく片づけていく。

　菜摘が現在派遣社員として働いているのは、大手ＩＴ企業の総務部だ。アシスタントとして働いていて、社員と派遣社員との扱いの差はなく、とても働きやすい環境だ。社内の公用語は英語なので、得意の英語を使う仕事ができている面でも満足している。

「お先に失礼します」

「はい、おつかれさん」

　五十代の気のいい上司に挨拶を済ませ、菜摘は急いでトイレに向かって化粧を直し髪をとかした。

（これで平気かな）

　くるっと回ってあちこち変じゃないか確認する。いつもは仕事が終わると帰るだけなので化粧直しなどせず帰宅するが、今日はこれから清貴とともに加美家での夕食に招待されているのだ。

　彼の両親に会うのは結婚の挨拶をして以降初めて。昼を過ぎたあたりから緊張していて、今それがピークに達しようとしていた。

「はぁ……なにも失敗しなければいいけど。あ、いけない！」

　ちらっと腕時計を見ると、約束の時間まであと十分しかない。清貴との待ち合わせは駅前のロータリー。菜摘はポーチを片づけて、エレベーターホールへと急いだ。

　すぐに来たエレベーターに飛び乗り一階に到着すると、向かってやって来る女性たちがなにやらそわそわしている。そしてうしろを振り向いては黄色い声をあげていた。

（なにかあったのかな？）

　いつもとは違う少し浮ついた雰囲気だったが、受付の片づけをしていた社員の声が耳に入る。

「出たところの通路に、ものすごいイケメンがいるって。これ片づけたらちょっと見に行かない？」

「え、本当に？」

　色めき立つ彼女たちの話を聞きながら、もしかしてと思う。

（まさかね、待ち合わせは駅前だもの）

　菜摘は頭の中に思い浮かんだ可能性を打ち消して、エントランスを急ぎ足で歩く。

　しかし出入口の自動ドアの先にいる人物を見て、驚いて駆け出した。

「清貴？」

「菜摘、おつかれさま」

　特別笑顔というわけではないのだが、遠巻きに見ていた女性たちが彼が動きをみせたことでどよめいたのを感じた。視線が菜摘にも向けられて、居心地が悪い。

「ど、どうしたの？　こんなところで。待ち合わせは駅前だったでしょう？」

「あぁ、早く着いたから迎えに来たんだ。それに妻がどんなところで働いているか把握しておくべきだろう」

（あぁ、そういうわけね）

　突然現れた清貴に動揺したものの、彼の意図がすぐにわかった。どこで働いているのか口頭で伝えただけだったので、確認しに来たのだ。もし菜摘になにかあったときに、対応するのは夫である彼なのだから。

「わざわざありがとう」

「いや、向こうに車を止めてある。行こう」

「うん」

　近くのパーキングまで歩き、初めてではないにもかかわらず真っ白な高級外車を目にして少し躊躇した。しかしこんなところで時間をかけていては約束の時間に間に合わなくなる。

　革張りのシートに左ハンドル。学生時代も彼は車に乗っていたが、それよりもずっと高級な車だ。それが彼の今の地位を表しているように感じ、緊張がよみがえってきて表情も体も硬くなった。

「緊張しているのか？」

　清貴はハンドルを手に、優雅に運転しながら尋ねてきた。

「うん……ご両親とお会いするの二回目だし」

「昔も会ってるだろう」

「それは……そうだけど」

　清貴は学生時代も彼の両親に菜摘を紹介している。その頃かわいがってくれた清貴の両親は、今回ふたりが結婚すると報告に行った際も手放しで喜んでくれた。

　ふたりが七年前菜摘のワガママで別れたという事情を承知した上での歓迎に、彼らの懐の深さに感謝した。

「別に家族との食事だ。そんなに気を張らなくていい。そのうち慣れるさ」

「そうだといいんだけど」

（今日はきっと料理の味がわからないだろうな）

　緊張したままあれこれ考えていると、あっという間に清貴の両親の住む家に到着した。自動車用の門を抜け、駐車場に車を止める。

　ここに来るたびに驚いてしまう。門の中に入れば、外国かと思うほど立派な洋館が建っているのだから。レンガ造りの煙突のある家など、日本ではそうそうお目にかかれないだろう。

　都内の一等地にもかかわらず、芝生の綺麗な広い庭には常に季節の花が咲き揃っていた。

「おかえりなさいませ、清貴様。菜摘様」

「ただいま」

　清貴に促されて車を降りると、中年の女性が出迎えてくれた。菜摘は慌ててうまく声が出ずに、彼の言葉に合わせて会釈をした。

　菜摘の緊張がピークに達したとき、清貴が彼女の手を取り歩き出した。どきっとしたが、されるがままついていく。

　すると彼が耳もとに顔を寄せてきた。

「手をしっかり握り返して。俺たちのことばれるぞ」

「う、うん」

　とっさに彼の手を握り返した。すると彼もまたぎゅっと強く菜摘の手を握る。

　過去に何度もつないだ大きな手。伝わってくる体温は昔と変わらない。それなのに胸がドキドキと高鳴ってしまう。

「いらっしゃい、菜摘さん」

　玄関で清貴の父、秀ひで夫おと母、祥しょう子こが笑顔で温かく迎えてくれた。

「さあ、こっちに来て」

　祥子は菜摘の手を引いて長い廊下を歩く。以前と変わらずよく手入れの行き届いた室内はとても明るく、廊下の突きあたりにはフラワーアレンジメントが飾られている。

　案内されたリビングダイニングも普通の家庭とは違い、相当な数の客人を招いても大丈夫なくらいの広さだ。

「今日は久しぶりに、腕によりをかけて作ったのよ。菜摘さんに食べてもらいたくて」

「あの、私手伝います」

　立ち上がりかけた菜摘の肩を祥子が押さえてもう一度座らせた。

「ダメよ、今日は菜摘さんはお客様なんだから。座って男どもの相手をして。お父さんもずっと話をしたいって言ってたんだから」

「でも……」

　こういうときの手伝いは買ってでもするべきだ。

「菜摘、ああ言ってるんだから気にせず座っていればいい」

　清貴にまでそう言われると、従うしかなかった。

「では、次来たときはお手伝いさせてください」

「うれしいわ」

　菜摘の言葉に笑みを浮かべた祥子は、鼻歌交じりにキッチンの方へ向かう。しばらくすると家政婦と一緒に料理を運んできて、広いダイニングテーブルはあっという間にいっぱいになる。

「母さん、張りきりすぎじゃないのか？」

　清貴は若干あきれ気味だが、祥子は秀夫の隣に座りながら不満を漏らす。

「これでも厳選したのよ。作れなかったのはまた次の機会に」

「菜摘、覚悟しとけよ。この人たちはまた俺らを呼びつけるつもりだ」

「清貴は嫌なら来なくてもいいのよ。菜摘さんだけで」

　ツンと顎あごを上げて不機嫌な様子を見せる祥子は、年上の女性なのにすごくかわいらしく見える。

「ダメだ。菜摘だけで来させるわけがないだろう」

「まぁまぁ、せっかくの食事が冷めてしまう。食べようか」

　秀夫の仲裁が入り、食事が始まった。

　両親は菜摘に気を使い、あれこれと話題を振ってくれる。言葉の節々から歓迎しているという気持ちが伝わってきて、彼らの優しさで胸がいっぱいになる。

　食事も終盤に差しかかった頃、菜摘は祥子と一緒にデザートを準備しにキッチンに向かった。

「菜摘さん、タルトどのくらい食べる？　甘いものはお好き？」

「大好きです。少しでいいって言うつもりだったんですけど、大きめに切ってもらっていいですか？」

「あら、もちろんよ。そうやって、ちゃんと自分の意見を言ってちょうだいね。大歓迎よ」

　祥子は素直な菜摘を受け入れてくれた。

　フルーツタルトを綺麗にカットする祥子の話に耳を傾ける。

「菜摘さんが清貴と結婚してくれて、本当にうれしいの。あの子、気持ちを表現するのが下手でしょう。それに変なプライドもあるし。面倒なのよ」

　悪口を言っているようで、表情はやわらかい。彼を心配しているというのが伝わってくる。

「だから、本当に好きな人と結ばれてほっとしているの」

「お義母さん……」

　自分たちは愛し合って結婚したわけではない。しかし誤解を解くわけにもいかず、がんばってごまかすように笑みを浮かべる。

「あらいいわぁ。もっと呼んで？　〝お義母さん〟って。早くにお母様を亡くされたって聞いて、わたくしでは代わりにならないと思うけれど、たくさん甘えてね」

　祥子の優しい言葉に、胸がキリキリと痛む。

（私はこんなに優しい言葉をかけてもらえるような人間じゃないのに）

　うつむいて唇を噛んだ。

「菜摘さん？」

「あ、いえ。あの今度、彼の好きな料理のレシピ教えてもらってもいいですか？　お義母さん」

「もちろん。最初に教えるのはハンバーグがいいかしら」

　優しく微笑む祥子に顔向けできない。なんとか笑顔をつくって、切り分けたケーキをワゴンにのせてダイニングに持っていく。

　その間、秀夫と清貴は仕事の話をしていた。

「誠せい治じがまた面倒事を言いだしてきている。対応はお前に任せる。いとこだからって甘い顔を見せていれば、後継者の座を奪われるぞ」

「はい。しかし俺が今まで一度だってあいつに甘い顔なんて見せていないのは、お父さんもご存じでしょう？」

「たしかにそうだ」

　秀夫はワインを傾けながら、満足そうに笑っている。

　話の内容から、〝誠治〟というのが清貴と後継者争いをしているいとこだとすぐにわかった。

　菜摘と祥子がテーブルの上にタルトと紅茶のカップを並べていると、廊下側の扉がいきなり開いた。

「清貴くん！　おかえりなさい」

　明るく弾んだ声とともにその場に現れたのは、美しい女性だった。まだわずかに幼さが残っている様子で、大学生くらいに見える。

　ふわふわの栗色の髪をなびかせ、大きな目を輝かせながら駆け寄ってきた彼女は、躊躇なく清貴の隣の席に座った。

「ねえ～帰ってくるなら澪みおにちゃんと連絡してよぉ～寂しいじゃない」

　澪と名乗ったその女性は、清貴の腕を取り前後にぶんぶんと揺すっている。

　菜摘は突然現れた女性に驚くと同時に、清貴との距離の近さも気になった。

「ねぇ、今から遊びに連れてってぇ。いいでしょ、ねぇ？　ねぇってばぁ」

　はちみつのようなねっとりとした甘さを連想させる声。彼女の目には清貴しか映っていないらしく、周囲をまったく気にせずに彼の顔を必死に覗き込んでいる。

「澪、いきなり来てなんだ」

　清貴が澪の手をふりほどき、不機嫌そうに彼女をたしなめた。

「もう、そんな冷たい言い方しないでよ。ちょっと遊びに連れていってって言っただけなのに」

　ともすれば子どもっぽく見える唇を尖とがらせる仕草も、彼女がすれば小悪魔的なかわいらしさになる。

「澪ちゃん、いらっしゃい。ケーキ食べる？」

　祥子の落ち着いた態度から、彼女はこの家に普段から気軽に出入りする立場なのだと理解する。

「うん、おば様。ありがとう。ねぇ、あなたお願いできる？」

「え……はい」

　いきなり指をさされた菜摘は、自分の分のタルトがのった皿とカップを彼女の前に置こうとした。

「菜摘、それは君のだろう。澪のは家のものが用意するから。澪、その席は彼女の席だ。どきなさい」

「え、彼女って？　新しい家政婦さんでしょ？」

　顎に人さし指をあてて、きょとんとした顔で菜摘の方を見ている。

（家政婦さん……って）

　羞恥心から頬に熱がこもるのを感じた。自分がまさか使用人に間違えられるとは、さすがにショックだ。

「澪ちゃん、彼女は菜摘さんといって清貴の奥さんになった人よ」

　祥子が慌てて菜摘を紹介する。

「清貴くんの、奥さん？　え、清貴くん結婚したの？」

「あぁ、だから俺の隣の席は菜摘の場所だ。早くどきなさい」

　しかし澪は立ち上がらず、その場で大きな目を潤ませて泣き始めた。

「嘘よ、清貴くんが結婚したなんて。しかもこんなに地味な相手だなんて信じない」

　ぼそぼそと小さな声だったが、菜摘の耳にも十分聞こえた。後頭部をガンッと思いきり叩かれたようにショックを受け、奥歯をぎゅっと噛みしめて耐える。

「澪、出ていけ」

「清貴くん、ひどい！」

「ひどいのはお前だろう。お前が納得しようがしまいが、俺の妻は菜摘だけだ」

　そう言いきると、清貴は勢いよく椅子から立ち上がった。

「菜摘、帰るぞ」

「え、でも……」

　ご両親の顔を見ると、ふたりとも困ったような表情を浮かべている。

「菜摘さん、今日はこのくらいで。またいらっしゃい」

　秀夫の後押しで、菜摘はすでに出口に向かっていた清貴の後を追う。リビングを出るときに振り返って頭を下げ、顔を上げたとき頭をもたげて泣いている澪の姿が目に入った。祥子が背中をなでて慰めつつ、小さくうなずいて早く行くようにと促す。

「菜摘、早く」

「うん」

　廊下の先を歩いていた清貴に急かされて、菜摘はダイニングの扉を閉じた。

「清貴、あの子はいったい誰なの？」

　外に出るまで我慢できずに玄関で靴を履きながら尋ねた。

「彼女は隣の家に住む丸まる森もり澪。『丸森不動産』の代表の娘だ。小さい頃からうちに出入りしているから、今日もなんの断りもなくやって来たんだろう」

　かっこいい幼なじみに恋をする気持ちは理解できるし、菜摘を見てがっかりしたのもわからなくもなかった。

「まだ子どもなんだ。嫌な気持ちにさせたな。すまない」

「ううん、家政婦さんに見えたのは私のせいだし」

　清貴からも〝加美家の一員〟としての立ち居振る舞いを求められている。そう見えないのは自分がまだちゃんとできていないせいだ。

　菜摘の言葉に、清貴が一瞬渋い顔をした。

「どうかした？」

「……いや。なんでもない」




　見送りを断って車に乗り込み、加美邸を後にした。

「なんだか急に帰ることになって、残念だったな」

　せっかくなので義父母ともう少し話をしたかったという気持ちが菜摘にはあった。わけあっての結婚でも、彼の両親とは仲よくしたいと思っている。

「近いんだから、またすぐに行けばいいだろ」

　たしかに加美邸とふたりの住むマンションはそう距離があるわけではない。今日の様子なら歓迎してくれるだろう。

「それよりも、今日はなんの日かわかっているのか？」

　自宅のすぐ近くの信号で車が止まり、それと同時に彼が菜摘の手を握った。

　彼の言う『なんの日か』というのは、もちろん菜摘も理解している。だからこそ顔がほんのりと熱くなったのを自覚する。車内が暗いため、赤い頬が相手に見えずにほっとした。

　今日はふたりが結婚した目的のひとつを果たす日だ。結婚した当初、言いづらかったが大切なことなので妊娠しやすい時期を前もって伝えたのは菜摘自身だ。だから今日これからのことを忘れるはずはない。

　信号が変わり、つながれていた手が離れていく。

「わかってるよ、約束の日でしょ」

「それならいいが、手をつないだだけで驚いているようじゃ、今日の夜は大丈夫なのか？」

　自宅に到着し、地下駐車場に車を止めた。彼は揶揄するように含み笑いを浮かべながら、赤い顔で黙った菜摘を追撃する。

「キスの仕方すら忘れていそうだな」

　実際、彼と別れてから誰ともそういう経験をしていない。忘れてはいないと思うが自信がなかった。ここで頼れるのは彼しかいない。

「清貴が、思い出させてくれる？」

　恥を忍んで彼の顔を見る。一瞬驚いた顔をしたがすぐにいつもの冷静な顔になる。

「あの、嫌なら――あっ……んっ」

　ぐいっと手を引かれたかと思うと、気がついたときには菜摘の唇は彼に奪われていた。熱を持ったやわらかい唇が、昔の記憶を呼び起こす。

　今感じているぎゅっと締めつけられるような胸のときめきは、今このときのものなのか、過去の思い出のものなのか、はたまたその両方なのか……菜摘にはわからない。

　けれど彼のキスを心地よく受け入れているのは事実だ。角度を変えその都度深くなるキス。舌先で唇をくすぐられ、下唇を吸い上げられる。

　痺しびれるような快感に立っているのもつらくなり、彼の背中に手を回す。するとそれに応えるかのようにキスはますます激しくなった。

　どのくらいそうしていたのかわからない。唇が離れた後、菜摘の呼吸は乱れるほどだった。

「……っ、行くぞ」

「え、うん」

　先に車を降りた彼が、もたもたしている菜摘を助手席から降ろす。彼にぐいっと強引に手を引かれて歩き始める。大股で急いで歩く清貴に菜摘は小走りでついていく。

「清貴、ちょっと早いよ」

「いいだろ、ダメなら抱きかかえるが？」

　それだけはごめんだと、ぶんぶんと頭を振って拒否をする。一生懸命足を動かすしかない。

　ふたりっきりのエレベーター。どちらも口を開かない。

　キスの後、ほとんど話さない彼の反応が菜摘は気になった。

「あの、ダメだった？　下手だったかな？」

　感情の読み取れない清貴の表情に、菜摘はどうしていいのかわからず尋ねる。

「ダメだったら、こんなに焦って家に帰ろうとしてないさ。いいから急げ」

「うん」

　しかし返ってきた意外な言葉に菜摘は顔を赤くした。

（それって、早く帰って……あの……したいってわけだよね？）

　自分で自覚して、恥ずかしくなりますます顔が赤くなった。そっと隣にいる彼の顔を見る。

　今日、彼に抱かれる。

　菜摘は覚悟を決めると、つながれている手をぎゅっと握り返した。彼の大きな手のひらから伝わってくる熱量に、菜摘は胸をドキドキさせた。




　部屋に着くなり清貴の個室に連れ込まれた。チャコールグレーが基調のその部屋には、キングサイズのベッドとデスク、それと大きな本棚がある以外は物がなく、全体的にシンプルだ。

　初めて中に入った菜摘が視線をさまよわせていると、そのまま手を引かれてベッドに連れていかれ座らせられる。ギシッと音を立てて清貴も隣に座った。

　直後、視界が彼でいっぱいになる。

「菜摘」

　彼の指先が頬に触れ、手のひらで包み込む。視線は菜摘をとらえて離さない。

「き、清貴。あの……シャワーは？」

「必要ない。逃げるなよ、今さら」

　清貴の指が耳をくすぐり、ビクッと身体が震える。彼はそれを楽しんでいるようだ。うっすらと浮かべた笑みの中に色気すら感じる。

「に、逃げないよ。だってそんなことしたら、私が清貴と結婚した意味がなくなるじゃない」

　そのために来たのだ。宮城鉄工を助けてもらう代わりに、加美家の跡取りを産む。それこそが菜摘の使命。だからこの行為を拒めない。

　しかし菜摘のこの言葉を聞いた清貴の表情は鋭くなり、さっきとは違う冷たい笑みを浮かべた。

「なるほど、覚悟はできているんだな。じゃあ、存分に果たしてもらおうか、君の役目を」

　言い終わらないうちに彼は菜摘の肩を押した。そう強い力ではなかったもののそのままベッドに倒れ込む。そして身動きできないように、彼が覆いかぶさってきた。

　覚悟はできているはずだったのに、いざこうなると途端に不安になる。

「んっ……はぁ」

　唇が重なる。最初から激しいキスに、脳内が揺さぶられた。彼の熱い舌先が遠慮もなく唇を割って入ってくる。上顎をなめ歯列をなぞり、そして舌をからめとる。

　キスしかしていないのに、体の芯が溶け始めたかのよう。顎に伝うどちらのものかわからない唾液を彼が舌先ですくい取り、そのまま耳にかじりつく。

「ひっ……はぁ」

　悲鳴交じりの声に、清貴は満足そうに息を漏らし笑う。

「心配するな。菜摘は忘れているかもしれないが、俺はちゃんと覚えている。どうやって君を抱けばいいのかを」

「あっ……」

　手のひらがカットソーの裾から侵入してくる。肌をすべる手の感覚に、菜摘の体は素直に反応する。

　そんな様子を清貴は存分に楽しんでいた。

「たとえ菜摘が義務だと思っていても、そんなの忘れるくらいよくしてやる」

　カットソーをめくられ、背中に回された手が器用にホックをはずす。締めつけがなくなった瞬間、豊かな膨らみに彼がかじりついた。

「あぁぁ」

　思わず出た声に慌て、とっさに口もとへと手を持っていきこれ以上声が出ないようにする。しかし清貴はそれが気に入らなかったようで、その手を剥はぐと、菜摘の指先を自身の口に持っていきなめた。

「いやぁ、やだぁ」

　見せつけるようになめられたのは指先のはずなのに、なぜこんなに恥ずかしいのか。しかし嫌だと言っても彼はやめようとしない。

「なめてほしそうにしていたから、そうしただけだ」

「そ、そんなこと……ない……あぁ」

　否定している間も、彼は人さし指を口に含んだ。菜摘から甘い声が漏れる。

「そんな声で言われても、納得できるはずがないだろう」

　うっすらと浮かべた笑みに、胸がドキンと大きな音を立てた。彼の動き一つひとつに翻弄される。

「いいから、もうあきらめろ」

　その言葉で菜摘はとうとう抵抗を投げ出し、彼の背中に手を回した。しっかりとした筋肉の感触に男性をより意識して胸が高鳴る。

　彼女の反応を見た清貴は、鼻先を擦り合わせた。

「無理はさせない。だから俺にすべて委ねてくれ」

　菜摘はゆっくりとうなずいた。そこに不安などひと欠片かけらもなかった。彼が自分を抱くとき、こういう目をしていたのを菜摘は覚えている。

　そして清貴はその宣言通り、菜摘を丁寧にそれでいて情熱的に抱いた。

「菜摘……菜摘」

　熱のこもった吐息交じりの声。それを聞くと、本当に愛されているのではないかと誤解してしまいそうになる。それくらい彼は菜摘を大切に扱った。

　菜摘は彼の行為に素直に反応する。体の奥から湧き上がってくる波が何度となく彼女を襲い、それと同時に涙がこぼれるほどの快感がもたらされ、体も心も震えた。

　清貴の存在を深いところで感じ、いろいろな感情はすべて流されて、今彼と抱き合っているという事実だけを受け止める。

「清貴……はぁ……もう」

「いい、なにも考えるな」

　魔法のような彼の言葉が、菜摘の思考を奪い、ついには大きな快感の波にのまれた。

「……っ、菜摘」

　うめき声のようなかすれた声で名前を呼ばれた後、清貴の体の重みを感じる。菜摘はそれを受け止めて、背中に回した手に力を込めた。

　ふたりともはぁはぁと肩で息をする。触れ合う肌は互いにしっとりと汗ばんでいて、興奮はまだ冷めておらず熱い体をくっつけていた。

　やがて清貴が体を起こし、離れていくと思っていたもののそのまま抱き起こされた。向かい合い、菜摘が彼の上にのった形になる。

　慌てて下りようとするが、清貴にがっつりと抱え込まれた。そして深いキスをしかけてくる。

（う、嘘……）

「ん……待って」

　首を振って情熱的なキスから逃げ出そうとする。しかし彼は菜摘の頭に手を添え、それを許さない。

「ダメだ、まだ離してやれない」

　彼はどうやらもう一度、菜摘を抱くつもりのようだ。まさか、こんなに初めから情熱的な夜になるとは思っていなかった菜摘は戸惑う。

「時間がないんだ。ほら、舌を出して」

　耳たぶをなめ上げられながら注ぎこまれた言葉に、菜摘は素直に従うしかなかった。

　ふたりの長い夜は、菜摘が記憶を手放すまで続いた。




「んっ……」

　寝返りを打とうとした菜摘は、体が自由に動かないことに気がついて目を開けた。

「おはよう。起きたのか？」

　目の前にいるのが清貴だと認識する前に声がかかる。そこで初めて、菜摘は昨日あのまま眠ってしまったのだと気がついた。

「眠ったみたいで、ごめんなさい。邪魔じゃなかった？」

「これだけ広いんだ。問題ない」

　その言葉にほっとしたが、いつまでもここにいるわけにはいかない。時計を見ればまだ早い時間だが、シャワーを浴びて出勤準備をしなくてはならない。

　しかし清貴はじっと菜摘を見つめたままだった。密着したまま眠っていたようで、互いになにも身に着けておらず素肌同士が触れ合っている。

　なかなかに刺激の強い朝だ。なるべく彼の方を見ないようにして、身に着けるものが近くにないかキョロキョロと探す。

　するとそれに気がついた清貴が立ち上がり、クローゼットからバスローブを取り出した。

「俺のだから大きいだろうけど、ないよりましだろ」

「ありがとう」

　受け取るとブランケットで体を隠しながら体を起こし、彼に背を向けながらバスローブを身に着けた。

「体の調子は？　体調に変化があればすぐに検査しよう」

「うん……わかった。シャワー先に使うね」

　そう言い残して寝室を後にする。バタンと扉が閉まった瞬間に緊張が解けて「はぁ」と大きく息を吐いた。

　昨日は勢いもあった上に、途中からは清貴に翻弄されて夢中になった。そのせいでいろいろと考えることをやめたので、今になって羞恥心に襲われ始めた。

　頭の中に浮かんでくる光景に頬を染めながら、バスルームに向かう。洗ってあるバスローブなのに彼の匂いがするような気がするのはどうしてだろうか。

　自室で着替えを手にし、足早に脱衣所に向かう。バスローブを脱ぎ、大きな鏡に映った自分の姿を見て目を見開いた。

「な……！　なにこれ」

　鏡に映った自分の体には、無数の赤いあざのようなものがある。紛れもなく彼がつけたキスマークだ。その数に驚かずにはいられないほどあちこちにある。

（どうしてこんなに？）

　昔もひとつふたつならつけられた。しかしここまでの数は初めてだ。

　義務を果たすために体を重ねた。それなのに、昨日の彼は菜摘を大切に抱いた。

　初めてのときよりも大切に触れられた気がする。その上途中からは情熱的でもあった。余計なことをなにも考えず彼に身を委ねられたのは、そのおかげだ。

（こんなに大切にされているなら、もしかして……）

　バスルームに移動した菜摘は自分に都合のよい考え方をしそうになって、シャワーを頭からかぶった。

　たしかに彼は優しかった。でもそれは、この結婚生活を円滑に進めるための手段にすぎない。ここで暮らし始める初日、互いに歩み寄る努力をしようという話をした。その一環なのではないかという結論に至る。

　そう考えたのには理由があった。昨夜『時間がない』と言っていたし、先ほども『体調の変化があればすぐに病院に』と言っていた。

　二年で子どもを授からないといけなくて時間がない。だから少しでもその兆候があればすぐに病院に行こうという話だ。

　そう思えば納得できた。

（私ったら……危うく誤解するところだった）

　自嘲じみた笑みを浮かべながら、シャワーを強くした。心の奥から湧き上がってくる悲しみに無理やり蓋をする。

　虐げられているわけでも、邪険にされているわけでもない。跡取りが欲しいためとはいえ、彼は菜摘を尊重してくれている。約束通り、宮城鉄工は早くも生まれ変わりつつある。これ以上、なにを望むというのだろうか。

（愛されたいなんて……欲張りすぎよ）

　期待をしなければ、悲しまなくて済む。

　清貴と別れたあの日から、菜摘はずっとそうやって生きてきた。今回だって同じだ。

　自分にそう言い聞かせながら、あふれそうになる涙を必死に耐えた。泣いてしまえば、悲しみに自分自身がのみ込まれそうだったからだ。




＊　　＊　　＊




　菜摘が出ていった後、清貴はひとりベッドに座っていた。彼女のいた場所にはまだぬくもりが残っている。ふと目をつむると昨夜のなまめかしい彼女の姿を思い出し、体が熱くなるのを必死になって耐えた。

　柄にもなく夢中になってしまった。口もとを押さえて自分の感情が爆発しそうになるのを必死で耐える。

　やわらかい肌、興奮してピンク色に染まった頬。上擦った声。初めて彼女を抱くわけでもないのに、ありえないほど興奮した。

　それでも最大限優しく抱いたつもりだ。彼女ももちろん嫌がってはいなかった……はずだ。一度では終わらずに、二度、三度と彼女を求めたのは、完全に清貴にとっても計算外ではあったが。

　菜摘は恥じらいながらも受け入れてくれた。だからといってこのまま暴走するわけにはいかない。

　なにしろ宮城鉄工の再建を盾に、無理やり結婚を迫ったのは自分なのだから。それに加えて跡取りまで希望している。厚かましいことはわかっている。しかし再会後初めて彼女を抱いてわかった。

　やはり菜摘じゃないとダメなのだ。あんなふうに後先考えずに、興奮して抱きたいと思う女性は彼女だけだ。もっと欲しいと思わせてくれるのは彼女だけなのだ。

　だからこそ、もう二度と手放すなんてできない。

　だが思えばすでにいろいろと失敗している。

　婚姻届を出した日。いつもよりメイクも髪形も凝っていて、かわいらしいワンピースを身に着けている菜摘を見て、心が浮き立った。

　やっとあのいとこから引き離せるという思いと相まって、あの日は冷静に物事を考えられなかった。

（もっとかわいい格好をさせたい。彼女もきっと喜ぶはず）

　そんな考えからなじみのセレクトショップに連れていったはいいものの、言葉が足らずに彼女をさっそく怒らせた。

　夫婦になった途端、妻が姿をくらました。自分の失態に途方に暮れた。

　いなくなった彼女に連絡をするが返事はない。彼女の行きそうなところを捜そうにも、行き場所なんて見当もつかなかった。

　七年間の空白が、昔と今は違うのだと清貴をあざ笑うようだった。

　互いに想い合っていた頃とは、なにもかも違うのだ。

　だがそのときでさえ、自分ができたのは冷凍庫を彼女の好物でいっぱいにするという、過去の記憶に助けてもらうことだけだった。

　数時間後、彼女がちゃんとマンションに戻ってきてくれて心からほっとした。

　自分の配慮のなさが今後また彼女を傷つけるかもしれない。そもそも、自分の嫉妬心や所有欲で無理やり彼女を自分の妻とした自覚はあるのだ。しかし彼女を傷つけたくはない。

　やっている行為は横暴極まりないのに、悲しませたくないなんて。

　自分の中で生じる矛盾をどうやっても解決できずに、ずっともがいている。

　だからこそ歩み寄る提案をして、優しい彼女がそれを受け入れてくれて安堵した。

　結婚を提案したとき菜摘に嫌がらせなのかと問われた際、そういう思いがあったのは確かだ。それに対して『償ってくれ』という趣旨のことを言ったが、今思ってみれば本当はそんなもの求めていないのだ。

（俺が彼女に求めているものは……求めているものは……）

　いったいなんなのか、答えを出そうにもうまく出ない。

　菜摘のことになると冷静になれない。菜摘が誰のものでもないとわかった瞬間、自分のものにしたいという感情だけが心の奥底から湧き上がってきただけだった。ただそれだけ。

　しかしその気持ちがどうしようもなく抑えられない。結果無理やり彼女を手にした。どうして彼女が独身だったのか、今の彼女の気持ちがどうなのか、そういった面倒事すべてから目を逸らして、ただ彼女が自分の隣にいるその事実だけに目を向けた。

　それが正しいのかどうか、考えるのを放棄している。

　時間が経てば自分の気持ちにも整理がつくはずだ。いや、つけなくてはいけない。

「清貴、シャワーどうぞ」

「あぁ、ありがとう」

　扉の向こうから菜摘の声がした。さっきまで温かいと感じていた、彼女がいたその場所はすでに冷たくなっている。

　感傷的になる必要はない。扉を開ければ彼女がいるのだ。

　ほかの誰のものでもない、清貴のものである菜摘が。










第五章　義務といわないで




　夫婦になって三カ月が経った。最初はぎくしゃくしていたが、最近ではふたりでいるのに違和感がなくなったように思う。

　それは菜摘が恋心をごまかすのがうまくなったせいか、清貴が気を使って歩み寄るようにしてくれているおかげなのかはわからないが、一般的に見て夫婦らしく見えるようになったのではないだろうか。

　結婚した当初より会話も増えた。近場に一緒に出かけたりもした。ただ寝室はまだ別々のままだった。

　しかし今日みたいに、昼休みに急に【仕事が早く終わるから食事に行こう】なんて誘われると、途端にそわそわしてしまう。彼が夫としての義務を果たしているだけだとしても、うれしい気持ちが隠せないのだ。

（少し落ち着かないと）

　菜摘の仕事が終わって、待ち合わせの時間まではまだ一時間ほどある。

　清貴は仕事のある日は移動時間を効率よく使うために運転手つきの専用車に乗るので、今日もその車で来るだろう。

　それまでデパートのコスメカウンターで、似合う口紅のひとつでも調達してからデートに臨もうかと考えていたそのとき、スマートフォンに知らない番号から連絡があった。

　誰からだろうか考えているうちに留守番電話に切り替わり、電話が切れた後内容を確認すると、驚くべき相手からだった。

　すぐにその後、同じ電話番号からまた着信があり、相手が誰だかわかっている状況で電話に出ない選択肢はなかった。

「もしもし、加美ですが」

《……図々しくその名前を名乗るのね》

　のっけからの刺々しいセリフに、いい話でないのは理解した。

《丸森澪です。すぐ近くのカフェにいるから来てくださらない？》

　菜摘が黙ったままでいると、相手が一方的に用件を伝えてくる。

「あの、でも――」

《時間は取らせません》

　セリフの後、そのまま電話は切れた。勝手な約束だとしても、行かないとなんらかのトラブルになるかもしれない。彼女は清貴の幼なじみで加美家ともつながりが深い。

　菜摘はため息をつきながら、彼女が待っている会社近くのカフェに向かった。

　グレーをベースにしたモダンな雰囲気の店内。奥の席にひときわ目立つ美人が座っていて、すぐに彼女だとわかった。

　真っ黒いテーブルの上にはアイスティーが置かれていたので、注文を取りに来たスタッフに同じものを注文する。

　向かいの席に座ったものの、どうしていいのかわからずに黙り込む。

　そして相手はずっと睨むようにして菜摘を観察している。

　澪は小さな頃から加美家への出入りを自由にしているほど、家族になじんでいる。

　加美家の子どもは清貴だけなので、義父母も澪をとてもかわいがっているようだ。清貴が大学生の頃、彼女の家庭教師をしていた時期もあったという話を彼から最近聞かされた。

　人形のように整った顔立ちは、周囲からの注目を集めている。時折雑誌の読者モデルをやっているらしいと聞いても納得するほどの美しさだ。

　しかし今彼女の顔は、あきらかに憎悪でゆがんでいる。

　注文したアイスティーがテーブルに置かれた。このときを待っていたかのように澪が口を開いた。

「あなたについて調べさせてもらったわ。本当にひどいわね」

　見下すような笑みに、菜摘の表情が凍りつく。初対面といってもいいくらいの相手にきつい言い方をされ、ただただ困惑した。

　こわばった表情を見せた菜摘を澪はさげすむように睨み、言葉を続ける。

「家庭環境は最悪、学歴はまぁ清貴くんと同じ大学を卒業しているようだけれど、その後派遣社員だなんて。それに今改めて見させてもらったけれど、容姿もぱっとしないのね。貧相って言葉がこんなにぴったりな人、初めて見たわ。彼との結婚もどうせお金目的なんでしょう？」

　口もとにハンカチをあて、クスクスと声をあげて笑う。見かけは美しい人にもかかわらず、人を傷つけようとする醜悪さが滲み出ている。

　菜摘は彼女に言われる筋合いはないと思いつつも、清貴の周りの人間がこう思う可能性は付き合っている当初から予想していたので黙ってなんとか耐えた。

「なにそのダサい服」

　吐き捨てるように言われた言葉に、菜摘は初めて反論の口を開く。

「これは、清貴が選んでくれたものです。だからその言葉は撤回してください」

　これは結婚した日に、彼が仲直りにと言って渡してくれたワンピースだ。今日は正社員に交じって重要な会議に参加する予定だったので、きちんと見えるように選んだのだ。

　菜摘が言い返したのが悪かったのか、それとも清貴が贈った服を身に着けていたのが気に入らなかったのか、澪の態度がどんどん悪くなる。

「私が、本当は私が清貴くんと結婚するはずだったのに！　泥棒」

「ど、泥棒って……私……あっ」

　澪がグラスを持つのが見えた次の瞬間、パシャッと液体が飛び散った。菜摘にはなにが起こったのか瞬時には理解できなかったが、周囲のざわめきとスタッフの「大丈夫ですか？」の声に我に返った。

　清貴にもらった洋服にアイスティーがかかって、派手に濡れている。慌ててバッグからハンカチを取り出すと必死になって拭いた。

（ひどい、これから食事に行くのに）

「に、似合わない洋服着てるあなたが悪いのよ。せっかく清貴くんが選んだっていうのにあなたが着ると台なしね」

　澪自身、ここまでやるつもりはなかったのかもしれない。目が泳いでいる。しかし後には引けないのか、菜摘にまだ厳しい言葉を投げかけ続ける。

「こ、これに、こりたら、さっさと清貴くんと別れることね。あなたなんて彼にふさわしくないわ」

　そう捨てゼリフを残し、澪は立ち上がって店を出ていった。

　取り残された菜摘も変に注目が集まっているので、早くここから出たい。しかし澪の言った『ふさわしくない』という言葉に打ちのめされて、動けずにいた。

　それは、菜摘が自分自身心の中で繰り返してきた言葉だったからだ。

（そんなの……誰よりも自分が一番わかっているもの）

　だからこそ心に深く刺さって傷ついたのだ。

「お客様、こちらお使いください」

　スタッフから差し出された真っ白いタオルを受け取り、礼を伝える。そしてできる限り拭った後、時計を見ると清貴と待ち合わせの時間が迫っていた。

　慌てて店を出て待ち合わせの駅の近くに向かおうとしたとき、一台の車が横づけされてウィンドウが下ろされた。

「菜摘、今迎えに――どうした、その格好は」

「あの、えっと。ちょっと汚しちゃった」

「いいから、すぐに車に乗って」

「うん。あ、でも車内が汚れてしまわないかな？」

「そんなのはどうでもいい、ほら。早く」

　運転手がドアを開けてくれて、そのまま清貴の隣に座った。

「なぜ、そんなことになった？」

「なんでもないの、ちょっとドジをして……」

　彼に追及を受けないようなんとかごまかそうとしたとき、窓越しに澪が乗る車が目に入った。道路脇にある駐車場に停車していて、後部座席に座った彼女が窓を開けてこちらをじっと睨んでいる。おそらく、清貴の車に菜摘が乗ったのを目撃したに違いない。

　まさかまだ彼女が近くにいると思わなかった菜摘は、言葉を失った。

　そんな彼女の様子に清貴が気づき、視線を追う。

「ん？　あの車は、澪か……まさか」

　彼の視線が菜摘の濡れた洋服に移る。

「ち、違うの、これは」

「菜摘、スマホを出して」

「でも……」

「いいから、早く」

　彼の剣幕に押されて素直にスマートフォンを差し出した。着信履歴の番号を見た瞬間、誰のものかわかったようだ。清貴は昔から恐ろしく記憶力がよかった。

「澪と会ったんだな？」

　詰め寄られたけれど、ここでうなずいていいのかわからない。

「隠すなら直接本人に聞くぞ」

　菜摘のスマートフォンの発信ボタンを押そうとするので、慌てて止める。

「会いました！　仕事が終わったときに連絡がきて、少しだけカフェで会ったの」

「なんの話をしたんだ？」

「……忘れちゃった」

　もちろんそんなはずはない。しかしここで清貴に告げ口のように話したところでどうにもならない。

　しかし彼はそれをよしとしなかった。

「それは澪の仕業か？」

「違うって、さっき言ったでしょ？　ちょっとドジしたんだって」

　なんとかごまかそうとするが、清貴の目の奥が鋭く光り、菜摘の体に緊張が走る。

「本当か？　そのあたりのカフェにしらみつぶしに話を聞くがいいのか？」

「ちょっと、そんなことしないで！」

　今の清貴の勢いならやりかねない。慌てて止めた菜摘を見て清貴はまだ不満そうなものの、追及の手を緩めた。

「わかった。菜摘がそう言うならそうなんだろう。まあ、澪がなにを言ったのかくらいは想像がつく。子どもだと思って許してきたが、今回だけはダメだ」

　清貴は運転手に車を出すように言い、ゆっくりと走り出した。

「ダメだって、なにをするつもりなの？」

「澪は俺にも今回の結婚について文句をつけてきた。しかし外野にとやかく言われる筋合いはない。しかも俺だけならまだしも菜摘にまで。少し甘やかしすぎたみたいだ」

　もやもやしていた菜摘だったが、清貴の言葉で少し溜りゅう飲いんが下がる。

「ちょうどよかった。近いうちに丸森不動産の新商業施設『丸森ビル』のオープニングセレモニーがある。ひとりで出席して挨拶だけで済ませるつもりだったが、菜摘も一緒に行こう」

「私も？」

「あぁ。ちゃんと俺たちが夫婦だって周りに認めさせる」

　彼の力のこもった眼まな差ざしに、本気なんだと伝わった。しかし本当にそんな必要があるのだろうか。

「でも私、あんまり自信ないな」

　今日の澪のような態度を取る人がいないわけではないだろう。そう思うと二の足を踏んでしまう。

「菜摘が俺の妻だというのは事実なんだ。だから慣れてもらうしかない。そのためのパーティーだ。俺が一緒だからそんなに身構えなくてもいい」

「……うん」

（それって……義務を果たせってこと……だよね）

　跡取りをもうけるために自分が選ばれたのは理解していた。しかしそこばかりに気を取られて、〝清貴の妻〟という立場についてはあまり考えていなかった。

「菜摘、不安にならなくていい。まずはその服をどうにかしようか」

　彼女を安心させるように、膝に置いていた手に清貴の手が重なった。

　まだ不安で仕方ない菜摘だが、清貴の『俺が一緒だから』という言葉を信じるしかないと覚悟を決めた。




　それから二週間後。

　丸森ビルのパーティー当日がやってきた。たった二週間しかなかったが、仕事や家事の合間に今日のパーティーの主な参加者を頭に入れ、ひと通りマナーも頭に叩き込んだ。つけ焼やき刃ばは否めないが、なにも知らないよりはましだろう。

　菜摘が身に着けている黒のシックなロングドレスは清貴が選んだ。あまり装飾や柄はなくシンプルな造りのサテン生地のものだが、ホルターネックで肩から背中が見える。菜摘なら選ばないドレスだったが『菜摘の綺麗な背中が映えるから』と清貴に言われると着ないという選択肢はなかった。

（そのためにエクササイズやマッサージもがんばった！）

　二週間なにもせず過ごしたわけじゃない。完璧にはほど遠いが努力はした。後は清貴の言葉を信じて彼に任せよう。

　そう思い背筋を伸ばした菜摘を、清貴は微笑みながら見ている。少しは形になっているだろうかと思いつつ、彼にエスコートされて会場に入った。

　レセプションの会場はすでにたくさんの人であふれかえっていた。その中には菜摘でさえ知っているような有名な政治家から、モデルや芸能人などの著名人の顔もちらほらあり、一気におじけづきそうになった。

　しかし及び腰になった菜摘の背中に手を添え、「ほら顔を上げて」と隣にいる清貴が声をかける。

「自信を持って、すごく綺麗だよ」

　清貴は菜摘の耳もとに唇をあてて、彼女にだけ聞こえる声でささやいた。息が耳にかかり思わず体がビクッと反応してしまう。

「ちょ、ちょっと近くない？」

　恥ずかしくて顔に熱が集まる。しかしそんな初々しい反応を彼は楽しんでいるようだった。

「そう？　でも今日は妻を自慢するのが目的だから、このくらいは序の口だろ」

「序の口!?」

　これ以上なにをするのか、彼の顔をまじまじと見つめると、清貴はプッと噴き出す。

「冗談だよ」

「そうだよね、びっくりした」

　菜摘もつられて互いに目を合わせながら笑う。そうしていると少し緊張が解けた。

「安心しろ。いくら菜摘が綺麗だからって、人前ではちゃんと節度を持った態度を取るから。行こう」

「うん」

　清貴が綺麗だと言ってくれて、ほっとした。今日の目的は彼の妻としての役割を果たすこと。しかし周囲の評価だけでなく清貴自身にも認めてもらいたかったので、まずは自分に合格点を出す。

　会場を歩くと、さまざまな相手から声をかけられた。彼の隣でインプットした情報を思い浮かべながら、笑みを浮かべる。

　これまでこういったパーティーにはひとりで参加していた清貴がいきなり妻をつれてきたとあって、皆は彼の隣に立っている菜摘に興味があるようだ。清貴が頃合いを見て紹介した際に、笑顔で挨拶を交わす。

　何人かとやり取りしながら「これが社交というものなのか」とやっと理解し始めた頃、外資系の銀行の人と清貴がその場で話し込んでしまった。

　相手の奥様であろう女性は外国出身のようで、先ほども英語で会話していた。菜摘は少し勇気を出して英語で話しかける。それまでこわばった顏をしていた夫人が表情をやわらげた。

　話のきっかけになったのは、女性がつけていたカメオのブローチだ。それが彼女の夫のカフスボタンとお揃いだったのでその話をすると、うれしそうに結婚記念日に贈られたと話をしてくれた。

　そこからどんどん会話が弾み、清貴たちが難しい話を終えた後は四人で会話を楽しんだ。最後に夫人が少したどたどしい日本語で「ありがとう、菜摘さん」と名前を呼んでもらえるほどだった。

「菜摘、君は案外社交に向いているな」

「そんな……たまたま話が合っただけ。あとは英語がしゃべれたのが大きかったかな」

　英語を生かした仕事に就きたくて、もともと得意だった英語をとくに力を入れて勉強した。結局留学の夢は叶わなかったが、こうやって役に立ってよかった。

「実は海外での事業拡張のためにずっと近づきたいと思っていた相手だったんだ。今日の菜摘は幸運の女神だな」

「大げさだよ」

　喜んでいる清貴はいつになく饒じょう舌ぜつだ。その上手放しで菜摘を褒めるものだから、うれしいけれど照れてしまう。頬を染めて清貴を見つめるその姿は、周囲から見て仲のいい新婚夫婦そのものだろう。

　しかしそれをよく思わない者もいる。ふたりを不服そうに見つめる澪の存在に少し前から気がついていた。彼女は父親のそばで次々に来る客たちに挨拶をしている。

　清貴と菜摘も、やっと人が少なくなった丸森社長のもとへと挨拶に向かった。

「このたびはおめでとうございます」

「あぁ、清貴くん忙しいところよく来てくれたな」

　丸森社長は笑顔で清貴に近づき、彼の背中をポンポンと叩いて親しげに話しかけた。

「お招きいただきありがとうございます。紹介させてください、妻の菜摘です」

　紹介された菜摘は丁寧に頭を下げる。

「はじめまして、加美菜摘です」

「あぁ、美しい人だと聞いていたが、想像以上だ」

　お世辞だとはわかっていても否定されずにほっとした。清貴を見ると彼もうれしそうに笑っている。

「そうでしょう、自慢の妻です」

「ちょっと……やめてよ」

　さすがに人が見ている前でこんなことを言うなんて非常識だと思い、たしなめようとする。しかしその姿さえ仲睦まじく見えるのか、丸森社長は目もとをやわらげた。

「まさかあの堅物の清貴くんが、急に結婚だなんて驚いたよ。いや、でも幸せそうでよかった」

「思いのほか、結婚生活は自分に合っているようです」

　清貴の言葉に、菜摘はそれが本心ならばどれほど喜ばしいことかと思う。

「私にはそうは見えないけど。だって私が清貴くんと結婚するはずだったのに」

「澪、口を慎みなさい」

　丸森社長がたしなめるが、澪はおかまいなしに続ける。

「だって、パパだってそう言っていたじゃない」

「それは、そうなればいいなというただの世間話だろう。いいから静かにしなさい。先日娘が失礼したそうだね、すまなかった。菜摘さん」

「いえ、大丈夫ですので」

　そう伝えるも、澪の顔は怒りに満ちている。

「告げ口したの？」

　ギロリと菜摘を睨んできたが、清貴が厳しい顔で澪を見すえる。

「俺が言ったんだ。大人の事情に子どもが口出ししてきたから、保護者に事実を伝えただけだ」

「子ども？　私がっ？」

「そうだろう。人の家庭に口出しした上に、彼女に飲み物までぶちまけてたそうじゃないか。自分の意見が通らずに癇かん癪しゃくを起こすのは子どもがすることだ」

「ひどい……」

　さっき菜摘を睨んでいた顔とは打って変わって、上目遣いで目を潤ませる。それだけ見ていると思わず庇ひ護ご欲をかき立てられそうだ。

「泣いて済まされることじゃない」

　バッサリ切り捨てた清貴の腕を菜摘が取って、これ以上はなにも言わないようにと止める。

「清貴くんなんて、嫌い」

「あぁ、嫌いでかまわない。二度と妻に近づかないでくれ」

　丸森社長の前だというのに、容赦なく言う清貴にひやひやする。

　澪は目に涙をためたまま、急に走り出して会場の外に出ていった。

「あっ……」

　引き留めなくていいのかと思うが、清貴は丸森社長と話を続けている。

「このような場で失礼しました」

「いや、澪はワガママに育てすぎたから君からはっきり言ってもらって助かったよ。これで清貴くん離れできるだろう」

「そうだといいのですが……」

　丸森社長は菜摘の方を見てもう一度頭を下げた。

「娘がすまなかった。本来ならば本人が謝るべきなのだろうが、もう少し時間がかかりそうだ」

「あの、本当にもう大丈夫ですので」

「そう言ってくれると救われるよ。今日はわざわざパーティーに来ていただきありがとう」

「いえ、ますますのご発展をお祈りしております」

　頭を下げて丸森社長のもとを離れる。

「さて用事も終わったし、さっさと帰るか」

　清貴とともに会場を後にしようと歩き始めると、次々とふたりの周りに人が集まった。新妻を連れて参加している清貴が珍しいのだろう。

　いつもなら軽くあしらってその場を去る清貴だが、今日は菜摘を周囲に紹介する目的がある。それを果たすべく、これまでになくたっぷりと社交の時間を取った。




　それなりの時間をかけて周囲と話し終えたふたりは、ようやく帰りの車に乗り込んだ。菜摘は慣れない場所にぐったりとしていたが、やりきったという達成感で心地よさを感じていた。しかし気になることがあり清貴に尋ねる。

「私、今日ちゃんと清貴の奥さんできてた？」

「なんだ、いきなり。周りの様子を見ていてわかっただろ。もしかして初日に俺が言った言葉をまだ気にしているのか？」

　――『これからは、俺の妻なんだ。きちんとしてもらわないと困る』

　菜摘が小さくうなずくと、清貴は真面目な表情で彼女を見つめる。

「誇らしかったよ。ひとりで行くと億おっ劫くうで仕方なかったのに、菜摘が隣にいてくれるだけでずいぶん違った。助かった、ありがとう」

　清貴に認められ、菜摘の心に甘い喜びが広がった。すると突然清貴に引き寄せられ、こめかみにキスを落とされる。

　菜摘はあまりに突然でびっくりして目を見開いたが、清貴もまた自分の行動に驚いたのか、顔を背けた。

「すまない……つい」

「ううん、平気」

　互いに目を泳がせ、気まずい雰囲気が流れる。少し頬を熱くしながら外を見ていると、ふと澪と会ったカフェが目に入り、今日の彼女の姿が思い浮かんだ。

「澪さん、大丈夫かな」

「いつまでも子どもでいられないんだから、今回がいい機会だったんだ。人に迷惑をかけたらどうなるか、理解しないといけない」

「それはそうだけど……」

　ほかの人ならまだしも、憧れを抱いている清貴から公衆の面前でああいったことを言われて、傷ついているかもしれない。

「俺は、自分の妻が邪険にされて黙っていられるような人間じゃない。それだけだから菜摘は気にしなくていい」

「うん……わかった」

　その言葉に、我に返った。彼は菜摘のためにあの行動を取ったわけではない。〝彼の妻〟のためにそうしたのだと、釘を刺された気がしたからだ。

　自分の気持ちが彼にあるから、ついいいように解釈しそうになる。

（変に期待しないように、気をつけなくちゃ）

　菜摘は気持ちを新たに、清貴の方を見る。

「どうかしたのか？」

「ううん、なんでもない。今日は疲れちゃった」

「そうか、家までもう少しかかる。起こすから眠っていればいい」

　清貴が菜摘を優しく抱き寄せた。彼の肩に頭をのせ、それに甘えてゆっくりと目をつむる。

（こんなに大切にされているんだから、十分じゃない）

　菜摘は自分にそう言い聞かせて、彼の体温を感じながらゆっくりと目を閉じた。




　穏やかに日常は過ぎていった。とはいっても忙しい清貴は海外出張が多く、家には不在がち。国内にいる場合も帰宅が遅く、顔を合わせない日が続くこともあったが、最近会ってないなと菜摘が思うタイミングで、彼から電話があったりメッセージが送られてきたりする。

　彼なりの気遣いに支えられながら、一緒に食事ができる日は少し手の込んだ手料理を振る舞ったり、家で快適に過ごせるように整えたりしていた。

　互いにこの生活がうまくいくように努力して、ふたりの夫婦の形がなんとなくだができてきていた。

　ただ気になるのは、肝心の後継ぎについてだ。結婚をしたのが五月。それから毎月、妊娠できそうなときには寝室をともにしているけれど、それらしい兆候はなかった。

　簡単に妊娠するとは思っていないが、彼の結婚の目的が後継ぎなので、毎月妊娠できていないとわかった日には残念に思ってしまう。

　それは菜摘自身、彼の子を身ごもりたいと思っているからにほかならないのだけれど、その気持ちはきっと独りよがりのものだろう。

　その証拠に、清貴は普段は優しい夫であるけれど、決して〝その日〟以外は菜摘と寝室をともにしようとはしなかった。五カ月間、ただの一度もだ。

　それだけがすべてではないとわかっているけれど、やはり自分たちが普通の夫婦関係でないのだと思い知る。

　そんな十月の秋晴れのある日。

　今日も清貴は出張で不在にしていて、帰宅は明日の予定だ。

　昼休みにふとスマートフォンを見ると、メッセージが届いていた。清貴からかもしれないと胸を弾ませたが、相手はいとこである賢哉の恋人、桃子だった。

【菜摘ちゃん、お誕生日おめでとう。今度お祝いさせてね】

　ちゃんと覚えていてくれてありがたいと思いつつ、ちょっとがっかりしてしまって申し訳なく感じる。

　お礼の返信をしながら、清貴から菜摘の誕生日についてのなにかしらの連絡があるのではないかと期待していた自分が恥ずかしくなる。

（普通の夫婦じゃないから仕方ない。そこまで期待したら申し訳ないもの）

　おそらく菜摘が伝えれば、清貴は祝ってくれるに違いない。しかしそれでは寂しい。ワガママだとわかっていても正直な気持ちだった。

　今夜彼は出張でいないので、ちょうど職場の人に誘われた飲み会に参加する予定にしていた。清貴にも報告している。

　会えないのに報告が必要かと言われればそうではないのだろうけれど、一応夫婦なので予定は伝えておいた方がいいに決まっている。

（まぁでも、今日は会えなくてよかったのかも）

　今日はちょうど夜を一緒に過ごす日だ。ただ、誕生日なのに義務感で抱かれるのにはやはり抵抗があった。完全に菜摘の気持ちの問題なので拒めないが、気持ちの問題だからこそ難しいのだ。

　彼と夜を過ごすのは、菜摘にとって心と体すべてを使って受け入れることだから。

　少ししんみりしながらも、仕事を終えて職場の飲み会に参加した。

　同僚は皆、菜摘が派遣社員だからといって区別などせず、仲間として扱ってくれる。よってプライベートの話もするので、話題は菜摘の結婚生活にも及んだ。

　事の経緯をすべて話すわけにはいかずごまかしながらだが、お酒を飲んで彼の話をしたせいか、少し恋しくなった。

（気を紛らわせるためだったのに、逆効果になっちゃった）

　ほろ酔いの菜摘は、これからカラオケに行くという同僚と別れて、ひとり誰もいないマンションに帰る。

　胸の中にある恋しさは、誰かと一緒にいてもなくならないと自覚したからだ。想いを寄せる相手、清貴以外とは。

　電車に乗っていつもと変わらない道を通り、マンションに戻った。鍵を開け中に入り手を洗ってからキッチンに直行する。喉が渇いたから水を飲もうと冷蔵庫を開けた。

「え、なにこれ……」

　冷蔵庫のど真ん中に、朝はなかったチョコレート色の箱がある。ゆっくりと取り出して蓋を開けると、バースデープレートのついた大きなケーキが入っていた。

「誕生日だろう、今日」

「きゃあ！」

　背後からいきなり話しかけらえて、慌ててケーキを落としそうになった。

「おっと、気をつけて」

　声の主である清貴が手を伸ばして、傾きかけたケーキの箱を救ってくれる。

「あ、ありがとう。っていうか、帰ってきてたんだ？」

「ああ。予定より早く仕事が終わったからな」

「あの……覚えていたの？　私の誕生日」

「もちろん。忘れるわけないだろう」

　あたり前のように言う清貴だが、菜摘にとってそれがどれだけうれしいか、彼はわかっているのだろうか。

　胸がぎゅっとなって苦しい。いつも心の内にとどめている彼への恋心があふれ出しそうになるのを、じっと我慢する。

「清貴、ありがとう」

　泣きそうになるのをじっと耐えたせいで、笑顔だが目が少し潤んでいる。

「本当はちゃんと祝ってやりたかったんだけど、出張が重なってケーキだけになった。すまない」

「ううん、本当にうれしいの！」

　彼が覚えていてくれた事実が、なによりもうれしい。盛大なパーティーじゃなくても、こうしてそばにいてくれる今が菜摘にとって一番大切なのだ。

「びっくりさせようと思ったんだが、大成功だな」

　ふたりで持っていたケーキの箱を、清貴がひとりで持つ。菜摘は両手が自由になると同時に彼に飛びついた。

「本当に、ありがとう」

「え、あ、いや……おっと」

　今度は動揺した彼がケーキの箱を落としそうになり、ふたりして慌てて手を添えた直後、見つめ合う。

　そしてどちらからともなく噴き出し、声をあげて笑った。

「このままじゃいつか落としそうだから、さっさと食べよう」

　清貴の提案にうなずくと、彼はカトラリーとともに冷蔵庫から冷やしていたシャンパンも取り出す。

「ぎりぎり日付が変わる前だな」

　時刻は二十三時を回っていた。

　ふと見ると、リビングのチェストの大きな花瓶には大量のバラの花が生けられている。

「もしかして、あれも？」

　美しいバラに釘づけになっていた視線を彼に向ける。すると清貴ははにかんだような笑顔を見せた。

「あぁ、今日は飲み会だって言っていたから、とりあえずケーキと花だけ。それに俺もちゃんと仕事が片づくのか微妙だったからな。また今度きちんと祝おう」

「仕事すごく忙しそうだったのに、ありがとう」

　以前の菜摘なら申し訳なさから『ごめんなさい』と言うところだった。しかし清貴は謝罪よりも『ありがとう』の言葉を喜ぶ。

　結婚して五カ月間、彼がそう望んできたので日頃からできるだけ感謝の言葉を選んできた。そして今日はいつも以上に心を込めて謝意を伝えた。

「ほら、座って」

　ダイニングテーブルにのせられた彼が選んだケーキは、フルーツがたっぷりのタルトだ。菜摘がケーキよりもタルトが好きだということもちゃんと覚えていたのだ。

　そういえば加美家に招待されたときにも、フルーツタルトが用意されていた。緊張していて気がつかなかったが、もしかしたら清貴が伝えていてくれたのかもしれない。

　タルトの上に清貴が細いろうそくを立てていく。そして明かりを消し「どうぞ」と吹き消すように促した。

　菜摘は息を吸い込み、小さな頃からの習慣で願い事を頭の中に思い浮かべる。

（好きになってほしいなんて贅ぜい沢たくは言わない。でもこうやって清貴と夫婦として穏やかな時間が過ごせますように）

　彼との時間以外、願い事なんてなかった。熱心に心の中で唱え、一気にろうそくを消した。

「誕生日、おめでとう。菜摘」

「ありがとう」

　お礼を言い微笑むと、清貴が明かりをつけた。

「さっそく食べようか」

「うん」

　清貴がよく冷えたシャンパンをフルートグラスに注いでくれた。少しピンクがかったロゼ。ふたりで乾杯をして口に運ぶと、シュワシュワとした心地よい刺激が喉を通過していく。

「おいしい。いくらでも飲めそう」

「でも、今日は飲んできたんだろ？　また準備しておくからほどほどにな」

「うん。清貴が待っているってわかったら、飲み会なんて参加しなかったのに」

　思わず本音が漏れた。でもこのくらいは許されるだろう。

「職場のコミュニケーションも大切だろ。俺にはいつでも会えるし」

「たしかにそうだけど……」

（そうだけど、そうじゃないのに）

　今日という特別な日だからこそ、清貴と一緒にいたかった。

　しかしそれを伝えると、菜摘は彼が求めている妻ではなくなってしまう。

　清貴の妻の条件は、ゆくゆくは加美電機の後を継ぐ彼の隣にいても恥ずかしくない女性だ。多くを求めてはいけない。そして彼の子を産み、育てることができる女性。

（愛してほしいなんて最大のワガママだもの）

　誕生日を覚えていて、こうして祝ってくれる。大切にされているのだから、満足するべきなのだ。

　いろいろと考えてしまいそうだったので、あえて話を自分から変えた。

「このタルトすごくおいしい！　どこのだろう、今度行って……あっ」

　フォークに刺していたブドウがコロンと転げ落ちた。

「なんだ、そそっかしいな。そうだ、昔みたいに俺が食べさせてやる」

　清貴が落ちたブドウを拾いながら思わぬ発言をしたので、菜摘は慌てる。

「いいよ、大丈夫だから！」

　断ったけれど、その慌てぶりが清貴のスイッチを入れたのか、彼は「いいからいいから」と押しきって菜摘のフォークを取り上げた。そしてすぐにカスタードクリームのついたタルトを口に運んでくる。

　目の前まで持ってこられたら拒めずに、口を開くとフォークが差し込まれた。サクッとした生地とクリームの甘さが口の中に広がる。

「うまいか？」

「うん」

　おいしいけれど、正直タルトを味わうよりも、彼に食べさせてもらっているドキドキの方が大きい。

「昔もこうやって食べさせたな、懐かしい」

　菜摘に次のタルトを運びながら、やわらかな笑みを浮かべる清貴を見て、彼の中でも昔のふたりの思い出は嫌なものではないのだと思うとほっとした。

　菜摘が壊してしまった恋だけれど。いや、壊してしまったがゆえに、彼が過去をどう思っているのか気になっていたのだ。

　だから今、彼の表情を見てこんなにもほっとしている。

「菜摘。ここついてる」

　考え事をしていると彼の手が伸びてきて、親指が唇を拭った。その指を目の前に出されると、クリームがついていた。

「子どもみたいだな」

　そう言いながら彼がそれをペロッとなめる。

「あっ、それ私の――」

「なんだ。別にそのくらい気にする必要ないだろう」

「そうなんだけど、なんだか恥ずかしくて」

　目を合わせずに伏せていると、清貴が近づいてきて菜摘をクンクンと嗅いだ。

「な、なに？」

「いや、たばこの匂い。それに男物の香水の匂いがするな」

　目を細めて不機嫌そうにする清貴。思いあたる節があるので説明する。

「今日はずっと男性の隣の席だったし、帰りに外でたばこを吸っている人がいたから匂いが移ったのかも」

「ほかの男の匂いだと？　これは容認できない」

「ごめん、シャワー浴びてくる」

　彼を不快な気持ちにさせてしまったかと焦り、急いで立ち上がった菜摘だったが、勢いをつけすぎたのかその場でよろめく。

「おっと、大丈夫なのか。酔いが回ったか？」

「平気」

　実際アルコールに弱いわけではない。会社の飲み会でもそんなにたくさん飲んでいない。ただ本当によろけただけだったのだが。

「え、待って！　きゃあ」

　座っていたはずの清貴が立ち上がり、そのまま菜摘を抱き上げた。

「ど、ど、どうして!?」

「酔って風呂は危ないだろう。だから俺が一緒に入ってやる」

「無理無理無理無理、なに言っているの？」

「なにって、言葉の通りだが。あれ以上説明のしようがない。それに風呂に一緒に入るなんて、初めてじゃないだろう？」

「それはそうだけど！　ダメ、ひとりで入れるから」

　たしかに彼の言う通りで、何度か一緒にお風呂に入った。しかしそれは付き合っていた頃、菜摘がまだ大学生時代のことで、今とは状況も立場も違う。

　足をばたつかせて抵抗してみるが、清貴はびくともしない。それどころか楽しんでいるようにさえ見えた。

「今日は誕生日だろ。これもプレゼントだ」

「そんなプレゼント聞いたことない」

　まだ反論する菜摘だったが、清貴は聞く耳を完全にどこかに捨ててしまったようでそのままバスルームまで突入する。

「脱がないなら、そのままシャワーを浴びるか？」

　この様子では彼はあきらめるつもりはないらしい。言いだしたら聞かないところは昔から変わらない。

「はぁ、もう。わかった」

　結局こうやって降参するしかない。あきらめた菜摘を見て、清貴は満足そうな笑みを漏らし自らも服を脱ぎ捨てた。

　菜摘はとてもじゃないが彼のように豪快に脱ぎ捨てられずに、壁の方を向きできるだけ見られないようおもむろに脱いでいく。

「悠長に脱いでたら夜が明ける」

　菜摘の動きに痺れを切らしたのか、清貴はそう言うと背後から手を伸ばしてきて、菜摘の服を脱がしてランドリールームに放り投げる。それは抵抗を許す間もないほどあっという間の出来事で、すぐに生まれたままの姿になった菜摘は気がつけば彼とともに熱いシャワーの下にいた。

「強引なんだから」

　これくらいの不満は許されるだろう。現に彼はひとつも気にしていない。むしろどこか楽しんでいるように、昨日までバスルームになかったボトルを手にした。

「この香りって……」

　それは七年前、清貴が菜摘にプレゼントした香水と同じシリーズのシャワージェルだった。

「これもプレゼントのひとつ。あの頃、この匂いがする菜摘が好きだった」

（だった……か）

　過去形の言葉に小さく傷つくも、またもや彼の記憶の中の自分に助けられた。せめていい思い出だけは壊さないようにしたいと思っていると、ジェルをつけた彼の手が素肌をすべっていく。

「き、清貴！　さすがに体は自分で」

「ダメだ。こうやって体を洗うのもプレゼントだから」

「私が酔っているからじゃなかったの？」

　その流れで一緒にバスルームを使う話になったはずだ。

「そうだったか？　忘れた」

　完全にとぼけるつもりだ。菜摘がまだ指摘を続けようとしたけれど、清貴のいたずらな手がそれを許してくれない。

「いいから、黙って。いい匂いのする菜摘になろう」

　大きな手のひらが素肌の上をすべっていく。体を洗っているというのは建前かと思うほど清貴の手は菜摘を翻弄して、難しいことをいっさい考えさせないようにした。

　体がどんどん火ほ照てっていく。アルコールで熱くなったときの比ではない。体の奥から湧き出るような甘い熱に、菜摘は立っていられなくなって壁に手をついた。

　しかしその体勢が余計に清貴を煽あおった。彼の手はますます縦横無尽に、かつ的確に菜摘を刺激した。その上耳もとに寄せられた唇からは熱い吐息が漏れ、菜摘の体の芯が震える。

（なに、これ……もう……私）

　そういう行為をしているわけではないにもかかわらず、体はすでに彼を欲している。しかしそれを自分から言いだせない。

「気持ちいい？」

　甘い声で聞かれて、うんうんと思わずうなずいてしまった。

「そう、じゃあもっとしようか」

　清貴の言葉に、菜摘の理性は吹き飛んだ。もう一度うなずいて振り向くと視線が絡んだ。情欲の満ちた彼の視線に射貫かれ体の奥から熱いものがあふれ出し、頭の中は彼でいっぱいになる。

「清……貴……もう、私」

　ねだるような声が出たが、自分ではどうしようもない。

「なにも考えずに、全部俺に預けて」

　清貴は熱のこもった声でそう紡ぎ、菜摘の唇をふさいだ。

　菜摘にはそこからの鮮明な記憶がない。感情と体を彼の手によって熱くとろけさせられた。

　気がついたときにはぐったりとした体で、彼に抱かれたまま湯船に浸かっていた。

　ほんのり自分の醜態を思い出しては、恥ずかしさからうつむいている。できれば湯の中に顔をつけてしまって、彼から見えなくしたい。

　前後不覚になにも考えず彼にすべてを委ねていた。今になってみれば恥ずかしいことこの上ない。

　しかし清貴は菜摘の気持ちなど意に介さずといった具合で、ますます彼女に回した手に力を込めて素肌を密着させる。

「どうだった？　俺のプレゼント」

「うっ……し、知らないっ」

　背中から感じる彼の体温。それだけでも十分恥ずかしいのに、さらに煽るようなセリフを言う彼にどう答えていいのかわからない。そんな戸惑う菜摘をよそに、清貴は小さく笑い声をあげた。




　ふたりしてバスルームを後にして寝室に向かう。

　寝室でも清貴は「今日は誕生日だから」とかいがいしく菜摘の世話をした。髪を乾かし、先ほどのボディジェルと同じシリーズのクリームで菜摘の足をマッサージして、丁寧に髪をとかしてくれる。

　至れり尽くせりで申し訳ないほどだ。しかし菜摘が気になっているのは、今日はふたりにとって結婚の条件のひとつである〝約束〟の日であるということだ。

　この雰囲気だときっと一緒にベッドに向かうだろう。もともと約束の日だから問題があるわけではない。しかし彼にとっては義務の一環だ。

　今菜摘はすごく幸せな気分でいる。それは彼が夫として、妻としての菜摘の誕生日をねぎらってくれているからだ。

　そしてこのままふたりは夫婦としての義務をベッドで果たすのだ。

　そう思うと、すべてを虚しく感じてしまった。今日だけは義務を果たしたくない。

　何度も自分に言い聞かせている。愛のない条件つきの結婚だと理解して受け入れた。しかしこういう幸せな時間が恋心を揺さぶって、彼の求める妻でいるべきなのに忘れそうになる。

　結婚の話が出たときの清貴の言葉を思い出す。

『俺にとっての結婚には、愛だの恋だのは必要ないんだ』

　あのときの言葉を忘れてしまえば、彼にわずらわしい思いを抱かせてしまう。実家を救ってくれた彼、そして今までずっと忘れられなかった相手には、そんな気持ちになってほしくない。

「難しい顔して、どうかしたのか？」

　清貴が菜摘の顔を覗き込んできた。

「ううん、なんでもないよ」

　聞かれたとしても答えられるわけがない。菜摘の悩みはこの結婚においてはルール違反のようなものだ。

「そうか。結構時間も遅くなったし寝るか」

　壁にかかっている時計はすでに日付をまたいでいた。菜摘の誕生日は終わったのだ。

（夢のような時間は終わり。私は今からまた妻の役目を果たすの）

　そうやって自分に言い聞かせて、いざなわれるままベッドに潜り込む。

　菜摘が横になったのを確認して清貴は部屋の明かりを消し、ベッドに入ってきた。いつもは自然な流れでそういう行為が始まる。だから今日も同じだと思っていた。

　しかし彼は「おやすみ」と声をかけた後、そのまま目をつむった。

（どういうこと？　しないの？　もしかして忘れてる？）

　予想外の展開に、頭の中でさまざまな理由を考える。しかしどれもしっくりこなくて、かといって眠れるわけもなく、菜摘は身じろぎや寝返りを繰り返す。

「眠れないのか？」

　さすがに隣の清貴も気がついたようだ。

「ごめんね、起こした？」

「いや、まだ寝てない。それよりもどうかしたのか？」

　清貴に聞かれて、理由を言うかどうか迷った。しかしこのままではどうにも眠れそうにないので、勢いに任せて尋ねた。

「あの……今日は……その、あの、しないのかなって。もしかして忘れてる？」

　羞恥心に耐えて聞いてみたけれど、恥ずかしくて目があちこち泳ぐ。これでは菜摘がすごく期待しているように聞こえそうだったからだ。

「ああ、そのことか」

　彼も忘れていたわけではないようだ。

「今日は菜摘の誕生日だ。こんな日まで義務を果たそうとしなくていい。俺にだってそのくらいの優しさはある」

　彼も気を使ってくれていたのだ。その気持ちを素直にありがたいと思うと同時に、やはりふたりで抱き合う行為は義務だと彼も認識しているのがわかって落ち込んだ。

（優しさが逆に悲しいなんて、なんだか切ないな）

　誕生日くらい義務の行為はしたくないと思っていたのは事実なのに、清貴といると自分がどんどんワガママになっていく。本当の気持ちで求めてほしかったなんて、ないものねだりをしているように思えてならない。

（誠実さに感謝しなくちゃ）

「いろいろ考えてくれてありがとう。素敵な誕生日になった」

　シクシクと胸が痛む。しかし清貴が菜摘を心から祝ってくれたのは事実だ。それだけでも贅沢なのだからと、改めて彼に感謝する。

「ほら、もう遅い時間だから目をつむって」

　清貴はそう言い、菜摘の体に布団をかけてその上から軽く抱きしめてきた。

　心地よい彼の重みで、菜摘はやっと眠気を感じ始める。

　そして眠りにつきながら、ろうそくを消しつつかけた願い事を訂正する。

（目が覚めたら、少しだけでも彼が私を好きになってくれていますように）

　誕生日の日くらい、自分の思うままに願いたかった。

　菜摘の正直な願いは、ただそれだけだった。










第六章　終わりのとき




　冬が近づくにつれて、ふたりの仲も少しずつ変化があった。

　もとからなるべく朝食は一緒に食べるようにしていたが、それに加えて夜もできるだけ同じテーブルに着くようになった。

　これまで外食が多かった清貴が、菜摘の素朴な手料理を気に入ったようで、菜摘は彼の喜ぶ顔見たさに手料理を作り、清貴もまたそれに応えるように彼女の料理の腕を褒めた。

　月に数回はデートをし、時には日帰り旅行と称して車でドライブに出かけた。

　そしてなによりも自分が清貴の妻だと実感したのは、ふたりで結婚式の準備をしているときだった。

　清貴は常に国内外を飛び回っており、相変わらず忙しくしている。そのため打ち合わせや準備に関しては菜摘がひとりで行っていた。それでも清貴は相談すれば時間を取ってくれるし、招待客のリストアップなどは早々に終わらせてくれた。

　菜摘がうれしかったのは、ウエディングドレスを決めるとき『俺が一番に見たいから』と言って忙しい仕事の合間に付き合ってくれたのだ。悩む菜摘を急かさず、むしろあれこれ試着しろと勧めるほどだった。

　そういう気遣いを忘れないでいてくれるおかげで、菜摘は結婚式の準備も楽しくできていた。

　ふたりで衣装を身に着けてポラロイドカメラで撮った写真は、毎日こっそり見るほど気に入っていた。

　夫は妻を気遣い、妻もまた夫のために尽くしている。

　はたから見れば完璧な夫婦そのものだった。

　しかし変わらないこともあった。ふたりの寝室は別々だし、そういう行為も子どもができやすい日に限られていた。

　それどころか以前は状況に応じて手をつないだり、清貴が戯れで菜摘をからかうために軽くキスをしたりしていたのに、そういった行為がいっさいなくなっていた。

　しかしふたりの距離が広がったというわけではなく、普段の態度はどんどん優しくなっているせいで、余計にそこが気になってしまう。とはいえ、ふたりの関係は〝夫婦としては〟安定しつつあった。

　少しの不安を抱きつつも穏やかな日々を送っていたとき、菜摘にうれしい知らせが入った。

　賢哉と桃子の間に子どもができたと連絡があったのだ。加美電機の子会社となり宮城鉄工の経営が安定したタイミングで、ふたりはすでに結婚して夫婦になっていた。

　桃子から送られてきたメッセージには、画像が添付されている。それはエコー写真だった。

「小さい……これが赤ちゃんになるんだ」

　心音が確認されたばかりで、まだ袋のような赤ちゃん。ここから大きくなるとは、なんて神秘的なのだろうか。

　新しい命が大好きな人のもとに宿ったのは大変喜ばしい。しかし菜摘はまだ妊娠できていない自分に、ここのところ胸を痛めている。

　時間はどんどん過ぎている。普通の夫婦ならまだ結婚したばかりだからそこまで気をもむ必要はないだろうが、菜摘と清貴夫婦は違う。

　義父の引退まで一年半を切っている。せめて妊娠だけでもという思いが日々菜摘を焦らせた。

　なぜなら、彼女が清貴の妻でいる一番の目的はそこにあるのだから。

（検査……してみようかな）

　なにもせずに待っていても仕方ない。しかしこれまであまり産婦人科に足を踏み入れた経験のない菜摘にとっては、なかなかにハードルが高い。できれば知人が通っている病院がいいと思い、桃子のかかりつけ医を紹介してもらった。

　幸いなことに不妊治療にも力を入れている病院だったので、安心して検査を受けられた。

　そして菜摘は桃子に連絡をし、次の検診のときに一緒に産婦人科に行きたいと言って約束を取りつけた。その頃になれば結果が出ている。もしも検査結果が思わしくなかった場合、なにかと相談に乗ってもらえると思ったからだ。

　そうして三週間ほど経ち、菜摘は産婦人科に桃子と賢哉と一緒に訪れた。

　今日はせっかくなので一日有休を取り、診察が終わった後は加美家を訪問して義母に衣装合わせで撮った写真を見せる予定になっている。

　念のためと軽い気持ちで受けた検査結果を聞くため、菜摘は診察室へと呼ばれた。

　けれど検査結果の書いた紙を前に、菜摘は悲壮感漂う表情になる。

「妊娠できない……？」

「誤解しないでください。できないわけじゃないです。ただ、今のこの数値だけで判断すると非常にできづらい体質だと示されています」

（そんなの、できないって言われているのと一緒じゃない）

　その後、医師は治療方針が書かれた用紙を見せながら説明してくれた。菜摘がショックで話をきちんと聞いていなかったからかもしれない。

　子どもができて喜んでいる賢哉や桃子には知らせづらいと思っていたが、表情ですべてばれてしまった。桃子は必死になって慰める。

「ほらまだできないって決まったわけじゃないし、それに子どもがいなくても幸せな夫婦はたくさんいるじゃない」

　桃子の言う通りだ。しかしそれは普通の夫婦ならば、の話だ。

　菜摘たちは跡取りをもうけることを条件に結婚している。だからそれができないとなれば、結婚を継続する理由がない。

「うん、ありがとう」

　しかしそれを伝えられない。賢哉も桃子も、菜摘と清貴が交わした結婚前の取引を知らないのだから。できる限り笑みを浮かべてふたりを安心させた。

「送っていこうか？」

　菜摘がショックを受けているのを知り、それでもなお加美家に顔を出すという彼女を心配して賢哉が顔を覗き込む。

「ううん、平気。それよりも、桃ちゃんを早く家でゆっくりさせてあげて」

「……わかったよ。菜摘も気をつけて」

　賢哉は付き合いの長い菜摘をよく理解している。今はひとりになりたいという彼女の気持ちを察してくれたのだろう。

　ふたりと別れて駅前でタクシーを拾う。行き先を告げ、菜摘はタクシーの窓から今にも雨が降りだしそうなどんよりとした空を眺めた。

（もし、私が言わなければこのまま夫婦でいられる？）

　一瞬卑ひ怯きょうな考えが頭をよぎる。しかしそんな自分勝手が許されないというのも同時にわかっていた。

　清貴は跡取りとしてのプレッシャーに耐えながら、それでも加美電機のために毎日奔走している。それは単に地位が欲しいからではない。自分ならば、祖父が作り父が守った加美電機を発展させる自信があるからだ。そしてその自信を手にするために、彼はなみなみならぬ努力を重ねてきた。

　学生のときからどれだけ加美電機と向き合ってきたのか、菜摘は知っている。

　だからこそこんな、愛のない結婚さえも受け入れたのだ。

（それなのに……子どもができないなんて）

　彼が父親の後を継ぐには、実子がいるのが条件だ。しかし菜摘ではそれが果たせないとわかった以上、早めに彼のもとから去らなくてはいけない。

　頭ではわかっているけれど、簡単に決心できそうにない。それだけ結婚してからの七カ月間は菜摘にとって幸せだったのだ。

　条件があって夫婦になったとしても、菜摘にとっては好きな人と過ごせた大切な時間。それを失うつらさに耐えられない。

　自分の弱さと卑怯さにあきれているうちに、タクシーが加美家に到着した。

　暗い顔をしているとなにかあったのかと心配させると思い、タクシーから降りるときに必死になって気持ちを切り替えた。

　いつも通り義母の祥子が菜摘を笑顔で出迎えた。月に一度くらい訪問する菜摘を『娘がずっと欲しかったの！』と本当に大切にしてくれる。上品だがウィットに富んだ会話をする祥子に、菜摘は信頼と尊敬を寄せている。

　今日は義父である秀夫は仕事で留守なので、祥子とふたりでお茶をする予定になっていた。

　加美家のサンルームからは立派な庭が見える。初夏にかけてはバラが楽しめるそうだ。今の時期は木々の葉が落ちて少し寂しいが、鉢植えのビオラがそれらを補うように彩りを添えていた。

　外は寒いが晴れていて、サンルームには太陽の光が燦燦と降り注いでいる。明るい部屋に通されて、祥子お手製のマドレーヌを口にすると、ざわついていた心が落ち着いた。

「あらあら、本当に素敵。こっちのドレスもいいけど、こっちも似合ってるわぁ。いいわね、いいわね」

　先日撮った衣装合わせのポラロイドの写真や、スマートフォンで撮影した画像を見せると、祥子は声をあげてべた褒めした。

「お義母様はどれがいいですか？」

　菜摘が尋ねたのだが、祥子は人さし指を左右に動かしてチッチッと芝居がかった動きをする。

「こういうのは姑に聞くものじゃないわ。自分が気に入ったものかパートナーが気に入ったものにするべきよ。あくまで主役はふたりなんだから」

「でも、会社関係の方や親戚の方もたくさんいらっしゃると聞いて――」

「菜摘さん、その考えはよくないわ」

「お義母様……」

　優しい口調だが、祥子がはっきりと菜摘に伝える。

「あなたは加美家に嫁いだのではなくて、清貴の妻になったの。これまで加美の家がどうだったかなんて関係ないし、心配しなくていいわ。そんなの私が黙らせちゃう」

　うふふとかわいらしく笑う祥子だったが、その言葉は力強かった。

「でも私、ただでさえなんの取り柄もなくて」

「あらあら、ダメダメ」

　菜摘のネガティブな言葉を祥子は頭から否定する。

「堅物の清貴を落としたんだから、それだけでも偉大なる取り柄よ。それに私もあなたのその気遣いのできるところや、やわらかい雰囲気が大好きなの。マナーや社交なんて後からどうにでもなるから、それよりも清貴と仲よくすることだけ考えなさい」

（仲よくする……か）

　実際にふたりは表面上うまくいっている。最初に契約結婚を申し込まれたときのような強引さは清貴にないし、菜摘も彼に対して当初持っていた反抗的な気持ちもない。互いに一緒に暮らす夫婦として信頼関係ができてきたと思う。

　しかし祥子が言っている〝仲よく〟は、おそらく今の自分たちのようなうわべだけの関係を言っているわけではない。深い愛情で結ばれているかどうかということだろう。祥子は婚姻においてそれを大切に思っているようだ。

（私、お義母様も裏切ってるんだな）

　そんな考えが頭をよぎる。

　結婚して七カ月、表面上はうまくいっているように見えて、いろいろとほころびが見え始めてきた。

　明るく振る舞おうと思っていたにもかかわらず、様々な出来事が心を重くしていて、それが表情にも表れていたようだ。

「菜摘さん、大丈夫？　あんまりいろいろ考えすぎないで」

「はい、すみません」

　笑ってみせたが、祥子は菜摘がなにかに悩んでいるのに気がついていたのだろう。しかし深追いはせずに、うまく気分転換するよう促してくれる。

「ねぇ、今日もまた張りきってお菓子作りすぎちゃったの。持って帰ってちょうだい。ラッピング手伝ってくれるかしら？」

「はい、ぜひ」

　菜摘は祥子の後に続いてキッチンへ向かった。

　加美家の台所は、キッチンというよりも厨ちゅう房ぼうと言った方がいいくらい設備が整っている。普段は専属の料理人が常駐しているが、祥子も料理が好きでよく台所に立つらしい。

　手際よくラッピングしている姿はプロ顔負けだ。

「この間教えてもらったレシピでハンバーグ作ったら、清貴さん三つも食べたんです」

「あらあら、昔からあのハンバーグ好きだったから。菜摘さんの口には合ったかしら？」

「えぇ、もちろん。まさか隠し味が味噌とマヨネーズだなんて驚きました」

　基本なんでもおいしいと食べてくれる彼だが、やはり懐かしい味には目がないようで、菜摘はたびたび祥子にレシピを尋ねている。

「菜摘さん、夫婦にはいろいろあるの。でもこれまで通り歩み寄る努力をしていたら、大丈夫よ」

（本当に？　愛し合っていない、契約だけの夫婦でも？）

　思わず口にしそうになった。しかしすんでのところで思いとどまる。祥子はなにも知らないのだ。そしてこれから先も知ることはないだろう。菜摘と清貴がどうなったとしても。

「ありがとうございます、お義母様。そろそろお暇いとましますね」

　にっこりと笑みを浮かべたが、あまりうまくいかなかったようで、返ってきた祥子の笑顔もぎこちないものだった。

　綺麗にラッピングされた菓子を手に、バッグを取りにサンルームに戻る。扉を開けた瞬間、中に人がいて驚いた。

「澪さん？」

　彼女は菜摘の置いた荷物のあたりにいた。そしてその手に持っているものを見て、菜摘は血の気が引いた。

「返して」

　彼女のもとに駆け寄って、用紙を取り上げた。それは先ほど病院でもらった検査結果と、今後の治療方針について書かれたものだ。

「あら、野蛮ね。最低」

「最低なのはどっちですか？　人のものを勝手に触るなんて」

　初めて菜摘が怒りをあらわにしたのを見て、澪はおもしろがるように笑う。

「あなたが私に最低なんて言える？　子どもも産めない体で、清貴くんの妻の座に居座るなんて。彼には跡取りが必要なのに、本当に役立たずなのね」

「ひどい……」

　菜摘の努力ではどうにもならない、そして彼女が一番傷つくところをえぐるように鋭い言葉を投げつけてくる。

「ひどいのはどっちよ。清貴くんは知っているの？」

　事実、清貴にこの話を伝えるのをためらっていた菜摘は、彼女の言葉に打ちのめされた。

　澪の言う通りだ。彼になにも知らせずに妻の座に居座ろうなんて、虫がよすぎる。

「……自分で言うから、黙っていてください」

　人づてではなく自分からきっちり話をするつもりだ。けれど事実を告げれば彼とは一緒にいられなくなってしまう。その悲しみに耐えられる自信がない。今も想像しただけで胸が苦しく、涙があふれそうになる。

　まさか七年前のあの苦しみを、もう一度味わうとは思っていなかった。

　けれど跡取りが望めない以上、彼の妻ではいられない。愛する彼のためにできるのは、つらくても彼から離れることだけ。その道を選択する以外は考えられない。

「あら、それが人にものを頼む態度なの？」

　澪の言葉が悔しくて、ぎゅっと唇を噛んだ。

「お願いします。黙っていてください」

　菜摘が深く頭を下げたら、「いい気味」と澪は高笑いした。

　涙がこぼれそうになるのを、必死になって耐える。

「あら、澪ちゃん？」

　背後から祥子の声が聞こえた。

　その瞬間、彼女の顔がにっこりと花開いたように笑う。

「家政婦さんが、おば様がサンルームにいらっしゃるって言っていたから。捜したんですよ、もう」

「あら、ごめんなさいね。なにか約束をしていたかしら？」

　祥子はかばうようにして菜摘の前に出た。おそらく先日のパーティーでの出来事や、菜摘のところへ澪が押しかけた話などを聞いていての行動に違いない。

　しかし澪にはそれが気に入らなかったらしい。

「ちょっとお話をしたかっただけです。また日を改めます」

　笑みを浮かべてはいるが、目は笑っていない。

「菜摘さん、またね。うふふ」

　楽しそうに笑いながら、菜摘の横をすり抜けて帰っていく澪。それを見送った祥子が心配そうに菜摘の顔を覗き込んだ。

「大丈夫？　なにかひどいことされていない？」

「……はい。挨拶をしただけなので」

　菜摘にとって重大な秘密を握られたとは口が裂けても言えない。心配する祥子の顔をしっかりと見る。

　もしかするともう会えないかもしれない。短い間だったけれど、義母として本当によくしてくれた。感傷的になって、思わず涙が滲みそうになる。

「運転手に送らせるわ。それとも清貴に迎えに来させる？」

「いいえ、どちらも結構です。少し寄りたいところがあるので」

「……わかったわ」

　祥子はそれ以上なにも言わず、黙って家政婦とともに菜摘を見送ってくれた。

　加美家の門から出た瞬間、菜摘の目から涙がこぼれ落ちる。とぼとぼと歩きながら、悲しい現実を受け入れなくてはならなかった。

　子どもができない可能性が高い以上、自分が彼といるべきではない。行動は早い方がいい。

　宮城鉄工の経営は軌道にのってきている。賢哉なら堅実にやってくれるだろうし、清貴もさすがにいきなり経営から手を引いたりはしないだろう。

　突然現れた清貴に結婚を申し込まれたとき、戸惑いながらも受け入れたのは相手が彼だったからだ。行き違いで傷つき悲しんだことも、また彼の優しさに喜んだこともある。

　苦手なパーティーもがんばった。それも彼のためだし、その結果褒めてくれたときは本当にうれしかった。私の作った料理をおいしいといって食べてくれ、誕生日だって忘れずに祝ってくれた。

　そして義務だとしても、菜摘との子どもを望んでくれた。

　嫌な思いをしたり、悲しみの涙を流したりしたのに、楽しかったりうれしかったりした出来事ばかりが思い浮かぶ。

（あと少し、幸せな思い出があればこれから先ひとりでも生きていける）

　最後に思い出が欲しい。自分勝手なワガママだとわかっていても、彼との思い出が欲しいのだ。

　泣いている場合ではない。今日は清貴と一緒に食事をする予定になっている。

（最後くらい、楽しんでもいいよね）

　菜摘は涙を拭い顔を上げた。気持ちを固めたら時間があまりないと気がついた。

　できるだけ楽しい夜にしたい。菜摘はそう思い、すぐにタクシーを拾うと自宅近くのスーパーの前で下車した。




　夕食のメニューは彼の好きな、祥子直伝のハンバーグにマカロニサラダ。野菜たっぷりのミネストローネ。どれも彼が褒めてくれたものだ。近くのベーカリーで買った焼きたてのバゲットを切り、テーブルにはフラワーショップの店先で見つけた、少しブラウンがかった落ち着いた色味のバラの花を飾った。冷蔵庫にはシャンパンも冷えている。

　結婚してから習い始めたテーブルセッティングが役に立った。レストランのような料理ではないけれど、少しでも見栄えがよくなればいい。

　それから菜摘は彼が買ってくれたワンピースに着替え、髪をとかして軽く化粧を直した。あまり大げさにすると彼がなにか勘づくかもしれないのであくまでさりげなくだが、それでも綺麗だと思ってもらえるように身なりを整える。

　そうこうしているうちあっという間に清貴が帰ってきて、菜摘は笑顔で彼を出迎えるため玄関に向かう。

「おかえりなさい」

「ただいま……って菜摘、今日はいつもと感じが違うな」

「ふふっ、わかった？」

　ひと目見て気がついてもらえうれしくなって、笑みをこぼした。

（なかなかいいすべり出し。このまま今日は楽しい雰囲気で過ごしたい）

　リビングに入った清貴は、そこでも驚きを見せた。

「なんだ。なにかの記念日だったか？」

「ううん。今日はお休みだったから、少し凝ったことをしたくなっただけなの。でもがんばったから、早く手を洗って座って？」

「ああ、わかったわかった」

　急かす菜摘に、苦笑を浮かべた清貴が着替えに自室へと向かった。その間に菜摘は料理をテーブルに並べてシャンパンを用意した。

　今日だけはなにも考えないで、自分の心に素直になって楽しもう。菜摘は今日の残りの時間を笑顔で過ごすと決めた。

　清貴がダイニングに座り、菜摘の準備した食事を一緒に食べ始める。

「なんだか、俺の好きなものばかりだな。いただきます」

「うまくできてるといいんだけど」

　菜摘の心配をよそに、清貴は次々とテーブルの上の食事を平らげていく。気持ちいいくらいの食べっぷりに、菜摘も食事をしながら笑顔になる。

「うまいよ。この間よりも上手になったんじゃないのか？」

「そうかな？　そうだといいな」

「次はもっとうまくなってるんじゃないのか？」

　菜摘の心に小さな痛みが走る。〝次〟という言葉がこんなにも残酷なものだと、人生で初めて知った。

　彼にハンバーグを作る機会はおそらく二度とない。好きな人に手料理を振る舞い、それを食べてもらう。夫婦としてのあたり前のひとコマが、とても貴重に思えた。

「どうかしたのか？」

「ううん、私も食べよう。いただきます」

　菜摘のグラスに清貴がシャンパンを注いでくれる。

（この味、きっと一生忘れないんだろうな）

　菜摘は食事する清貴の姿を、ありのまま目に焼きつけた。

　食後は祥子の手作りマドレーヌでコーヒーを飲もうと誘うと、清貴もちょうど話があったと言い、ふたりでリビングに並んで座った。

　彼の話の内容が結婚式の招待客のテーブルのことで、菜摘はドキリとする。実は早い方がいいと思い、今日すでに式場には式の中止の連絡を入れていた。あとはキャンセル料を支払うだけになっている。

　しかし最後の夜だという思いが強く、菜摘は言い出さず清貴に話を合わせた。

（ごめんね、ずるくて）

　笑みを浮かべ、心の中で彼に謝罪を繰り返した。




　時間も遅くなったので、順番にバスルームを使う。菜摘が後からお風呂を終えて出る頃、彼は大抵リビングで仕事か読書をしていて、今日もいつもと同じように過ごしていた。

　いつもならここで軽く会話をして『おやすみなさい』で自室に向かう。

　だが今日は違った。菜摘はひとつの決心をしてリビングに立っていた。しかし言葉がなかなか口から出てこず立ち尽くしたままだ。さっきまであれこれとバスルームで考えていた言葉は、実際に清貴の姿が目に入ると途端に引っ込んだ。

　こんなところにただ立ったままじゃ、彼に変に思われる。そう思うと同時に、やはり清貴の方が菜摘の様子がいつもと違うのに気がついた。

「どうかしたのか？」

「あの、えっと……うん。清貴、今忙しい？」

（あくまで自然に、なんでもないように、さらっとよ、さらっと）

　平静を装いながら、心の中では自分に言い聞かせる言葉が洪水のようにあふれかえっている。

「別に、もう寝るだけだけど」

「そう……なんだ」

　ここまできてやっぱり先を継ぐ言葉が出ない。緊張から手をぎゅっと握り、その中はびっしりと汗をかいていた。まともに彼の顔を見られずうつむきがちになる。

「本当にどうしたんだ？　なにがあった？」

　立ち上がった清貴が菜摘の顔を覗き込んだ。

（ここで言わなきゃ、一生後悔する）

　菜摘は意を決し顔を上げて、しっかりと清貴の目を見た。

「今夜、一緒に寝てほしいの」

「えっ？　なんだって――」

「だから今から、ベッドに連れていってほしい」

　はっきりと伝えた。誤解のないような言い方をしたつもりだが、菜摘の突然の発言に、清貴は信じられないのか驚いた顔で戸惑っているのがわかった。

「今夜、俺が菜摘を抱いていいのか？」

　はっきりと確認するように尋ねられて、菜摘はゆっくりとうなずく。

「それって――」

「なにも言わないで。ただ抱いてほしいの」

　ぎゅっと握った拳は力を入れすぎて痛いほどだ。彼がどういう行動を取るのかわからずに怖い。

　笑いながら冗談ととらえるのか、急に色気を出してきた菜摘を冷たい目で見るのか。それとも――。

　うつむいていた菜摘の視界に、清貴の大きな手のひらが見えた。それと同時に体が傾く。

「きゃあ」

　驚きの声をあげた次の瞬間、菜摘は彼に抱き上げられていた。

「清貴？」

「なんだ？　寝室に行きたいんだろ？　それとも早くもおじけづいた？」

　ぶんぶんと頭を振ってぎゅっと彼に抱き着く。彼が望みを叶えてくれるとわかってほっとしたと同時に、ドキドキする。

　ふたりが結婚して初めて、義務ではなく互いの意思でベッドをともにするのだ。菜摘にとってはとても意義のあることだ。

　彼はそのまま菜摘をベッドに下ろして座らせ、彼も隣に座る。ふたり分の体重を受け止めたベッドがギシッと音を立てた。

　清貴の手が伸びてきて、菜摘の頬に触れる。

「誘ってきたのは菜摘だ。だから今日はなにがあってもやめられない。それ、わかってる？」

　清貴の目に熱いものがこもる瞬間を見た。視線だけで菜摘の体の奥に火をつけるほどの強い眼差しだ。

「もちろん、わかってる」

　自分から誘うなんて生まれて初めてだ。だからこそ決心は固い。

「だったら、菜摘からキスして」

　至近距離で放たれた菜摘の覚悟を試すような清貴の言葉に、息をのんだ。

　しかし今日の菜摘は、ここでやめるつもりはない。自分の気持ちをわかってもらうため、清貴の頬に手を伸ばし、間近で彼をずっと見つめる。

　男性にしてはきめ細やかな肌。意志の強そうな眉に、光の加減でわずかに茶色に見える瞳。時に意地悪を言い、時に菜摘を甘やかす形のいい口。

　彼のやわらかい唇に指を這わせる。確かめるように、確認するように。すると待ちきれなかった様子の清貴が口を開き、菜摘の指をなめる。

「あっ……」

「いったいどれだけじらすつもりなんだ」

　獰どう猛もうささえ感じるほどの、情欲に満ちた視線。見つめられるだけで菜摘の体温がどんどん上がっていく。

「そんなつもりはないんだけど……ねぇ、目をつむってくれる？」

　清貴は返事をする代わりにそっと目を閉じた。熱い視線からしばし逃れたら、ドキドキと高鳴るばかりだった心臓が少し落ち着いた気がした。

　しっかりと彼を見つめ、それから唇を近づける。やわらかい唇に自らのそれを押しつけると、彼からもキスが返ってきた。

（私、自分からしたんだ）

　その事実に満足して離れようとする。しかし手をぐいっと掴まれた。驚いている間もないほどすぐに、今度は彼の方からキスがしかけられた。それもさっきとは比べものにならないほどに濃厚なキスだ。

「俺が教えたキスはそんなもんじゃないはずだ」

　射貫くように見つめられて、脳内がくらくらする。すぐに再開されたキスに翻弄される。

「んっ……はぁ」

　角度を変えながら唇が重なり、呼吸の合間に舌がすべり込んでくる。舌をからめとられ上顎をなめられ、夢中になってキスを返す。そのまま押し倒されてベッドに倒れ込んだ。

「自分から言いだしたんだから、せめてこのくらいはしてもらわないと」

　キスを繰り返しながら、パジャマの下の素肌を彼の熱い手のひらがすべっていく。優しく触れられるだけなのに、体中に快感がじわじわと広がっていく。

「初めて菜摘から誘ったんだ。今日は思いきり乱れればいい」

　その宣言通りに、彼は彼自身のすべてを使って菜摘をかわいがった。お互いの吐息や汗が交じり合い、境目がわからなくなる。

　何度も上りつめ、自分の声だと思えないほどの切ない声をあげる。それでも清貴は菜摘を愛する手を緩めなかった。

「菜摘、君が今なにかに悩んでるのはわかる。俺でそれが消せるならいくらでも協力する」

　菜摘は驚いた。清貴は菜摘がなんらかの悩みを抱えているのはわかっていたのだ。しかし無理に聞き出さずに、菜摘の願いを叶えてくれた。

「清貴……」

　彼の名前を呼ぶと同時に、目尻から涙がこぼれた。それにはさすがの清貴も驚いたようだ。

「大丈夫か？」

　慌てて離れようとする彼を、菜摘が引き留める。

「行かないでっ……もっと、愛して」

　これまで一度も口にしなかった本音を彼に伝えた。ベッドの上でのむつごと。そういう形でしか伝えられなかったが、それでも最後に言いたかった。

　義務での夫婦の行為には必要のない〝愛〟という言葉を、今日だけは許してほしかった。

　清貴は菜摘の言葉に、眉間にぎゅっとしわを寄せた。なにかに耐えるようなその表情を見せた後、彼は菜摘の希望に応えるように、それまで以上に熱く激しく彼女を腕に抱いた。

　その日菜摘の最後の記憶は、彼女に向けられる熱がこもった切なそうな清貴の視線だった。




　菜摘が次に目覚めたとき、時刻はまだ午前三時だった。隣にいる清貴は規則正しい寝息を立てている。

　少し伸びた彼の前髪にそっと指を絡め、彼の顔がよく見えるように髪をかき分けた。

　知的で端正な顔立ち。今は無防備に眠っている安らかな顔だ。じっと見つめ、一生忘れないよう脳内に焼きつけていく。

　清貴との思い出はどれひとつとして手放したくない。切実にそう思う。

　明日になれば、菜摘は自分の体のことを告げ彼から離れなくてはならない。優しい彼のことだ、このまま結婚生活を続けてもいいと、もしかしたら言うかもしれない。

　けれどそれは、愛ではなく情だ。

　これまでは自分が彼の役に立つならばという気持ちでそばにいられた。しかしその役目を果たせる可能性が低い今、このままでいたら彼に負担しかかけない自分自身を責めるに違いなかった。

　菜摘がいなければ、彼はまた新しい家族をつくれる。今度は本当に愛し合った相手と家庭を築き、子どもに恵まれるかもしれない。それには菜摘は邪魔だ。

　幸い結婚式もまだしていない。別れるならば早い方がいい。

　自分の中でどうすればいいのかわかっているにもかかわらず、考えただけで胸が引き裂かれるように痛い。

　声を殺して涙を流しながら、彼の胸に額をくっつけた。

（最後だから、本当にこれで最後にするから）

　菜摘はじっとひとり泣きながら夜明けを待った。




　いつの間にか眠っていた菜摘が目を開けると、彼女をじっと見つめている清貴と目が合った。

「おはよう。大丈夫か？　昨日は少し無理をさせたか」

「ううん、頼んだのは私だし」

　明け方まで泣いたせいで確実に目が腫れている。彼の長い指が伸びてきて、慌てて菜摘は距離を取った。

　昨日までと今日からは違う。自分の中できちんと線を引かないと、いつまでも彼に頼ってしまいそうだ。

「先にシャワー浴びて、ご飯作るね」

「あぁ、頼んだ」

　菜摘はベッドから下り、振り返りたくなるのを我慢して、そのままバスルームに向かった。




　シャワーを浴びた後はいつもの朝と変わらない。キッチンに向かって朝食を作り始める。この食事が終わったら彼に別れを切り出すつもりだ。緊張はしているけれど、もしかしたらふたりで過ごす最後の食事になるかもしれないと思い、ちゃんとしたものをテーブルに並べたかった。

「菜摘、なんだこれは」

　そのとき、突然キッチンに清貴が現れた。スマートフォンの画面を見せられ、何事かと覗き込む。

（私と、賢哉くん？）

　どうやら産婦人科から出てきたときに撮られたもののようだ。しかしそこには、一緒にいるはずの桃子の姿は写っていない。

　いったい誰がこんな写真を撮ったのだろうか、なんの目的があるのかもわからなかった。

「これがどうしたの？」

「それは俺が聞いているんだ」

　声を荒らげた清貴に驚いて、菜摘はその場で固まった。こんな形で彼が怒りをあらわにするのは珍しい。

　なぜ彼がこの写真を持っているのか、なぜこんなに怒っているのか、怒りの理由がわからなかった。

　驚きと戸惑いで声も出せずに彼を見つめる。

（もしかして私の体のことを知ってしまったの？）

　今から話そうと思っていたが、事前にそれを知った彼が憤っているのだろうか。

　いやしかし、清貴が菜摘の体質を知ってこんな形で怒りをぶつけてくるとは考えづらい。まずはなにを置いても体の心配をするだろう。

（じゃあどうして？）

　憎しみにゆがんだ清貴の顔を見て、菜摘は混乱をきたす。

　しかし黙り込んだままの菜摘の態度が、清貴をますます怒らせたようだ。

「なぜこの男とふたりで産婦人科から出てきた？　昨日俺に抱かれたのは、こいつとの関係をうまくごまかすためか!?」

「え、なに言って――」

　清貴の放った言葉が菜摘に衝撃を与えた。どうやら彼はとんでもない誤解をしているらしい。

「なにって、関係ない男と産婦人科から出てくるなんて、ありえないだろう」

「違う！」

　いくらなんでもそんな誤解はひどすぎる。これまで自分たちなりに信頼し合ってつくった、夫婦という形が崩れ去る音が聞こえたような気がした。

　しかし菜摘が説明しようとしても、清貴は興奮して一向に話を聞こうとしない。

「俺と別れてこいつとよりを戻すつもりか？　また昔のように俺をコケにするのか」

「だから違うの、話を聞いて」

　賢哉には桃子という恋人がいて、ふたりが結婚し、そして子どもができたことを清貴にはまだ伝えていなかった。それは清貴が、賢哉の話をするとあまりいい顔をしないからだ。しかしこんな事態になるなら早く伝えておくべきだった。菜摘は今さらながらに後悔する。

「賢哉くんは」

「そいつの名前を出すな。虫むし唾ずが走る」

「そんな……」

　頭ごなしに言われたら、なにも説明できなくなる。怒り心頭の彼をどうやって止めたらいいのか。

　菜摘の心は今、絶望感でいっぱいだった。

　愛されてはいなくても、信頼はされていると思っていた。それなのに清貴は菜摘が彼を裏切ったのだと思っている。それがなによりもつらかった。

（自分たちなりにいい関係が築けていると思っていたのは、私だけだったのね）

　悔しさと虚しさ、そして絶望。ありとあらゆる負の感情が、心を傷つけ引き裂いていく。

　目の前にいる清貴の顔を見る。そこには、菜摘のハンバーグをおいしいと言ってうれしそうに食べた男も、情熱的に彼女を求めた男もいない。

　まったく別人のように逆上する彼に、菜摘は説明をあきらめてしまう。

（もういいや……どうせ体のことを知ったら別れるだろうし）

　もともと朝食後に話をするつもりだった。理由が違うだけで結果は一緒になるのだから、もうなにも説明したくないと思った。

　愛されていないとわかっていても、人生をささげた相手からのあのような言葉は、菜摘の心を殻に閉じ込めるには十分だった。

　すべてをあきらめた菜摘は、彼の理解を得るのを放棄した。それが彼女の心を守る唯一の手段だった。

「ごめんなさい」

　やっと絞り出したのは謝罪の言葉だった。それ以外、どう彼に言葉をかけていいのか思い浮かばなかった。

　しかしそれを聞いた清貴の顔に、それまでの怒りとは違う、悲しみと絶望が入り混じった表情が浮かぶ。

「それは認めるということか？」

　菜摘は首を横に振る。それだけは誤解してほしくない。

「なら、なぜ謝るんだ！」

　なぜだかもう菜摘にはわからなかった。ただ彼の口から出る心ない言葉を受け止める気力が出なかったのだ。

　子どもができないかもしれない菜摘は、もしあの画像が送られてこなくても、近いうちに清貴と離婚するだろう。役割を果たせないのだから当然だ。

　どうせ別れるのだから、これ以上はもう傷つきたくない。菜摘はもうすべてから逃げると決めた。

「わかった」

　殻に閉じこもった菜摘に、清貴は短い返事をすると財布とスマートフォンを持って外に出ていってしまった。

　バタンと玄関の扉が閉まった瞬間、菜摘はその場にくずおれる。そして床に大粒の涙を落とした。

　拭っても拭ってもあふれてくる涙。

「なんでこんなことになっちゃったんだろう」

　別れるにしても、こんな形になるはずじゃなかった。傷つくのは自分だけのはずだった。それなのにどうして。

　少なくとも信頼があれば、あんな画像だけで、あそこまで菜摘を糾弾しなかったはずだ。

　すべてはこの結婚が間違っていたから、偽りの結婚生活には信頼なんてものは存在しなかったのだ。

　その存在を信じていたのは、菜摘だけだった。そしてそれがなかったと証明された今、一刻も早くこの場から去るのが自分と清貴のためになる、そう思えた。




＊　　＊　　＊




　勢いのまま飛び出した清貴は、車で職場に向かった。どこか落ち着けるところと思っても、思いつくところがオフィスしかない。

　今までは悲しみや怒りで感情が荒ぶっていたとしても、仕事さえしていればその間は忘れられた。だから今回もいつもと同じように、仕事に心血を注げばどうにかやり過ごせると思ったのだ。

　警備員がいる裏口から入り、誰もいない廊下とエレベーターを経由して、役員フロアにある自室に向かいデスクに座る。大きなプレジデントデスクの上にはノートパソコンとタブレット、それに電話だけ。もともとものが多い方ではないが味気なさは否めない。

　ふと、これまで自分はそんなことを気にする性質だったかと振り返る。思い返してみれば、菜摘と一緒に暮らし始めてからさまざまな面で考え方が変わった気がする。

　以前はモノトーンで、よく言えばシンプルだった部屋は、彼女が来てから彩りを得た。ファブリックが明るい色になりみずみずしい植物が増え、そしてなにより彼女の明るい笑顔があった。

　このまま時間をかければ、なにもかもうまくいく。そう考えていた自分の考えが甘かったのだと、たった一枚の画像がその現実を突きつけてくる。

「なんでだ、菜摘っ」

　デスクに肘をつき頭を抱える。ここでどんなに嘆いたところで、イライラもモヤモヤもなにひとつ時間が経ってもなくならないのは、わかっている。

　思い浮かぶのは、最後に見た菜摘の顔だ。

　疲れた表情を浮かべなにもかもあきらめたかのような様子に、これ以上なにを聞いても彼女は答えないと察し、居たたまれなくなって家を出た。

　あんな形で声を荒らげて詰め寄れば、彼女が委縮してなにも話せなくなるのはわかっていたはずだ。それに加えて、質問したのは自分なのに、矢継ぎ早に彼女に言葉をぶつけ反論の余地も与えなかった。

「最低だな」

　時間と距離を置いて冷静になると、自分がどれほどひどかったのかわかる。しかし菜摘を前にしたら、どうしようもなく感情が高ぶり落ち着けなかった。

　どう考えても自分の未熟さが今の状況を生み出している。

　清貴はわかっていた。自分の中の地雷がなにかということを。それは間違いなく菜摘のいとこであり、過去に自分から彼女を奪った存在である賢哉だ。

　なんらかの理由でふたりが結婚していないと知り結婚を申し込んだときに、菜摘を奪い返したいというつまらない自尊心が沸き上がった。

　しかし彼女と結婚したところで、家族同然に育ってきたあの男の立場は大きく、常に心の中で気にかけている自分がいた。

　もし菜摘と一緒に写っていた相手がほかの人物であれば、おそらくここまで感情を爆発させてはいないだろう。

　あきらかに昨日の菜摘は様子がおかしかった。しかし彼女から話をしてこないのに無理に聞き出すわけにはいかないと思い、彼女の望みをできるだけ叶えるようにした。

　今朝目覚めたときはどこか不安そうな表情で、無理して笑っていた。その後マンションを出る前の悲しげですべてをあきらめたような表情を思い出して、胸がかきむしられるように痛い。そうさせたのは自分が原因なのに。

　この半年を振り返れば、どのシーンにも菜摘がいた。結婚当初はかたくなだった彼女が、時間が経つにつれ自分に信頼を寄せ始めたのを肌で感じていた。

　跡取りが必要だからという理由をつけて、嫌がる菜摘を無理やり妻にした。あの当時、自分がこんなに感情的で衝動的な人間だとは思わなかった。賢哉から菜摘を取り返し、優越感を持ちたい。自分を振った菜摘に罰を与えたい。心の底にそんな最低な気持ちが多少なりともあったのは否めない。

　しかし結婚して日が経つにつれてわかってきたのは、菜摘に対して抱いていたのは恨みなんかではなく愛おしさだったということだ。

　七年経っても忘れられず、ただ彼女だけが欲しいと思い知らされた。だからといって強引に妻にした手前、一方的な恋愛感情をぶつけられない。そんなことをすれば彼女にとってどれほど迷惑だろうか。そう考えると気持ちを素直に伝えられなかった。

　結婚を申し込んだ際に、結婚には愛だの恋だの必要ないと告げている。そんな自分から彼女に愛を伝えるには、もう少し時間が必要だった。

　それでも生活をともにしていると、彼女への恋する思いがどんどん深くなっていく。

　その上、跡取りが必要だからという理由で結婚した手前、彼女と寝室をともにする機会を持った。そうすると年がいもなく彼女にのめり込んでしまい、彼女が疲れきるまで自分の腕から解放できなかった。

　自分で自分がコントロールできない状況に焦る。だからこそ、子どもができやすいというひと月のうち数日間だけ彼女を抱いた。そうしなければ箍たががはずれ、朝も夜もなく彼女を求めただろう。だから日常においては、彼女に必要以上に触れないよう気をつけていた。

　傷つけたくない。今度は失敗したくない。そう思ってきたはずなのに。嫉妬に狂って最大の失敗を犯した。

　頭を抱えていた清貴は、大きなため息をついた。

　今さらになって、彼女に本気で向き合っても遅いだろうか。

（いや、まだ遅くないのでは）

　そう思った清貴はすぐに立ち上がり、マンションへ戻る。

　今度はなにがあっても彼女の話をきちんと聞こうと、そう心に誓った。




　休日の街中は、人でごった返していた。休みを楽しんでいるのか、明るい顔をしている人物が多い。菜摘と過ごしていたときの自分はあんな顔をしていたのではないかとふと思った瞬間、清貴は自分の目を疑った。

「なんで……あいつが！」

　車を少し先の路肩に止めてすぐに降り、向こうから女性と手をつなぎ並んで歩いてくる賢哉を見つけて怒りに任せて詰め寄った。

「おいお前、菜摘がいるのにどういうつもりだ」

　清貴は殴りかかりたい気持ちを抑えて、睨みつけた。

「いったいなんの話ですか!?　菜摘がなんだって言うんです？」

　いきなり糾弾された賢哉は、慌てた様子で桃子を背後にかくまう。

「なにって、お前が俺の菜摘にまた手を出したんだろ！　二度目だぞ」

「バカを言わないでください。俺は一度だって手を出していない！」

「なんだと？」

　睨み合うふたりの間に沈黙が流れた、次の瞬間。

「ふたりとも公衆の面前です。少し落ち着いて」

　声をかけたのは賢哉のうしろにいた女性だ。

　清貴の意識がそちらに向く。女性の言い分はもっともなのでひとつ呼吸をし、沸き上がり続ける怒りをもう一度抑え込む。

　すぐに賢哉は清貴と距離を取り、そしてその女性をさらに背後に隠した。

「いきなりなんですか？　菜摘はマンションにいるんじゃないんですか？」

「お前には関係ない、それよりその女性は誰なんだ」

　職場で思考を整理して、少し落ち着いたはずだった。だが賢哉の顔を見た途端に冷静さを失う。

「妻ですよ」

「宮城桃子です」

　女性は賢哉のうしろから顔を覗かせて、名を名乗り頭を下げた。

「妻だと……？　じゃあ菜摘は？」

　驚いた清貴の中で考えがまとまらない。桃子という女性が賢哉の妻ならば、菜摘はいったいどうなるのか。

「なぜ菜摘はお前と産婦人科なんかに行ったんだ？」

「俺と菜摘が？」

　訝いぶかしむ賢哉に、清貴はスマートフォンに送られてきた例の画像を見せる。

「差出人はわからないが、ふたりが写っているだろう」

　賢哉と一緒に桃子が覗き込む。

「これ、私も一緒でしたよ。昨日、彼は私の妊婦検診についてきたんです。ちょうど菜摘ちゃんも同じくらいの時間に診察が終わったから一緒に外に出ただけで、その後彼女はご実家に向かうって言ってました」

　たしかに昨日夕食後、母の手作りマドレーヌを一緒に食べた。菜摘が実家に行ったのは嘘じゃない。

「じゃあ、菜摘はなんで病院なんかに行ったんだ？」

　詰め寄ってきた清貴に、賢哉は怪け訝げんな顔をする。

「菜摘から聞いていないんですか？」

「あぁ」

　賢哉はがっかりした様子で首を左右に振った。

「菜摘が言っていないなら、俺たちの口からは言えない。ただこのままじゃ、菜摘があまりにも不ふ憫びんだ」

「ケンちゃん……あの話だけはしたら？　お義父さんが原因なんだから」

　それまで黙って成り行きを見ていた桃子が助言する。

「あぁ、そうだな」

　ふたりのやり取りを黙って聞いていた清貴だったが、内心自分の知らないなにかを彼らが知っているなら早く話をしてほしいと思っていた。

「菜摘に関することなら、なんでも教えてくれ」

「――七年前についてです」

　賢哉が目を伏せる。その様子から、決していい話でないのは想像がつくが、心を決め彼の話に耳を傾けた。




　覚悟はしていたものの、賢哉から聞かされたあまりの内容に、清貴は体の力が抜けてどうにか立っているのがやっとだった。

「七年前、菜摘が君と付き合っていると言ったのは嘘だったのか？　それも俺を守るために？」

　衝撃の大きさに思考の処理能力がついていかない。

　菜摘の叔父が金にだらしないのは知っているが、当時からだったとは。しかも彼女をまるで金づるのように扱おうとしていたなんて。

（いや、今回の結婚だって結局同じだ）

「菜摘は俺にとっては妹同然で、だからこそ親父に苦しめられている姿を見ると申し訳ない気持ちでいっぱいだった。だから当時、彼女に言われるままに協力したんだ」

「なぜ、そんな……菜摘」

「なぜって、そんなの決まってる。菜摘にとって今も昔もあなたが大切だったからですよ。自分の人生を投げ打ってでも大切にしたかった。それしか彼女の願いはなかったと思います」

　賢哉の言葉に、清貴は頭を鈍器で殴られたような衝撃を受けた。

　彼女の深い愛をこんな形で知った。それなのに肝心の彼女はここにいない。むしろ清貴がなにも知らないために、賢哉との関係を邪推して深く傷つけてしまった。

「あなたが菜摘に結婚を申し込んだとき、宮城鉄工のことで菜摘はまた自分を犠牲にするんだと思った。でも相手が加美さんだったから、菜摘が離れてからもずっと心の中で想い続けている加美さんだったから……俺は結婚を最終的には後押ししたんだ。だから、菜摘を変に疑わずに信じてあげてほしい。お願いします」

　頭を下げる賢哉を見て、清貴は今まで自分が長い間犯してきた罪に押しつぶされそうになっていた。

（そんな……ずっと菜摘は苦しんでいたというのか？　それなのに俺は、自分だけが傷ついたつもりでいた。最低だ）

　頭がガンガンする。自分のふがいなさに自分自身を殴りたくなるほどだ。

「それで菜摘ちゃんは？　昨日元気がなかったから心配していたんですけど」

　桃子の言葉に、はっとする。

「菜摘」

　それまで衝撃で落ち着きのなかった清貴は、急にスイッチが入ったかのごとく駆け出した。




（菜摘、菜摘……！）

　車を飛ばすこの間も、菜摘がひとりで泣いていると思うと胸がかきむしられるように痛かった。

　謝って済むことじゃない。ずっと自分はなにも知らずに、彼女だけが悪いと決めつけていた。七年前だって、自分がもっと大人で彼女を信じていたら、泣かせずに解決する方法をいくらでも考えられたはずだ。

　賢哉夫婦の口ぶりから、昨日菜摘は産婦人科を受診してその結果が思わしくなかったようだ。それを相談したくて昨日様子がおかしかったのだ。やっと理由がわかったけれど、状況は最悪だ。

　タイミング悪く送られてきた画像で、頭に血が上り、彼女を最低な言葉と態度で傷つけた。

　いや、それも言い訳でしかない。彼女を信じるのが怖かった。また自分が傷つくのが怖かった。全部自分の弱さのせいで、菜摘をあんなに傷つけてしまった。

　最後に見た絶望にまみえた彼女の顔が記憶に強く残っている。

　あんな顔をさせたかったわけじゃない。これからはゆっくり夫婦として絆を深めるつもりだったのに。

（全部、俺がダメにした。俺のせいだ）

　いったい何度彼女を泣かせ、絶望させたら気が済むんだ。そんな自分が今さら彼女の前に出てどうするつもりなのか。

　先のことを考える余裕なんてこれっぽっちもない。しかし一刻も早く菜摘に会いたかった。会わなくてはいけなかった。

　清貴は必死になって車を走らせ、自宅マンションへと戻った。

　鍵を開けて中に入る。そこで菜摘の靴がないのに気がついた。どこかに出かけたのかと、すぐにスマートフォンで連絡を入れるが応答がない。しかし清貴はかけ続けた。彼女が電話に出るまでやめるつもりはなかった。

　けれど、ダイニングのテーブルの上にある一枚の紙を見てがくぜんとする。離婚届だ。ご丁寧に菜摘の欄はすでに記入してあった。

　清貴の手からスマートフォンがすべり落ちる。記名済みの離婚届の威力は今の清貴にはすさまじかった。

　ふとテーブルの上に清貴宛ての封筒があるのに気がついた。急いで手に取り、中身を確認する。





清貴へ

約束を果たせない上に、勝手に出ていってごめんなさい。

サインしたら届を出してください。どうか今までの分も幸せに。

さようなら

菜摘






「なぜだ、菜摘」

　几き帳ちょう面めんな文字が並んだ便びん箋せん。何度もそれを読み返す。

　彼女を傷つけた自覚はある。しかし本来の彼女ならばなんの話し合いもせず離婚届を書くとは考えづらい。それとも、聞く耳を持たなかった清貴にとうとう愛想をつかしたのか。

　どちらにしろ、菜摘に離婚の意思があることには変わらない。

　力を入れたせいで、手の中にある離婚届がクシャッと音を立てた。このまま破り捨てたい衝動に駆られたが、理性がそれを押しとどめた。

（少し落ち着け、冷静になれ）

　いまだかつてないほど動揺している自覚はある。とにかく、自身の暴言以外になにか理由がないか考えてみる。

「そういえば、この画像」

　スマートフォンを拾い上げて、送られてきたメールアドレスを改めて確認する。しかしやはり、まったく心あたりのないアカウントだった。

　その場に桃子もいたはずなのに、完全にふたりで産婦人科から出てきたような写真にして、わざわざ匿名で送りつけてきている。そこにはなにか意図があるとしか思えない。

　冷静になって考えれば、おかしいとすぐに気がつく。しかしあのときは、菜摘の態度が変だったのも合わさっていろいろとよくない想像に結びつけた。

　自分の行動や思考がどれほど浅はかだったかと、今さらながらに頭を抱える。自分はこんな人間ではなかったはずだ。常に先を見すえて結果を出してきた自負がある。それなのに菜摘に関しては、一瞬にして情けない男に成り下がってしまう。

「菜摘、いったいどこにいるんだ。誰といるんだ」

　先ほど桃子は菜摘の様子について尋ねてきた。そこから推測するに彼らに連絡はしてなさそうだ。

　清貴は菜摘に電話しながら、彼女の部屋に入る。そこは引っ越し前とさほど変わらないほど綺麗になっていた。

　クローゼットの中は、清貴が買い与えた洋服や小物類は残っているが、彼女が実家から持ってきたものはすべてなくなっている。ここに来たときに使っていたボストンバッグと一緒に。

「まさかもう出ていったのか」

　ショックで指先から冷えていくのを感じる。自分のしでかしたことで彼女がどれほど傷ついたのか、改めて思い知った。

　チェストやデスクの引き出しを探してみるが、行き先がわかりそうなものはなかった。彼女の交友関係に連絡を取ろうとするが、実家以外どこも思いつかない。

　彼女と距離が近づいたなんて思っていたのは、自分の思い上がりだったのだ。

　どこまでも後悔しかない。けれどそれでも清貴はどうにか菜摘を捜すため専門家に依頼をしようと思い立って、菜摘へのコールをやめた途端に電話が鳴り始めた。

「菜摘？」

　そう思ったが実家からだった。こんなときに……と思ったが、昨日菜摘は実家で母と会っている。そのときになにかなかったか聞こうと通話ボタンを押した。

「もしもし」

《もしもし、今ちょっといいかしら？》

　相手は祥子だった。

「ああ、ただしあまり時間がないから手短に」

　先に用件を聞いておこうと耳を貸す。

《さっきここに菜摘さんが来たんだけど、様子がおかしかったの》

「菜摘が、そこにいるのか？」

《いいえ、昨日マドレーヌを入れたバスケットを返しに来てくれたんだけど、すぐに帰ったのよ。でもなんだか顔色が悪いし、無理して笑っているようだった》

「すぐにそっちに向かう」

《え、待ちなさい――》

　清貴は実家に菜摘はすでにいないとわかっていても、なんらかの手がかりがあるかもしれないと思い、まだ話をしている祥子の電話を切った。

　それから急いで車に乗り込み、焦る気持ちをどうにか落ち着かせながら実家に向かった。




　到着すると、玄関では祥子と家政婦が顔を曇らせて清貴の到着を待っていた。

「清貴！　いったいどうしたの？　なにがあったの？」

「説明は後だ。菜摘がいなくなった」

「なんですって」

　祥子の顔が一気に青ざめ、口もとに手をあてて目を見開いている。

「あぁ、どうしてさっき無理にでも引き留めなかったのかしら。様子がおかしいって思ったのに」

　目に涙を滲ませた祥子の背中に、清貴が手を添える。

「母さんが悪いわけじゃない。原因はすべて俺にある」

　彼女がなにかに悩んでいるのに気がつかなかったのも、たったひとつの画像に心乱されて彼女を責めてしまったのも、すべて清貴のせいだ。

　悔やんだところでどうしようもない。とにかく菜摘の無事を確認したい。その思いで頭がいっぱいだった。

　倒れそうな祥子をリビングのソファに座らせて、清貴はここに来る前に急いで依頼した調査結果が届いていないか、スマートフォンを確認する。しかしまだなんの連絡もなかった。

　こんな状況になって菜摘の知人や行き先に見当がつかず、どれだけ自分が彼女のうわべしかみていなかったのかと思い知る。後悔ばかりが押し寄せてきて、清貴は自分のふがいなさに頭を抱えた。

「清貴くんの車があったけど、帰ってきてるの？」

　そのとき、場違いな声が部屋に響いた。澪だ。

　以前丸森社長を通じて釘を刺しておいたにもかかわらず、まだこんな形でこの家に出入りできるなんてどういう神経の持ち主かと疑いたくなる。

　小さな頃から隣に住んでいて、多少のワガママには常に目をつむっていた。

　加美家でもそんな彼女を邪険にできずに、これまで通り受け入れている。しかし今はそんな状況ではない。

「澪、悪いがお前の相手をしている場合じゃないんだ」

　しかし澪は、清貴の低く不機嫌な声にも動揺せずに、逆に笑みさえ漏らす。

「あれ、もしかして菜摘さんがみんなを騙だましていたの、ばれちゃったのね？　あの人やっぱり自分で白状したんだ」

　けらけらと笑いながら驚くべき内容を口にする澪に、清貴の顔色が変わる。

「なにか知っている口ぶりだな」

「え……」

　地を這うような声に、澪は初めて自分が口をすべらせたのだと気がついたのか、目をあちこちと泳がせて言い訳を必死に考えているようだ。

　しかし清貴は澪が言い逃れるのを許す気はなかった。

「知っている事実を全部言いなさい。澪」

「知らない。私なにも知らないから」

　あくまでしらを切り通そうとする澪に、清貴は詰め寄った。

「本当だな。嘘をついていたら許さないからな」

　今まで見たことのないような清貴の剣幕に、澪は震え上がる。

　そのとき清貴のスマートフォンにメッセージが届いた。調査を依頼していた相手からだ。菜摘の行方とともに、清貴に届いた例の画像の送信元も突き止めるように頼んでいた。さっとその内容に目を通して、清貴は怒鳴りたくなるのを我慢し、努めて冷静に澪と対峙した。

「今日、俺のスマホに菜摘の浮気を匂わせる画像が届いた」

　そこまで言うと、澪の挙動がますます怪しくなる。目を合わせないのはもちろん、そわそわと落ち着きがない。

　いつもなら助けてくれるはずの祥子も、今日はさすがに澪を非難する視線を向けていた。

「送り主は、ある人物に金で雇われたと話した。澪、ここまで言ってもまだ話す気になれないのか？」

　我慢の限界がきた清貴は、怒気をはらんだ低い声で澪を糾弾する。

　いつも強気の澪も、怒った清貴を前にして、これ以上黙っておけば大変な事態になるとやっと理解したようで口を開いた。

「私悪くないもの。嘘をついていたのは菜摘さんじゃない」

「菜摘が？　なぜそう言いきれるんだ」

「だって私、見ちゃったんだもん。菜摘さんに子どもができないっていう証拠を。ほら、これ見て」

　澪は自分のスマートフォンを操作すると、清貴に画面を突きつけた。そこに表示されているのは、菜摘が産婦人科で受けた検査の結果らしかった。

「どうしてお前がこんなものを持ってるんだ。ちゃんと話せ！」

　清貴が怒号をあげる。澪はその声に肩をビクッとさせた。

「菜摘さんの後をつけさせていた探偵から彼女が産婦人科を受診したって聞いて、その後ここに来てるっていうから受診の理由がわかるかもと思って訪ねたの。そしたらびっくりするものを見つけちゃったってわけ」

「澪ちゃん、あなたあの日そんなことをしていたの？」

　さすがの祥子もこの事態には黙っていられなかったようだ。

「だってあの女が全部悪いんじゃない。私が清貴くんと結婚したかったのに、横取りした。その上跡取りが必要なのに子どもができないのを隠していたのよ。最低だわ」

「澪、それ以上言うな。たとえお前でも許せない」

　怒りで清貴はその場に立ち上がった。

「そうよ、澪ちゃん。あなたの行動は立派な犯罪です」

　ふたりから責められた澪は、開き直ったのかふてくされた態度を見せている。

「私はあの女が隠していた嘘を暴いたのに、どうしてこんなに怒られなくちゃいけないの？　悪いのは向こうだもの。子どもができないならさっさと清貴くんの前からいなくなるべきよ」

「違う、菜摘は悪くない。子どもができなくたって、問題ないんだ」

（そうだ、彼女は悪くない。悪いのは全部俺だ）

　跡取りが欲しいという理由で彼女にこの結婚を迫った。だから彼女は検査の結果子どもができづらいとわかり、離婚届を書いたのだ。

　やっと彼女が離婚を言いだした理由がはっきりした。しかしその事実がますます清貴をどん底へと突き落とす。

（一番最低なのは俺なのに、澪を責めるなんてお門違いだな）

「澪、俺にとって菜摘はかけがえのない存在なんだ。子どもができなくて会社を継げなかったとしても、それでも俺は子どもを産める誰かより菜摘を選ぶ」

「清貴くん、どうして私じゃダメなの？　ねぇ、ねぇってば！」

　澪が清貴の胸を拳で叩く。

「それは……お前が菜摘じゃないからだ」

　その言葉を聞いた澪の表情が凍りつき、次の瞬間悲しみで満ちていく。見る見るうちにたまった涙が頬を伝った。

「そんな、そんなこと言われたらもうどうしようもないじゃない。どんな努力もできない」

　澪は泣きながら部屋を出ていった。清貴は頭を抱えながら、ソファに座る。

　彼女がいなくなった本当の理由がわかった。子どもができないかもしれないと医師に言われ、それを相談もできずに清貴に浮気を疑われたのだ。そのときの菜摘の気持ちを考えると胸が苦しくなる。

　離婚届は昨日のうちに準備していたに違いない。それでも、もし清貴がちゃんと話を聞いていれば、彼女は別れを思いとどまり今もまだ隣にいたかもしれない。

「菜摘……菜摘……」

　彼は菜摘の名を呼び後悔にさいなまれながら、その場にしばらく立ち尽くしていた。




　ロックグラスの中の氷が溶ける間もなく、ボトルからなみなみとバーボンが注がれる。そしてそれもひと息に胃の中に流し込まれた。もちろん味わってなどいない、酔いさえすればそれでいいのだが、その酔いも今の清貴にはやってこなかった。

　夜になっても菜摘とは連絡が取れない。彼女はスマートフォンを部屋に置いたまま出ていった。派遣会社や派遣先の会社にはすでに辞意を伝えていたようで、明日以降出社の予定もないと聞いた。

　結婚式を挙げる予定だった式場も、昨日の時点でキャンセルされていた。

　自分のプライドを守るためだけに、跡取りが必要だから結婚しろと迫った。それがどれほど彼女を苦しめたのか、今頃になって思い知る。

　病院で検査結果を知ったときの菜摘の気持ちを想像すると、胸がかきむしられるほどの思いだ。

　依頼先には菜摘を引き続き捜してもらっているが、駅で見かけたという目撃情報を最後に足取りは途絶えている。

　警察に届け出ようともしたが、大げさにすれば彼女が戻ってきづらいだろうという加美家の両親の意見を汲み、行方不明者届を出すのは控えた。

　暗いリビングの中でひとりでいれば、昨日までのここがいかに彼女によって心地よい空間としてもたらされていたかと思い知る。

　特別なにかをしなくても、ここに彼女がいるという事実だけで、清貴の心は満たされていたのだ。

　大切なものはなくしてから気がつくとは、よく言ったものだ。

「菜摘、いったいどこにいるんだ。頼むから出てきてくれ」

　清貴の悲痛な言葉が冷たい部屋に響いた。




　しかし清貴の切実な思いも虚しく、五カ月経っても菜摘は見つからなかった。

　彼女について考えなくて済むようがむしゃらに仕事に取り組み、そして仕事が終わればマンションに帰って大量のアルコールを浴びるようにして飲んだ。

　その後は菜摘の使っていたベッドでうずくまって寝る。いつ連絡がきてもいいように、スマートフォンは常に肌身離さず持っていた。

　休日になれば、目撃情報があった場所や過去にふたりで赴いた場所を訪ねて歩いた。しかしどこにも菜摘の姿はなく、ただその当時を思い出して胸が痛くなるだけだった。

　日に日に疲弊していく清貴を見て、周囲も心配した。とくに事のいきさつを詳しく知っている祥子は実家に戻るよう清貴を説得したが、彼は菜摘が帰ってくるかもしれないとかたくなにマンションを離れずにいる。

　仕事をしているときだけは以前と変わらないように見えたが、国外への出張はすべて拒み続けた。社内にそれを非難する者もいたが、国内にとどまっていても鬼気迫る勢いで仕事をこなし、利益をもたらすことが可能だと証明する清貴の働きぶりに、誰も文句を言わなくなった。菜摘と再会したときに、仕事さえろくにできない男だと思われては困る。そういう思いからだ。

　彼女がいなくなってからずっと、清貴の行動指針はすべて菜摘のためだった。これをどうして彼女がそばにいるときにできなかったのか。つまらないプライドですべてを失ってしまった。

（いや、まだ俺はあきらめていない）

　離婚届はまだ出していない。自分たちはまだ夫婦だ。

　その事実だけが、今の清貴を支えていた。




　そんな日々を過ごしていたある日。休日だった清貴は、いつものように菜摘を捜して出歩いていた。

　くしくも今日はふたりの結婚記念日。あの日から一年経っていた。ここ最近では清貴の休日は菜摘を探すというよりも、彼女との思い出の地を渡り歩くような形になっていた。そうでもしていなければ、菜摘のいない喪失感と罪の意識に押しつぶされそうだった。

　一番思い出のある大学にやって来た。図書館に併設されているカフェテリアに入り、いつもふたりで過ごした席に腰掛ける。

　あの頃見ていた風景と同じような景色。しかし隣に菜摘はいない。

　どこにいても彼女の影を捜し、苦しくなる。しかし彼女はもっと苦しい思いをしたのだと思うと、つらいと思うことさえおこがましい。

　ひとりカフェテリアで菜摘へ思いを馳せていると、スマートフォンが震えているのに気がついた。画面を見ると公衆電話からだ。

（今時、公衆電話？）

　そう思った瞬間、相手が誰だかすぐにわかった。急がないといけないのに、緊張して通話ボタンを押す手が震える。

「もしもし――」

　応答したが相手は無言だった。

「もしもし、菜摘？」

《あっ――》

「待って切らないでくれ。そのままなにも話さなくていいから俺の話を聞いてくれ」

　すがるような気持ちだった。五カ月間どこを捜しても居場所がわからず連絡も取れなかった彼女が、電話の向こうにいる。

　顔が見られなくても、声が聞けなくてもそれでもよかった。ただ彼女の存在を感じられればいいのだ。

　菜摘は清貴の求め通りに電話を切らずにいた。しかし向こうからなにかを話す様子はない。清貴は必死になって自分の思いを伝える。

「菜摘、今日が結婚記念日だって覚えていてくれたんだな。ありがとう」

《……っう》

　電話の向こうから、声にならない声が聞こえてくる。彼女がちゃんと話を聞いてくれているだけでよかった。

「離婚届だけど、俺は出すつもりはない。だからこれからも、菜摘がどんなに隠れていようとずっと俺たちは夫婦だ」

《でも――》

　なにか話そうとしたようだが途中で止まった。それでもいい、今は自分の思いを伝えたい。

「菜摘、会いたい。会って抱きしめたい」

　心からの言葉だった。苦しくて切なくてどうにかなりそうだ。

《清貴》

　名前を呼ばれただけで、清貴のスマートフォンを持つ手が震え、目頭が熱くなる。まだこんなにも彼女を愛していると自覚する。

　そのとき電話の向こうから、駅のアナウンスが聞こえた。その途端《あっ》と小さく声をあげた菜摘によって電話が切られた。

「菜摘、待て！　菜摘っ」

　叫んだところですでに通話は切れていた。

「菜摘っ……」

　スマートフォンをぎゅっと握りしめ、行き場のない思いに耐える。もう一度彼女から連絡がないか画面を見続けるが、真っ黒のままだ。

（冷静になれ、冷静に。菜摘から電話があったってことは、まだあきらめなくていいんだ）

　自分の都合のいいように解釈している自覚はある。しかしそうでもしないとおかしくなってしまいそうだ。

　目をつむり、先ほどの電話での声や気配、音のすべてを思い起こそうとする。

　アナウンスが流れていた。その音声は……。

「しま……広島？　広島にいるのか!?」

　親戚や友人などの伝手はすでに捜している。その中には広島などなかったはずだ。

　そのとき、重大な人物をひとり忘れていたのに気がついた。

　清貴はそれを確かめるべく、メールの受信フォルダを開いた。










第七章　君じゃなきゃダメなんだ




　――ガチャン。

　公衆電話の受話器を急いで置いた。背後に流れるのは電車のアナウンス。思いきり駅名が連呼されているが、向こうに聞こえただろうか。

　肩を落として電話から離れ、階段を下りていく。携帯電話が普及して以降、公衆電話をあまり見かけなくなった。あちこち探し回ったけれど、あったのは駅の構内だった。菜摘のように携帯電話を所持していない人の方が少ないのだから、仕方ないのかもしれない。

　未練がましいのはわかっている。自分から離婚を切り出して、残った彼に事後処理を押しつけ姿を消した。もう二度と彼と会えないのは覚悟していた。それなのに。

　一年前の今日、問題はいろいろあったけれど彼の名字になった。それは菜摘の人生においてずっと心の中にあった願いだ。その特別な日に、どうしても彼の声を聞きたくなってしまった。

　あんな形で別れたのに、図々しい。

　これで清貴を傷つけるのは二度目だ。だからこそ彼も神様さえも許してくれない。それなのに、さっき清貴からまだ離婚届を出していないと聞いてうれしかった自分はどれだけ醜い心を持っているのか。

　菜摘は肩を落としたまま、とぼとぼとひとり歩いた。

　今彼女がいるのは広島県広島市。縁もゆかりもないはずのこの場所になぜ彼女がいるのかといえば、定年後に地元の広島に移り住んだ大学時代の恩師・吉よし峰みねに世話になっているからだ。

　家を飛び出したあの日、行くあてもなくこれからどうしようかと考えていた矢先、恩師から広島に引っ越しをしたという連絡を以前もらっていたのを思い出した。卒業後も付き合いの続いている教え子にいっせいに送信したものだったが、菜摘はそれに引き寄せられるように新幹線に飛び乗った。

　最初は吉峰の世話になるつもりなどなかった。しかし広島到着後、せっかくだから恩師の顔を見たいと思ってしまった。それは彼もまた、清貴と過ごした大切な時間に少なからず登場する人物だからだ。

　あの頃の楽しかった時間を、思い出せる。

　傷ついた菜摘は無邪気に清貴を好きだったあの頃を求めて、吉峰のもとを訪ねた。

　吉峰は菜摘を温かく受け入れてくれた。在学中も留学を家庭の事情であきらめなくてはならなかった菜摘をサポートし、彼女の学びを応援してくれた。卒業後もいくつか企業を紹介しようとしてくれたりと、本当に世話になった人のひとりだ。

　子供のいない彼は菜摘をまるでわが子のように気にかけ、あきらかに様子がおかしいと思っただろうに事情などなにも聞かず、この地にとどまる提案をした。ちょうど地元で不登校の子どもたち向けのフリースクールを始めたばかりで、人手が欲しかったようだ。

　何度か会っている彼の奥様も、菜摘を歓迎してくれた。

　吉峰は近くのアパートを借りる保証人になり、生活の基盤を整えるのを手伝った。

　清貴との結婚の報告もしていたので、もし彼に連絡をしたらどうしようかと思った時期もあった。

　しかし吉峰は菜摘の気持ちを尊重して清貴やその周囲に知らせず、菜摘が静かに暮らせるよう寄り添った。

　こんなに迷惑をかけているにもかかわらず、自ら彼に連絡をしてしまうとは、彼らの支援を裏切るようなものだ。申し訳ないと反省する。

　今日は十三時からのシフトのため、遅れないようにフリースクールに向かう。

　気持ちが沈んだままでため息交じりに扉を開けると、数人の生徒が「菜摘さん、ここ教えて」とすぐに寄ってきた。

　見せられたテキストを一緒に解いていく。こうやって子どもたちに囲まれて過ごす一日はあっという間だった。子どもたちへの指導はまだまだ不慣れだが、頼りにされるのはうれしかった。なにもかも忘れて誰かのために生きていく。それができればどれだけ幸せだろうか。

　しかしふとした瞬間に、すぐに清貴の顔が浮かんでくる。五カ月経った今でも毎日だ。いつか忘れる日がくるのだろうか……。菜摘自身、もうその日がこなくてもかまわないと思っている。

　思い出すたびに胸が苦しい。けれどそれでもやはり彼を覚えていたかった。いつも自分から手放してきたけれど、これが菜摘の最初で最後の恋だ。だからずっと胸の中に存在し続けてときどきひっぱり出してきて、いい思い出に浸れればそれでいいのだ。

「宮城さん――」

「彼女は、宮城じゃありません。加美です」

　吉峰に名前を呼ばれて振り向こうとした瞬間、別の声が割って入ってきた。

　聞き間違えるはずなどないが、にわかに信じられずに顔をじっと見る。

　そこに立っていたのは紛れもなく清貴だった。

「き、清貴」

　名前を呼ぶ声が震え、目の前が涙で滲む。

「菜摘」

　低く懐かしい声で名前を呼ばれると、目から涙がこぼれ落ちる。

　その瞬間ぐいっと抱き寄せられて、気がつけば彼の胸の中にいた。

　背中がしなるほど痛いくらい抱きしめられ、その痛みさえうれしく感じてしまう。

　彼の存在が目の前にあるというだけで、震えるような喜びが体の奥底から湧き上がってくる。

「菜摘、菜摘」

　耳もとで聞く彼の切ない声に、涙を流し続けた。

「五カ月もかかって。加美くんは恋愛の点数は落第だな」

　抱き合う大切なふたりの教え子を見た吉峰のやれやれといった態度からは、どこかほっとした様子が感じられた。




『いつまでもこんなところにいないで、ふたりで話をしてきなさい』

　スクールにはまだ中学生や高校生が数名残っていて、冷静になって恥ずかしくなった菜摘は吉峰の言葉に甘えその場を離れた。もちろん清貴も一緒だ。

「私のアパートでもいい？」

「あぁ、ゆっくり話ができるところならどこでも」

　うなずいて歩き出した菜摘の手は、清貴にしっかりと握られている。指先を絡め固く握られた手からは、もう二度と離さないという強い意志が感じられた。

　菜摘の住んでいるアパートは、フリースクールから徒歩十五分。三階建ての二階角部屋だ。

　１Ｋといった造りで決して広くはないが、清潔で明るいインテリアを見た清貴は目を細めた。

「菜摘らしい部屋だな」

「そうかな……座って」

　このときになって、やっと清貴は菜摘の手を離した。

　中に入って数歩歩けばすぐにソファだ。案内するほどの広さでもないそこに清貴を座らせると、すごく狭く感じた。

「お茶しかないけどいい？」

「あぁ、ありがとう」

　菜摘は湯を沸かしている間、清貴を盗み見た。もともとやせ形だったが、頬はよりシャープになり顔色も決していいとは言えない。目の周りにはクマがあり、疲労が手に取るように伝わってきた。

　こんな彼にしたかったわけじゃない。菜摘は改めて自分のしたことの愚かさを痛感していた。

　お茶を淹れて清貴の前に差し出すと、彼は「ありがとう」と言ってひと口飲む。

「あぁ、うまい。この五カ月の間で初めて味を感じた気がする」

「そんな……大げさだよ」

「大げさ？　いや、菜摘がいなくなった後の俺は死んでいたも同然だからな」

「清貴……」

　彼は持っていた湯のみをテーブルに置き、彼女の両手を取った。

「菜摘、無事でいてくれて本当によかった」

　いなくなって迷惑をかけたのだから責められると思っていたが、彼の口から出た言葉は菜摘を心配するものだった。

　菜摘の手を清貴自身の額にまで持っていき、小さく震えている。

「き、清貴、私……」

　清貴の気持ちが痛いほどに伝わってきた。彼をここまで追いつめていたとは思っていなかった菜摘は、自分の行動に深い後悔の念を抱く。

「なにも言わなくていい。帰ってこい、いや……帰ってきてくれ、頼む」

　彼が誰かにこんな形で懇願する姿を初めて見た。菜摘は驚きで固まった。彼が真剣に心からそう思っているのは伝わってくる。

　菜摘だってできればそうしたい。しかしそれには問題があった。

「でも私、子どもができないかもしれないの。清貴の子ども、産んであげられないの」

「それがどうした」

「えっ」

「そんなもの、どうだっていい。子どもも会社もなくたって生きていける。でも菜摘、君がいないとダメなんだ。生きていけない。生きていけないんだ」

　菜摘は清貴にすがるように抱きしめられた。その力の強さに、彼の想いがどれほど強いのかと思い知る。

　菜摘は言葉にできない思いを噛みしめながら、彼の言葉に耳を傾けた。

「愛してる、菜摘」

　彼の胸から顔を上げて視線を合わせた瞬間、彼の熱のこもった目に菜摘の胸が射貫かれる。

「最初からずっと愛してた。七年前に別れた後もずっと忘れられなかったし、菜摘が結婚していないと知ったときも愛してた。ただ俺のつまらないプライドが邪魔をして、跡取りのためだとか宮城鉄工のためだとか、理由をつけて菜摘を妻にした」

　初めて聞く清貴の本音に、菜摘は驚きで目を見開いた。

「そんなに……ずっと？」

「あぁ、ずっとだ。ずっと好きだったのに、ずっと菜摘以外欲しくなかったのに、気持をごまかして伝えられなかった俺が全部悪い。跡取りが必要だからだというつまらない条件や、君のいとこへの嫉妬心で傷つけて本当にすまなかった。なにもかも弱い俺が悪いんだ」

「じゃあ。私、清貴を好きでいてもいいの？　本当にあなたの妻になりたいと思ってもいいの？」

　愛や恋は必要ないと言っていた清貴にとって、自分のこの想いは迷惑でしかないと思っていた。だからこそ胸の奥で押さえつけて我慢していた。

「こんな俺を愛してくれるのか？」

　瞬まばたきをした菜摘の目からよりいっそう大きな涙がこぼれ落ち、それを清貴の男らしい節だった指が拭う。

「もう一度チャンスを、俺に愛を伝えるチャンスをくれないか？　愛してるんだ菜摘」

「あぁ……私、夢を見てるの？　ねぇ」

　菜摘は彼の首に腕を回して、しっかりと抱きしめた。すると清貴も抱きしめ返してくれる。

「もう一度言う。菜摘がいればなにもいらない。俺を少しでも想ってくれているなら、俺の前からいなくなる選択肢は持たないでくれ。もう二度と間違えたくない。問題が起きても、ふたりで解決してふたりで歩いていきたいんだ」

「私、ごめんなさい。ずっと清貴のためにどうすればいいのか考えていたの。でもそれが全部間違いだったなんて。……バカだった」

　これまでもこれからも、菜摘にとって大切なのは清貴だ。だからこれまでだってずっとそうしてきたつもりだったが、それが間違っていたのだ。

　ぼろぼろと涙を流ししゃくり上げながら、途絶え途絶えに謝罪をする。

「いや、菜摘にそういう選択をさせたのは俺だ。謝らなくていい。悪いのは、いつも菜摘にかばわれていたのに気づかなかった大バカな俺だ」

　ぎゅっと抱きしめられた菜摘は、これまで言えなかった素直な気持ちをもう我慢しないでいいとわかって彼に伝える。

「私にとって清貴がすべてなの、今も昔も。だから離れていても、清貴が幸せならそれでいいって思っていた。でも違うんだよね？」

　清貴は困ったような表情で菜摘を見つめる。

「お互いが隣にいないで、どうやって幸せになるっていうんだ？」

　彼の言葉に、心が歓喜で打ち震える。

「私、清貴になにもあげられないよ。それでも好きでいていい？」

　清貴は菜摘を抱きしめていた腕を緩め、顔を覗き込んだ。

「ここに、俺の腕の中にいるだけで奇跡だ。俺に菜摘をくれればそれだけでいい」

「清貴、私ね、苦しかった。ずっと好きって言いたかった。好きっていう気持ちは清貴以外にはあげられないんだよ」

「菜摘、今日からは全部受け止める。どんな小さな好きの気持ちもこぼさない。菜摘は変わりに俺の愛を受け取ってくれ」

　いつくしむように菜摘の髪をなでる大きな清貴の手。その優しさに温かさに、胸の奥がときめいてたまらない。

「菜摘」

　彼の声がわずかに低くなる。そっと顔が近づいてきた。キスの予感に自然と目を閉じた菜摘は彼のやわらかい唇を感じて、込み上げてくる幸せに喜びの涙を流した。

　久しぶりに感じる清貴の体温に、菜摘の胸が高鳴る。彼も同じ気持ちだったようで、唇が離れ見つめ合ったときに、互いの気持ちの答え合わせをする。

「いいのか？」

「……うん。ちゃんと清貴の奥さんになりたい」

　今までも肌を重ねてきた。しかしそれは、今なら互いに気持ちはあったとわかったが、通じ合っていたわけではない。

　ふたりはこれから本当の夫婦になっていく。つまずきうまくいかない日もあるだろう。しかしそれでも時間をかけて夫婦になっていくのだ。

　その始まりを今ふたりで感じたい。

　清貴はその場でもう一度菜摘にキスをする。すぐに唇を離してじっと目を見つめた。

「もう逃げられないからな」

「うん……もう逃げないよ」

　菜摘が返事すると同時に、唇がふさがれた。胸がドキドキと高鳴る。鼓動が加速すると同時にどんどん激しくなっていく。舌先が唇を割って侵入すると菜摘はそれを自ら受け入れた。清貴の舌が歯列をなぞり上顎を刺激する。隠れていた菜摘の舌をからめとる頃には、半開きになった唇からどちらのものかわからない唾液が顎を伝う。

　ゆっくりとそばにあるベッドへと誘導されて、されるがまま押し倒された。顎に伝う唾液を舌でなめ取った清貴は、情欲をたたえた目で菜摘を見つめている。そうかと思うと覆いかぶさってきて、今度は彼女の弱点の耳もとで吐息交じりの低い声でささやく。

「悪い、まだ菜摘が腕の中にいるっていう実感がない。君がいない間夢見てたから、今がそのまだ夢の最中なんじゃないかって思う」

　菜摘も今日みたいに彼に抱きしめられる日を何度夢見ただろう。

　清貴が菜摘の額に自らのそれをコツンとくっつけた。

「私も同じ気持ちだよ。こうやって好きって言って抱き合えたらいいなって、結婚したときから思っていた」

　気持ちをさらけ出したら最後、これまでの関係が壊れてしまうかもしれない。そう怖れていたふたり。互いに想い合う気持ちをもっと持っていれば、すれ違い傷つかずに済んだ。

「これからは、心の中にあるものは全部口にしような、お互い」

　じっと見つめてくる清貴の言葉に菜摘はうなずいた。

「じゃあ、さっそく」

　彼は菜摘の手を取り指を絡めた。そして耳もとで甘くささやく。

「菜摘がほしい」

　そのストレートな言葉に、ドクンと胸が大きく音を立てた。菜摘は熱がこもり少し赤くなった顔で彼に応える。

「私の全部を清貴のものにしてほしい」

　身も心も彼のものになってしまいたい。そうすれば、なにも考えずにただ彼のそばにいられる。

「わかった。その言葉、撤回できないからな」

　清貴の目が菜摘を求めている。

　彼女はその想いを無言で受け止め、そっと目を閉じて彼のキスを待つ。その期待に応えるがごとく、清貴の熱くとろけるキスでふたりきりの時間が始まった。

　あっという間に生まれたままの姿になったふたり。素肌が触れ合うだけで互いの心拍数が上がり、興奮を抑えられない。

　清貴の男らしい大きな手が、菜摘の白くてやわらかい肌の上をすべる。彼に触れられると体の芯から熱くなっていき、息が上がる。

「はぁ……んっ」

　言葉にならないため息交じりの声。それを聞いた清貴は興奮を隠さずにその欲望をぶつけてくる。

「菜摘、かわいい。ここも、ここも……全部俺のものだ」

　彼がいたるところに唇で愛の印を刻みながら体中を愛する。普段ならそんなおびただしい数の跡を残さないでほしいと思うが、今の菜摘にはその所有の印さえうれしかった。

　何度か激しい快感の波が菜摘を襲う。翻弄され続けた後荒い息を整え、清貴がぎゅっと菜摘を抱きしめた。

「今日はこれで、終わりにしよう」

「えっ」

　突然の申し出に、なにかあったのかと思う。

「今日は避妊具がない。結婚した後使ってないから用意がないんだ」

　しかし菜摘にはどうして〝それ〟が必要なのか理解できない。

「さっきも言ったけど、もう跡取りが必要なんて考えなくていいんだ。だからそういうのはけじめとしてちゃんとしておいた方がいい」

　清貴は菜摘との結婚の理由として跡取りを希望していた。それを気にしているのだ。

「清貴は私との赤ちゃん欲しくない？」

「バカ、そんなはずないだろう。欲しいに決まっている。そうじゃなけりゃ、あんな無茶な結婚の条件なんて出さないだろう」

「よかった。じゃあ、このまましよう。私も清貴の赤ちゃん欲しいから」

「菜摘……」

　彼の背中に腕を回し、ぎゅっと抱きついた。

「さっきも話したけれど、私赤ちゃんができづらい体みたいなの。でもね、清貴が望んでくれるなら希望は捨てたくないなって」

「あぁ、そうだな」

　清貴は大きな手のひらで菜摘の髪をなでる。傷ついた心に寄り添ってくれる優しさに、思わず笑みがこぼれた。

「ちゃんと治療をする。だから今日もこのまま。お願い」

　菜摘にとって清貴との行為は、彼に愛され、彼の子どもを授かるということ。両方ともずっと望んでいた。だから今すぐ彼を受け入れたかった。

「ありがとう、菜摘。すごくうれしいよ」

　優しく微笑んだ清貴は、ゆっくりと菜摘の中に入ってきた。大きく息を吐きそれを受け入れた菜摘は、これまで肌を重ねたどのときよりも、胸がいっぱいになる。

「愛してる、菜摘」

「わ……私も、清貴が好き、愛してるの」

　ずっと胸の中にあった彼への大きな愛情を、必死になって伝える。こうやって言葉や態度に愛を表せることに、大きな幸せを感じた。

　この日のふたりは、離れていた時間を取り戻すように求め合った。そして再認識する。お互いの代わりなど存在しないのだと。互いに互いを求め合う。まさにふたりは魂の片割れなのだと。

　ずいぶん遠回りしたふたりの愛が、入籍して一年経った今日この日、やっとひとつの形になり完成した。




　翌日ふたりは、吉峰に挨拶をして東京に帰る。

　広島に来てからほとんど荷物は増えておらず、ボストンバッグに荷物を詰めるとほぼ片づけが終わった。そのほかの大きな荷物は後日、業者を使って引っ越しする予定にした。

「吉峰先生には大変お世話になりました。先生がヒントを与えてくださらなければ、まだ菜摘と会えていなかったと思います」

「加美くんはもっと賢いと思っていたけど、ずいぶん時間がかかったね」

「面目ないです」

　清貴が菜摘を見つける決め手となったのが、吉峰が主宰しているフリースクールのホームページだった。

　吉峰は菜摘が清貴から本当に離れたいと思っているようには見えず、そうであればなんらかのきっかけとなればいいと思い、彼女のうしろ姿がほんの少し写っている写真をトップページに掲載していたのだ。それを見つけるかどうかは、清貴次第。見事見つけられたならば、彼自身もまた菜摘を手放したくないと思っている証拠だ。

「さしずめ私はふたりのキューピッドってところだね」

　吉峰の言葉に、夫人が声をあげて笑う。

「あら、ずいぶん老いぼれたキューピッドですね」

「ひどいなぁ」

　夫婦で笑い合っている。

「俺たちもおふたりのような夫婦になれるように努力します」

　清貴の言葉に、吉峰が背中をドンッと叩いた。

「誰の真似もしなくていい。自分たちの夫婦の形をつくっていきなさい」

「はい」

　清貴と菜摘がうなずくと、吉峰夫妻はふたりを見送ってくれた。




　それから新幹線に乗って四時間ほどで東京に降り立った。移動の間も清貴はずっと菜摘の手を握っていて、菜摘はそのつながれている手を見るたびに彼を実感でき、喜びで胸がくすぐったくなった。

　しかし浮かれている場合ではない。今回の菜摘の失踪でたくさんの人に迷惑をかけたのだ。とくに義母である祥子は、最後に会ったのが自分だったから、ずっと悩んでいたそうだ。

　広島から謝罪の電話を入れた際、電話口で号泣していた。どれほど心配をかけたのかと、本当に申し訳ない気持ちでいっぱいだ。

　間もなく加美家に到着するタクシーの中で、菜摘はどのように詫びるべきなのか考える。

「緊張しているのか？」

「うん、私本当に自分の気持ちしか考えていなかったね」

「いや、違うだろ。菜摘は常に俺のことを考えていただけ。俺のためになるようにしてくれただけだろ。だから責めを負うのは菜摘じゃない。俺だ」

「清貴……ありがとう」

　ぎゅっと握られた手に勇気をもらう。

「俺たちはふたりなんだ。誠心誠意、頭を下げよう」

「うん」

　隣に清貴がいる。ひとりではない。それだけで菜摘は何事も乗り越えられるような気がした。

　加美家に到着すると、清貴がすぐに中に入ろうとした。しかし菜摘はやはり緊張が解けず、深呼吸をするべく足を止める。

　そうこうしているうちに、向こうから扉が開いた。

「菜摘さん！」

　祥子が飛び出してきて、その勢いのまま菜摘に飛びつく。

「お義母さん。あの、私」

　いきなり抱きしめられて驚いた。すぐに謝罪しなくてはいけないのに言葉がうまく出てこない。

「いいの、なにも言わないで。無事でよかった、本当に」

　祥子は抱きしめていた腕を緩めて一歩うしろに下がり、頭からつま先まで菜摘を見てうんうんと涙目でうなずいた。

「ご心配……おかけしました」

「いいのよ、いいの。戻ってきてくれてうれしいわ」

　腕を優しくなでられ、菜摘の涙腺は崩壊する。

「……ごめんなさい、ごめんなさい」

「いいのよ、家族なんだから」

　情けないが、ただ泣きじゃくりながら謝罪の言葉を繰り返すだけだ。しかしそんな菜摘を祥子はもう一度しっかりと抱きしめ、背中をさすった。

　こんなにも自分を思ってくれている。今までの自分がどれほど周りを見ていなかったのかと恥ずかしくなる。

　祥子の言葉でここにも私の家族がいるのだと、そう思えた。

　リビングルームでは、義父の秀夫が菜摘たちが部屋に入ってくるのを待っていた。立ち上がって出迎えてくれたときには、菜摘は心配をかけた申し訳なさとまた受け入れてくれる感謝の気持ちでいっぱいで、深く頭を下げる。

「菜摘さん、無事でよかった。苦労したね」

「いいえ、ご心配をおかけしました」

　秀夫に促されて、菜摘と清貴は向かいのふたり掛けのソファに並んで座った。義父を前に固まってしまう。当然菜摘の体について知っているだろうから。

　菜摘の緊張が伝わったのか、清貴が菜摘の膝に置いてある手をぎゅっと握った。彼の方を見ると目が合い、清貴はゆっくりとうなずいた。言葉にはしていなくても、『大丈夫だ』という意志が伝わってくる。

　それまでこわばってばかりだった体から、ようやく少し力が抜けた。きちんと話ができるように呼吸を整える。

　祥子がやって来て秀夫の隣に座ると、清貴が口を開いた。

「親父、今回は俺たち夫婦のことで心配をかけた。すまない」

　清貴に合わせて菜摘も頭を下げる。

「まあな、夫婦にはいろいろあるから。それでだな――」

「いや、待って。先に俺の話を聞いてほしい」

　秀夫の言葉を遮るように、清貴が口を開く。秀夫は少し戸惑った様子だが、うなずいて清貴に話の先を促した。

「俺、会社は継がない」

「えっ！」

　彼の発言に驚き、隣にいた菜摘は声をあげる。秀夫の方を見ると、眉間にしわを刻み難しい顔をしていた。

「一体なにを言いだすんだ」

　祥子も心配そうに父子を見つめている。

「親父たちももう知っていると思うが、菜摘は妊娠しづらい体質みたいなんだ。そんな中、跡取りを産まなければいけないというプレッシャーを与えたくない」

　清貴は菜摘の顔を見て優しく微笑むが、菜摘にとっては胸が苦しくて仕方ない。

　彼は加美電機を愛し、今後どういう形で人々の生活に豊かさを与えるかを常に考えていた。与えられた道だと言う人もいるだろうが、その道を歩める能力を身につけ、今なお努力をしているのは清貴自身だ。

　思わず拳に力が入る。問題があれば一緒に解決すると約束したばかりでも、彼が自分のせいで夢をあきらめなくてはいけない状況に、胸が引き裂かれそうだ。

「俺は菜摘がいればいい。仕事はたとえ独立してもやっていける自信はある。だから、加美電機の後を継ぐことに固執しない」

「はぁ、そうか。会社よりも菜摘さんを取るんだな」

「あぁ。菜摘がいれば生きていける」

　彼の言葉に鼻の奥がツンとする。泣いてはいけないと思いつつも、こんなにも深い愛情に胸がいっぱいになり、耐えられそうにない。

「それが俺の決断だ」

　なによりも菜摘が大切だと言いきった清貴の横顔を、菜摘は一生忘れないと心に誓った。彼はちらっとこちらを見る。潤んだ目で微笑むと、彼も満足そうに笑った。

「お前の話はわかった。菜摘さんもそれでいいんだな」

　秀夫の問いかけに菜摘は深くうなずく。なにがあっても菜摘は彼についていくつもりだ。

「ふたりの気持ちを聞けて、話をしやすくなった」

　秀夫はやわらかく微笑んで、清貴と菜摘を見る。

「清貴、お前がまだ加美電機を継ぎたいという意志があるなら、跡取りについては気にしなくていい」

「親父？」

　清貴は片眉を少し上げて、怪訝そうな表情を浮かべた。

「加美電機は古い体質の残っている会社だ。親族が常に優遇される。それゆえに跡取りがいることが、後継者にはなによりも大事にされてきたんだ。それは知っているな」

　清貴はうなずいた。

「だから君たち夫婦にもそれを押しつけた。その時点で間違いを正すのが私の役割だったのに。後継者は子どもの有無に関係なく能力で選ぶべきだと。そもそも、子どもの将来が生まれてきた時点で決まっているのも問題だろう」

　たしかに秀夫の言う通りだ。運よく清貴は加美電機という会社やそこでの仕事が好きだったからよかったものの、それでもプレッシャーは感じていた。もし加美家に生まれてきた子どもがそういったものに興味を持てなかったとしたら、その子にも会社にも悲しい結末がもたらされてしまう。

「親父……。だったら俺は、まだ跡を継ぎたいと思ってもいいんだな」

「あぁ。ただ古株の説得はかなり難しい。今までの清貴の実績をもってしてもだ。だが、やれるよな。菜摘さんのために」

「あぁ。もちろんだ」

　清貴の顔が輝くような笑みを浮かべる。ここから先解決しなくてはいけない問題も多いが、受けて立つという自信にみなぎっているように見える。

「菜摘さん、面倒な家で本当に申し訳ない。これにこりずに加美家のひとりとして暮らしてくれないか？」

　秀夫の温かい言葉に、菜摘はまた涙を流す。

「こちらこそ、心配ばかりかけますが……よろしくお願いします」

　菜摘の涙を見て耐えきれなくなったのか、祥子もハンカチで目もとを押さえている。

　賢哉や桃子がいたが、家族とは縁遠い人生を送ってきた菜摘にとって、この秀夫と祥子ふたりの優しさは胸の深いところに染みる。

　清貴と結ばれ新たにもたらされた菜摘の家族。その人たちを悲しませないように、大切にしようと改めて決心をした。




　加美家では祥子の力の入った手料理を振る舞われ、ふたりの住むマンションに到着したときにはすでに日付が変わっていた。

「疲れただろう、風呂に入るか？」

「うん、でもその前に少し休憩しようかな」

　広島からの移動に加え、義父母のもとへ訪問し謝罪をした。正直すぐにシャワーに入れないほど疲れている。

「そうか。わかった」

　ひと言短く答えた清貴がキッチンに向かう。戻ってきた彼が手にしていたのは、菜摘の好きなあのバニラアイスだ。

「それ……」

「菜摘がいつ帰ってきてもいいように、たくさん買って冷凍庫に入れてある。ほら、座って」

　彼に言われるままにソファに座る。清貴も隣に腰を下ろし、菜摘の口の前にスプーンですくったバニラアイスを差し出した。

「いただきます」

　冷たさと甘さが一気に口の中に広がる。

「うまいか」

「うん」

　菜摘がうなずくと清貴が満足そうに笑みを漏らした。

「ほら、もうひと口」

　菜摘は素直に口を開ける。その様子を清貴はじっと視線を逸らさずに見ている。

「また菜摘にこうやって、アイスを食べさせられてうれしい」

「そんなことで喜ばないでよ」

　菜摘が困った顔を見せる。

「なんでもうれしいよ。だって、菜摘が俺の隣にいるんだから。もうなんだっていい」

「清貴……私を捜してくれてありがとう」

　勝手に出ていった菜摘を、彼は見つけ出してくれた。結婚前も、もう会わないと思っていたのに会いに来てくれた。彼の努力なしには、今の自分たちはないのだ。

　互いに見つめ合い、どちらからともなく唇を合わせる。

　甘い甘いバニラアイス味のキスに、ふたりはしばし時間を忘れて互いを求め合った。










エピローグ




　九月下旬、秋晴れの日。今年は気温が下がるのが例年より早く、ここ数日は日中も過ごしやすい日が続いている。

　菜摘が広島から戻り、清貴と真の夫婦になってから一年四カ月。

　今日は加美電機の創立記念式典が行われる予定になっている。菜摘はもちろん加美家の一員、そして清貴の妻として出席する。

　こういった会には何度か出席してきた。慣れないながらも、義母の祥子や清貴の助けもありなんとかこなしている。

　しかし今日はいつもよりも緊張していた。なにせ、今日は夫である清貴が主役だからだ。

　義父の秀夫が当初の予定通り引退し、清貴が次期社長に就任すると発表する。

　すんなりと清貴が跡取りと認められたわけではない。やはり子どもがいないことで、反対する人も少なからずいた。しかし清貴は、次期社長は彼でなければならないと周囲に言わしめるほどの成果を出した。時に菜摘が心配するほどのハードワークをこなし、見守るしかできなかった菜摘は何度もやきもきした。

　しかし今日、立派な彼の姿を見ると誇らしい気持ちになった。

（あんなかっこいい人が、私の夫だなんて）

　結婚して二年以上経過しているが、彼への想いは薄れない。むしろ日に日に彼の愛情を強く感じている。

「菜摘ちゃん！」

　名前を呼ばれて振り向くと、そこには賢哉と桃子が立っていた。ふたりも今日の会に招待されていた。普段は作業着の賢哉は着慣れないスーツにそわそわしているが、母になった桃子は独身時代と変わらず美しい。

「久しぶりに夫婦水入らずで出かけるから、おしゃれしちゃった」

　かわいらしく首をすくめる桃子は、賢哉の腕に手を絡ませている。ふたりともとても幸せそうだ。

　叔父が経営していた宮城鉄工は加美電機の傘下に入り、急激に業績を伸ばした。叔父はすぐにクビになり、代わりに賢哉が社長となって宮城鉄工を新しくつくりかえた。今では従業員が増え、海外からの仕事のオファーもあるそうだ。菜摘が行っていた事務仕事は美容師をやめた桃子が引き継ぎ、加美家から紹介された税理士や社労士に教わって切り盛りしている。この間は新設備が導入されたらしく、まさに順風満帆だ。

「賢哉さん、桃子さん」

　背後から声をかけてきたのは、先ほど取引先と話をしていた清貴だった。

「お仕事の話は大丈夫なの？」

「大丈夫。取引先は部下に対応させるが、おふたりには俺からお礼が言いたい」

　そう言って清貴は賢哉と桃子の方へ向いた。

「今日は来ていただいてありがとうございます。この日を菜摘とともに迎えられたのも、おふたりのおかげです」

　改まって頭を下げた清貴に、賢哉はどうしていいかわからないようでしどろもどろな様子だ。

「あの、いや、やめてください。世話になってるのはこちらの方だし、今菜摘が幸せなら、俺ら夫婦はもうなにも口出しはしませんから」

　隣に立つ桃子もうんうんとうなずいている。

　菜摘の失踪時、ふたりにも心配をかけた。なによりも妊婦の桃子に心労を与えたのは、今なお後悔し続けている。

　当時も清貴とふたりで謝罪に行ったが、彼はこの大きな節目にも彼らに感謝を伝えたかったに違いない。

　四人で笑い合っている中、間もなく式が始まると司会者がアナウンスした。

「では、これで」

　清貴は足早に秀夫のもとへと向かう。前を見すえるその精せい悍かんな顔つきに、菜摘はまた恋をしてしまいそうだ。

　マイクを持ち、晴れ晴れしい姿で壇上に立つ清貴。これからの加美電機について語る夫を、目を細めて幸せな気持ちで見ていた。




　パーティーの後半は、菜摘も駆り出されて挨拶巡りをした。少し慣れたとはいえ今回は清貴が主役なので、挨拶してくる人数もこれまでの比ではない。それでもこの人々が夫を支えてくれていると思い、一人ひとりに心を込めて頭を下げた。

　挨拶した人の中には丸森社長もいた。澪はあの後、菜摘の失踪を知りさすがに反省し、自分自身を見つめ直すために現在はアメリカに留学しているという。

　海外に行かせたのはこれ以上加美家に関わらないようにさせるためで、丸森社長の謝罪の意思表示でもある。

　来場者の最後のひとりが帰るまでロビーで見送りをし、ふたりは会場のホテルの上にあるスイートルームに向かう。

「疲れただろう、やっとゆっくりできる」

　ネクタイを緩めながら、清貴が部屋の電子錠を解錠した。ピッという音とともに扉を開けて中に入る。

　フカフカの絨毯を踏みながら歩く。間接照明によりリラックスできる雰囲気で、疲れがやわらぐ。

（さて、気づいてくれるかな）

　先に中に入っていく清貴の後を追う。すると彼はテーブルの上に置いてあるボックスに気がついた。

「ケーキ？」

「うん。私からのお祝い」

　清貴が菜摘の誕生日にケーキを買って以来、夫婦の間でなにか祝い事があるごとに買ってきているパティスリーのケーキの箱だったので、すぐに気がついたようだ。

「疲れてるのに、悪いな」

　ジャケットをソファに放り投げた清貴が、うれしそうにケーキの箱を開ける。清貴が好きなモンブランのホールケーキだ。

「おぉ、すごい。うまそう……ん？」

　彼が目を留めているのは、ケーキの上にあるメッセージプレートだ。

【Congratulations! Baby is coming】

　チョコレートのプレートに白い文字で書かれている。

「え、これって……？」

　戸惑う彼がゆっくりと菜摘の方を振り向く。彼の視線は、まだ大きくなっていない菜摘のおなかへ向けられている。

　菜摘はそっとそこに手を触れた。

「私たち、パパとママになるの」

「本当に？　菜摘、嘘じゃないんだな」

　菜摘がうなずくと、清貴はここがホテルの一室だというのに、「やった、やったぞ！」と叫んだ。

　そして菜摘をぎゅっと抱きしめた。

　表情で、声で、体中で、菜摘に宿った生命を喜んでいる。菜摘は思わず目頭が熱くなり、気がつけばぼろぼろと涙を流していた。

　抱きしめている彼の目にも、涙が浮かんでいる。

　菜摘はずっと治療と体質改善に励んでいた。病院には清貴も付き合い、彼にも問題がないか検査を受けたりしていた。そして生理がくるたびに落ち込む菜摘を、清貴は根気強く慰めた。

　ふたりで望んでいた子どもが、菜摘の中で育っているのだ。

「私、ずっと清貴の赤ちゃんが欲しかった。大学生だったときもいつかそういう日がきたらうれしいと思っていたし、結婚を申し込まれたときも、清貴の赤ちゃんならたとえ私が愛されていなくても生みたいと思った。それくらいずっとずっと清貴の子どもを産むのを夢見ていたの」

「菜摘……ありがとう」

　菜摘の告白に、清貴は微笑み彼女の髪を優しくなでる。そしてそのままソファに座り、自分の膝に菜摘を座らせた。

　背後から彼女の腹部に手を伸ばし、優しくさする。

「性別は？」

「気が早いよ。まだわからない。清貴はどっちがいい？」

　そういえば、そういう話は一度もしていなかった。

「元気であればどっちでも。菜摘もそうだろう」

「うん。私たちのもとにやってきてくれただけでうれしいもの」

　菜摘は妊娠して気がついた。愛する人の子どもを宿すことが、こんなにも幸せなのだと。それは想像していた何倍にもなる。

「菜摘、ありがとう。愛しているよ」

　耳もとで彼がささやいた。菜摘がゆっくりと顔をうしろに向けると、唇に優しいキスが落とされた。目を閉じて彼のキスを受け入れる。

　抱きしめられた腕の中、彼の永遠の愛を感じながら。
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誓いのキス




　日にちは少しさかのぼる。

　それは菜摘が広島から東京に戻って一カ月も経たない頃だった。仕事をやめてしまった菜摘は、専業主婦として清貴を支える生活を送っていた。

　退屈するかと思っていたけれど、なかなかに忙しい。

　朝寝ぼけた清貴にベッドに引きずり込まれそうになるのをなんとかかわして、朝食を一緒に取った後彼を見送る。最近は清貴の健康を考え、昼に社内にいる予定の日は弁当を持たせている。

　食べ終えた清貴から【おいしかったよ】というメッセージをもらいながら、掃除や洗濯で家を整え軽く食事をすると、午後からは華道やマナーのスクールに通い、これから必要になるであろう知識を身につける。

　買い物を済ませて急いで帰宅。夫の帰宅に合わせて料理を用意し、合間に今日習ったことを復習しているとあっという間に一日が終わる。

　一番楽しみなのは、彼と過ごす時間だ。

　忙しい清貴はもちろん長い時間一緒にいられるわけではないが、自分の生活すべてを彼にささげられている今、菜摘はすごく幸せだった。

　夜のリビング。風呂上がりにふたり並んでソファに座り、ゆっくりとした時間を過ごす。菜摘は手もとのタブレットの画面を真剣に見ている。

「なに、まだ勉強しているのか？」

「うん、ちょっと気になるところがあって」

　今日のマナー教室で紅茶の茶葉についての話になった。紅茶好きの人は多いので、知識として知っていれば話が広がるかもしれないと思ったからだ。

「うーん、こんなに種類があるのね。緑茶も気にな――あっ」

　じっと見ていたタブレットを、清貴が取り上げた。

「勉強熱心なのもいいけど、最近少し根を詰めすぎなんじゃないのか？」

「でもいろいろと知りたくて」

「それよりも奥様、大事なお仕事を忘れてないか？」

「え、なにかし忘れてる？」

　完璧ではないが、なるべく不備がないように家の中を整えているつもりだった。

「大事なことだ、さあおいで」

　清貴は笑みを浮かべて両手を広げ、菜摘を待つ。

「疲れた俺を癒やすのが、菜摘の最大の仕事だろう？」

　いたずらめいた表情の清貴を見て少しあきれてみせた菜摘だったが、すぐに彼の胸に飛び込んだ。

　清潔なシャボンの香りに、清貴独特の匂いが混じる。色気を感じる眼差しを向けられ、菜摘が断れるはずなどなかった。

　彼の腕に飛び込むと、ぎゅっと抱きしめ返してくれた。体温を感じるとほっとすると同時に胸が高鳴る。

「菜摘、ドキドキしてるな」

「うん、ねえ……いつになったら平気になるのかな」

「どうかな。菜摘が俺に飽きたら？」

「じゃあ、一生ドキドキしちゃうのかな？」

　菜摘が清貴に飽きる未来など想像できない。だとすれば、彼の隣にいれば一生このドキドキを味わうのだろう。

「なぁ、そんなかわいいこと言うと我慢できないだろ。今日はゆっくり甘やかしたかったのに」

　清貴のいたずらな手が菜摘のパジャマの裾から侵入してくる。もちろん彼女は拒まない。唇に優しいキスを落とされ、それを受け入れる。

「んっ……ねぇ、ベッドに行かない？」

　提案した菜摘だったが、すぐさま却下される。

「もう一秒だって待ちたくない」

　形のいい瞳に欲望の熱を見た菜摘の体の奥から、熱いものが沸き立つのを感じた。

　そうして夫の誘惑に負けた菜摘は、そのままソファで互いの愛を確かめ合った。




　翌日。

　珍しく休みを取った清貴にドライブに誘われた。もちろんふたつ返事でＯＫした菜摘は、行き先を聞かないままウキウキした気持ちで車に乗り込み、到着した先を見て驚いた。

「ここって……」

　それはふたりが式を挙げる予定だったチャペルだ。キャンセルしてしまったが、菜摘はここで式を挙げるのを楽しみにしていた。

「披露宴は付き合いもあるしすぐにはできないけど、式だけならふたりで挙げられるだろう。俺たちだけの結婚式、どう？」

　まさかこんな素敵なデートだと思っていなかった菜摘は、目を潤ませて清貴を見上げる。

「すごく、うれしい」

「ここで泣いたら目が腫れるぞ。式まで我慢して、俺のかわいい花嫁になってきて」

　清貴に言われるままに、スタッフに案内された部屋でドレスに着替える。それは衣装合わせのときに菜摘が最も気に入っていたものだ。

　メイクを済ませて鏡の前に立つ。

「とてもお綺麗ですよ、ご主人様もさぞお喜びになられるでしょうね」

　鏡越しにスタッフに褒められて、恥ずかしながらも思わず笑みをこぼす。

「ご主人様、奥様をすごく大切に思っていらっしゃるんですね。ドレスに合うアクセサリーやブーケ、とても真剣に選んでいらっしゃいましたよ」

　ドレスの裾を直しながら、清貴がここへ来たときの様子を教えてくれた。

「そう……なんですね」

　うれしさで胸がいっぱいになる。一刻も早く彼に会いたくなった。

「あの、主人はどこに？」

「はい、すぐにご案内いたしますね。ふふふ」

　菜摘の気持ちが伝わったのか、笑みを漏らしたスタッフにチャペルまで案内される。

　大きな窓の外を眺めている清貴の背中を見つけた。タキシードを身に着けて太陽の光に包まれた彼が、菜摘の気配に気がついたのかそっと振り返った。

　そのまばゆさに、菜摘は思わず目を細めた。

「あぁ、菜摘。とても素敵だ」

　笑みを浮かべ賞賛の言葉を口にする彼が、菜摘に手を伸ばす。すぐに彼のもとへ向かい手を取ると、じっと確認するように見つめられた。

「俺の花嫁は世界で一番美しいな。よかったよ、今日は菜摘を独り占めできて」

「清貴……ありがとう。私をお嫁さんにしてくれて」

　いろいろあったが、結婚して幸せな時間を過ごしていた。それだけで十分だと思っていたが、こうやってドレスを身に着け彼の隣に立つと、言いようのない喜びが体の奥から湧き上がってくる。

　彼の顔を見つめていると、いろいろと思い出された。

「ねぇ、清貴。いつもびっくりするくらい私を幸せにしてくれて、私どうやってお返ししたらいい？」

　彼から与えられる愛が、日に日に大きくなっていく気がする。

「別にお返しなんかいらないさ。俺の隣でただ幸せそうに笑っていてくれればいい。さあ、行こう」

　スタッフがチャペルの扉を開いた。菜摘は清貴の腕に手を回すと、一歩一歩、ステンドグラスから差し込む光でいっぱいの中を進んでいく。

　招待客は誰もいない。ただふたりきりの式。

　祭壇にたどり着くと、白いひげを蓄えた神父がふたりに慈愛の眼差しを向けた。

「新郎、清貴。あなたは健やかなるときも、病めるときも、新婦菜摘を愛を持って支えることを誓いますか？」

　厳かな雰囲気の中、優しい声が響く。

「はい。誓います」

　清貴のはっきりとした力強い声が、菜摘の胸を打つ。目頭が熱くなったがなんとか我慢した。

　そんな菜摘に清貴は優しい眼差しを向ける。

「新婦、菜摘。あなたは健やかなるときも、病めるときも、新郎清貴を愛を持って支えることを誓いますか？」

　これまでのふたりにも、いろいろな困難があった。それを傷つきながら乗り越えてきた。

　これから先だっていろいろなことがあるだろう。しかし彼とならば乗り越えていけると強く信じている。

「はい。誓います」

　菜摘ははっきりと声にした。

　神に互いの愛を誓い合い、心を新たに互いの存在をもう一度強く胸に刻み込んだ。

「では、誓いのキスを」

　神父の言葉を合図に、菜摘のヴェールを清貴が持ち上げる。

　互いに見つめ合い、目と目で会話をする。愛していると。

　そして唇を重ねて誓い合った愛は、これからずっと続いていく。
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　はじめましての方も、お久しぶりの方も。

　このたびは「エリート御曹司に愛で尽くされる懐妊政略婚～今宵、私はあなたのものになる～」をお手にとっていただきありがとうございます。




　この作品を考えていたときに、過去の自分の行動を悔いヒロインを追いかけるヒーローを書きたいと思い試行錯誤しました。

　私自身、本来〝復縁ありえない派〟なので元カレとやり直すお話は珍しいですし、ヒロインをこんなドアマットにするのもなかなかないです。

　私の中でのチャレンジ作品、お楽しみいただけましたでしょうか？




　ところでこの作品を書くにあたって気になったのが〝ドアマットヒロイン〟の定義です。皆さんご存じですか？

　これ！と明記されたものはなかったのですが、周囲から虐げられてそれに耐え忍ぶヒロインのことを総称してドアマットヒロインと呼ぶそうです。（高田調べ）

　たしかにけなげなヒロイン、応援したくなりますよね。

　この作品の菜摘も皆様にそう思っていただけたら幸いです。

　素敵な表紙を描いていただいた御子柴トミィ先生。菜摘のはかなげな美しさにため息が出ました。ありがとうございました。

　また毎回締め切りに間に合うか間に合わないか、ぎりぎりのラインをせめる私のせいでひやひやしているだろう担当編集さん。これからもこりずによろしくお願いいたします。

　そして最後になりましたが、読者の皆様。いつもありがとうございます。

　毎度ドキドキしながら発売日を迎えています。買ったよ！と言われると本当にうれしいです。

　また新しいときめきをお届けできるようがんばりますので、お見かけの際はぜひ手に取ってみてくださいね。

　感謝を込めて




高たか田だちさき
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